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［特集］
都巾のイメージ



都市のイメージ

名古屋工業大学教授 松本直司

l.リンチの都市のイメージ

我々建築や都市を研究する者にとって、「都

市のイメージ」といいますと、ケビン ・リン

チによって1960年に出版された『THE

IMAGE OF THE CITY』 *1が思い浮かび

ます。これは、アメリカ人が都市に対してど

んなイメージを抱いているかを、 3つの都市、

すなわちポストン、ジャージー・シティ、ロ

ス・アンゼルスを対象に調査したものです。

「都市はわかりやすくなければならない。わ

かりやすさが都市環境には重要である。」とい

う論理により組み立てられています。わかり

やすさは、英語のレジビリティ legibilityの

邦訳なのですが、人々が都市のそれぞれの部

分を認識して、それらを筋の通ったパターン

として構成しやすいこと、ということを意味

します。

この都市のレジビリティの為には、都市の

様々な場所や部分がイメージしやすく、それ

らが全体として位置づけられる必要がありま

す。これが、イメージアビリティ

imageabilityと言うことになります。イメー

ジアピリティを高める都市要索のタイプをリ

ンチは分類してパスpath、ノード node、ディ

ストリクト district、ランドマーク land-

mark、エッジ edgeの5つのエレメントfive

types of elementsに集約しています。パス

は人が通る道のこと、ノードは交差点や駅前

広場など人がそこに入れる結節点、ディスト

リクトは公園や地区などの広がりを持った部

分、ランドマークは大きな建物やモニュメン

10 

トなど、 エッジは鉄道線路や海岸線、崖など

人がそれによって行けなくなったりイメージ

が分断される所を意味しています。これらの

イメージエレメントが重要で、それらの関係

が都市空間の中で秩序よく分かりやすいこと

が、すなわちエレメントの関係性であるス ト

ラクチャー structureがしっかりしている都

市はレジピリティが高い都市と言うことにな

ります。換言しますと、都市がわかりやすい

ためには、都市の様々な物的要素がイメ ージ

しやすく、その要索の相互関連性がはっきり

している、と言うことになります。

e．ミーニングヘの取り組み

リンチの研究に対してこれまでに様々な批

判や改良がされましたが、 35年を経過した現

在でもイメージ研究の原点としての役割を果

たしています。

批判の一つに、環境のイメージの 3成分と

してアイデンテイティidentity、ストラクチ

ャー、ミーニングmeaningを抽出しておきな

がら、都市のイメージの分析が前の二つに集

中してなされたことです。アイデンテイティ

は、対象となるものを他のものから見分ける

松本直司（まつもと なおじ）

195呼埼王県生まれ

197砕： 東亨工業大学工学部建築学科卒業

197咋東京工業人学人判荊専士課程修了

198坪 日本建築学会奨励賞

199呼名古屋工業人学教授

199年 日本建築学会東海支部設計計画委
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こと、そのものを独立したものとして認める

こと、と言った意味です。一方、ミーニング

は都市に関する個人的な意味であり、たいヘ

ん複雑なものとなります。リンチは分析の初

期の段階では切り離して良いだろうとの判断

からあまり深入りをしなかったわけです。イ

メージや認知を視覚と同一視している。あま

りにも視覚的側面に偏っていると言われるの

もミーニングをさけたことが一因といえます。

リンチの研究をさらに進めたドナルド ・ア

プルヤード＊2は、イメージアビリティが高い

都市の要索とはどういうものなのかといった

ことを研究しています。ミーニングに関する

研究と言うことになります。この研究では仮

説として建物や場所の (1)形の特殊性 (2)街

の中での目につきやすさ (3)個人的な利用や

活動などとの関連 (4)文化的意味 の 4つを

あげて分析しております。具体的にはイメー

ジアピリティの強さと建物や場所の形状（大

きさ、輪郭、質……）、目につきやすさ（視点

位置、近さ…）、等々との関係を求めていま

す。イメージエレメントの特性とイメージア

ビリティの関係を求めたものでたいへん興味

深いものではありますが、物理的形態のとら

え方があまりにもおおざっばであるために物

足りなさを禁じ得ません。

もっと直接的にミーニングに挑戦したのは

ジェームズ D．ハリソンとウイリアム A．ハ

ワード＊3で、市民が認知した要素について何

故そこを思い起こしたのか理由を問うことに

よりミーニングの内容を次の 4種類に分類し

ています。すなわちロケイション location、ア

ピアレンス appearance、ミ ーニングmean-

ing、アソシエイション associationです。 ロ

ケイションは文字通り位置的条件でして、他

の地区との位置関係、目立つ位置に存在する、

周囲が見渡せる、日常の生活ルー ト沿いであ

る、サインで示されている等の内容です。ア

ピアレンスは視覚的に目立つことで、古さ、

大きさ、色彩、形やデザイン、材料の特異性

都市のイメージ

です。ミ ーニングは、経済的、政治的、社会

的、宗教的、民族的、歴史的、機能的などの

意味と言うことになります。アソシエイショ

ンは個人的な関係や知識、雰囲気などと言う

ことです。この研究により、イメージアビリ

ティの意味がはっきりと認識されるようにな

りました。しかし、あくまで定性的であって、

位置や考え方個人的な関係などの関連性の程

度とイメージアビリティの強度との関係は把

握されておらず、具体的な計画論への応用は

この段階では十分とは言えません。

3.アンビギュイティの登場

レジビリティのためには物の持つイメージ

のしやすさ、すなわちイメージアビリティが

重要であるという論理に対して、一見分かり

ずらさの指標とも 言えるアンビギュイティ

ambiguityすなわち多義性が都市の魅力には

重要である、と言う主張もなされるようにな

ります。あまりに秩序だってわかりやすい都

市は単純でつまらない。多くの人の集まる都

市の部分は適度にごみごみしてわかりずらく

迷子になりやすいところでもある。これこそ

が人間に魅力を与えるところではないか。

ラポポートとカンター＊4によると、単純や

明快さと複雑さの中間の適度な状況が人々に

好まれる。この好まれる適度な状況を導くの

がアンビギュイティの概念である。 一方、志

水英樹＊5は、コンプレキシティ complexity

が物的環境の客観的存在としての複合性で、

アンピギュイティは物的環境が心的面におい

て多様な役割を演ずるといった複合性である

としている。いずれにしても両者ともレジビ

リティからさらに心的面での複合性であるア

ンビギュイティが都市の魅力において欠くこ

とのできないことを指摘しています。

リンチの研究に一貫していることとしてわ

かりやすいことが都市の美しさにつながると

いう論理です。この事をあまりにも自明なこ
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都市のイメージ

ととして扱っているために都市のエレメン ト

に対する評価がなされていないという批判を

受けるわけです。レジビリティのためには都

市の要素にイメージアビリティがなければい

けない。しかし、ここで多くの人達が疑問を

覚えることになる。確かに迷子になるのは困

ることであるが、わかりやすいことと都市の

魅力とは必ずしも結ぴつかないということで

す。都市で思い浮かぶ物の中には確かに良い

印象の物もありますが、ひどくいやな印象の

物もそれに負けないくらい多いものです。失

敗をしたり怪我でもしよう物なら一生その場

所を忘れることはないでしょう。この事はイ

メージアビリティの高い物がよいものである

という事と矛盾しており、なおかつ良い物は

逆に気付かれない物の中にあるのではないか

という考えを育むことにもなるのです。

リンチはイメージアビリティということで、

ゲシュタルト心理学で言う ところの 『図』の

部分に注目したわけですが、 『図』をもり立て

るのが『地』の部分なわけです。都市の要素

はその殆どが 『地』であり『図』になる部分

はほんの一握りです。通い‘慣れた道で、ある

日一軒の家が取り壊されたとします。すると

その場所が急に目立って人目を引くようにな

ります。殆どの場合、ぶざまな様相を早する

わけです。そこで、今までの様相を懐かしん

で、今までここには何が建っていたのだろう

と思いをはせるのです。ところが、以前に買

い物でもしたことがあったり、よく通い慣れ

た友人の家とかであれば別ですが、簡単には

思い出すことができません。立派に 『地』の

役割を果たしていたのですから。

この 『地』のあり方に関して研究した者は

未だに無いと言って過言ではないと思います。

『図』にならないわけですから把捏すること

が難しいことが原因していることはもちろん

ですが、『図』と比較して 『地』の方が遥かに

複雑で種類が多いことも研究しづらい面であ

ると言えます。

12 

4.名古屋のイメージ

名古屋のイメージは決して良いものではあ

りません。大体名古屋に住んでいる人ですら

良いイメージを持っていないことが多いので

すからやむを得ないかもしれません。私個人

にしてみましても、 7年前に長野からこちら

に転勤する時にさんざん長野の人に晉かされ

ました。 「あんな暑いところに行くのか」 「名

古屋はセンスがない よ」「エビフライきりない

よ」、と言ったところでしょうか。「美人がい

ない」など謂れのないと思われることまでで

てきます。

確かに夏の暑さは抜群で、この点は索直に

認めるところです。センスがないというのは

何でしょうか。•学生の割合の多い東京では街

を歩く人の色が灰色や紺の印象が強いのです

が、名古屋では結構色々な色の服装が多いよ

うです。化粧が濃いのではないかと思われる

ふしもあります。金色や銀色の靴を普通の女

性がはいているのも初めはぎょっとしたもの

です。だからといってセンスがないと言うこ

とは当たらないのではと思うのです。逆に、

東京の人の色彩の乏しさは寂しいものです。

名古屋の都市の色イメ ージは白であると言

うことをよく聞きますが、東京は灰色のよう

です。このところ都市の中で建築にくすんだ

色を使わずに純色をアクセント色にしたり、

濁っていない清色を面として用いる傾向がで

てきており、いずれは多彩なイメージになる

のではないかと期待をしています。名古犀も

決して例外ではありません。

よく建物の色彩の相談にのることがありま

すが、大体、白、灰色、クリーム色、黄土色、

茶色といった色が外壁では多く用いられます

が、アクセントにはっきりした綺麗な色を使

うように話をします。特に港に近いところで

は、かなり大きな面を大胆な色使いにして丁

度いいくらいです。そのくらいの周りのスケ

ールですし、船やコンテナなどの色彩にまけ



ないことも必要です。どこかのスーパーマー

ケットでははぱ純色の赤、みどり、黄色を一

面に塗ったものが現れましたが、これについ

てはさすがにやりすぎの感を覚えます。目立

てばいいといったものでもありません。

こと住宅に関しては、名古屋ほど恵まれた

ところは日本にはないのではないか。さすが

に中心地区に一戸建てというわけには一般の

市民はいきませんが、マンションだったら何

とかなりそうですし、市の周辺や郊外の通勤

圏であったら一戸建ても夢ではないわけです。

住宅価格が下がってきた今日では年収の 3

~ 4倍で住宅がもてるようになっており、こ

の事がなんと言っても魅力です。

道路が碁盤の目で幅が広いことも魅力の一

つでしょう。都心のデパートに休日自家用車

で買い物ができるなんて事は夢のようなこと

です。しかし道路が広いと言うことが歩くレ

ベルでの街路をないがしろにしたことは確か

です。

街の中で鳥がいて良いですし、魚釣りをし

ても良い。 トンボ取りをしても良いのです。

確かに公園があってその中の池では魚釣りが

できてその周りで昆虫が捕れますが、そうい

った設定されたような場所ではなくもっと身

近にそんなところがあって良いのではないか

とも思います。人工的すぎると言えばそうい

うことかもしれません。所詮人間のできるこ

となどたかがしれていまして、そんな浅薄さ

がイメージの芳しからぬ所とつながっている

のではないでしょうか。

5.名古屋の心象風景

名古屋でイメ ージ調査を 6年前＊6と3年

前＊7にやりました。その時の結果があります

ので紹介したいと思います。専門が建築や都

市の研究ですので、イメージと言っても特に

視覚的な面に限りたいと思いまして、単にイ

メージではなく「名古屋の心象風景」と言う

都市のイメージ

ことで調査研究を行いました。この心象風景

という言葉を使ったことで色々と各方面から

おしかりを項きましたので心象風最という 言

葉から定義していかなくてはなりません。

「心象風景はイメージと同じではないか。

どう違うのだ。」と言う質問です。一般に心象

風景と言いますと小説などで表現される情景

描写かその作者の心象風景と言うことになり

ますが、我々は単に様々なイメージの中で心

の中で風景として思い浮かべられる視覚的な

イメージを心象風景としております。ケビ

ン・リンチの場合にはスケッチマップを被験

者に描いていただいてその中にあらわれたも

のが都市のイメージとして扱われましたが、

ここでは、心に浮かんだ風景を言葉として言

っていただく方法を採ったわけです。前述し

たようにケビン・リンチの研究も視覚的過ぎ

るという批判を受けていますが、心象風景と

することによってもっと視覚的なイメージに

限定してみたのです。

もう一つは「原風景と心象風景はどう違う

のだ」という質問です。原風景という言葉が

世の中に広く用いられるようになったのは奥

野健男の「文学における原風景」＊8の貢献が大

だと言えます。原がハラッパの原であること

から、小さい頃のハラッパで遊んだ光景と捉

える人もいますが、これはほんの一部であり

まして、原風景は、「小さいときに経験した風

景が心に残りその個人の風景や考え方の規範

となっている風景。」と考えられます。ですか

ら心の中に焼き付いておりまして、鳥の雛が

初めて見る動くものを母親と思いこむプリン

ティング現象に近い概念です。従いまして、

原風景は幼児体験の風景に近いものでして、

大人になってからの原風景と言いますと、そ

この地に長く住んでいて形成されるものと言

うことになります。一方心象風景はそんなに

個人のなかに深く根ざして無くても良いので、

気楽に思い浮かべた風景が全て心象風景にな

るのでありまして、原風景と異なり生まれ故
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都市のイメージ

郷でなくても、引っ越してすぐの都市でも心

象風景は思い浮かぶものなのです。

調査方法は、名古屋市内で通りがかりの方

や休憩している方にインタピューして、名古

屋市全域で思い浮かぶ風景をあげていただき

ました。その結果は誠に単純でして、栄、名

古屋城、東山公園、鶴舞公園、白川公園と言

ったところがあげられました。 他に名古屋港

周辺、山手四谷周辺、名古屋駅周辺等でして

調査をしなくても分かってしまう範囲の答え

のようです。名古屋の中心市街地では、久屋

大通公園、白川公園、名古屋駅周辺、名古屋

城といったところに集中しております。さら

にこの風景の中にあらわれている物的な要索

は何かを聞きますと、緑や噴水、人の姿とい

ったことになります。全体的に緑が多く公園

のように面的に広がっている所が好ましい風

景として、都市機能が集中した中心商業地な

どは好みは別として、単に思い浮かぶ風景と

なりやすいことが判明しております。

これだけ大きな都市ですが思い浮かべられ

る所は限られて、かつその風景の内容もあた

りまえなものになっています。名古屋市が栄

を唯一の中心としたー局構造であることがき

わめて単純なイメージにつながるものと考え

られます。私が名古屋に来て痛切に感じたこ

とに、水場が少ない、川がないということで

したが、心象風景においても噴水の他には殆

どあげられていない現状です。強烈なイメー

ジの建築物も名古屋城とテレビ塔を除くとな

いと言うこともわかります。人口200万を超え

る都市である名古屋はイメージの多様性に欠

ける面があるのではないかと思うところです。

市全域という都市スケールでイメージを問

うと、身近な空間は、例え思い浮かんでも答

えてもらえないといったことがあります。そ

こで都市の範囲を限定して自分の住んでいる

周辺で思い浮かぶ風景をあげていただきまし

た。この調査は熱田区の住民を対象にしたの

ですが、当然の事ながら熱田神宮が回答者の

14 

60％の人にあげられました。その次は20~30

％の人にあげられた神宮東公園、名鉄神宮駅

前、 10~20％の人にあげられた堀川、七里の

渡し白鳥公園と続きます。居住地周辺と言う

ことですが自分の住まいから800m位までの

範囲の所を心象風景として思い浮かべている

ことが分かりました。このことは、私が20年

ほど前に東京の目黒区でかかわった同様の調

杏結果とほぼ一致する結果となっておりま

す。．，また、利用目的や機能が明確な公共の施

設は心象風景になっていないことが分かりま

した。この事は住民の方によく知られた施設

であっても心象風景にならないものがあると

いう事でして、機能は満足しても魅力に欠け

るといった事のあらわれであるといえます。

6.イメージ研究のこれから

今年の夏の日本建築学会大会（北海道）で、

「空間認知の研究は新しい計画学を構築でき

るか」というパネルディスカッションが開催

されました。 1月に起きた阪神大震災の影響

で、地震に関するテーマが中心になっていた

中での開催です。関心がどれだけ持たれるか

懸念されましたが、この東海地区の支部から

の発案が学会本部の空間研究関連の委員会に

認められ、共同開催のはこびになりました。

専門が都市や建築の空間研究であり空間知覚

や認知を研究していたこと、東海支部の設計

計画委員会の委員長をやっていて、同時に本

部の空間研究小委員会の委員と言うこともあ

って、パネルディスカッションの資料集の作

成を行いました。＊10当日会場は、立ち見や入

れない人がでる程のたいへんな盛況となり、

このテーマの関心の高さを思い知らされまし

た。

このテーマの理念のひとつとして、「これま

で建物の使い方、使われ方を中心に展開して

きた建築計画学が、すでに限界にきておりこ

れからは空間の質を向上させるための研究が



大きな比重を占めるようになる。」ということ

があげられます。しかし、空間の質の向上は

人間の感性に関連する事柄であるために、

様々な障害を内にはらんでいます。その代表

的なものが「人間の感性や情緒の問題は研究

にならない」というものです。人間の心は、

変わりやすく不安定なものであることは確か

でして、もっともな意見ですが、一方では評

判の良い建物や楽しい街路空間は実際に存在

するのも事実でして、なぜそうなるのか正当

な理由が存在するはずです。

この偏見に対する問題は、方法論が未熟な

ことであり、それに反して人々の要求が膨大

なことです。研究を行えば全てが判明するな

どと誰も思ってはいません。言える ことと言

えないこと、判ることと判らないこと、色々

とあるのであって、そこが研究の面白さで目

的なのです。

空間認知の研究というとき、当然イメージ

研究が入ることになります。他に空間知覚

space perception、探索経路wayfindingなど

の研究がこれにあたります。

パネルディスカッション資料集には、建築

や都市計画分野の認知研究者と建築家（設計

者）に対して空間認知に対する意見を伺った

ものが含まれております。その中で設計者の

意見として、 「記憶に残る建物とはどういうも

のか、そんな研究を是非やって下さい」とい

うのがありました。また、「自分の設計した建

物を是非評価して下さい」というものもあり

ました。人間の心の問題と物的なものとの関

係性に対する要求は、単にそれを使う側だけ

でなく設計者側においても益々高くなってい

るのです。イメージ研究は、その対象領域を

建築から都市に至るまでと大きな広がりをみ

せ、その内容も記憶・認知の範疇から、知覚・

行動の範疇へと拡大してきております。新し

い計画学が、すでに大きな潮流となっている

のです。

都市のイメージ
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新しい都面のイメージ
ー産業から閑境の視点ヘー

愛知県立芸術大学教授林英光

「瀕死の 『美しい私の日本』」

今、都市のイメージの考え方を大きく変え

る時にさしかかっている。

明治維新いらい、日本の指導者達は、脱亜

入欧のかけ声と共に、欧米化に邁進してきた。

その結果、文化的な植民地化を招いてきた。

若い下級武士が中心であったせいか、伝統的

な寺院や城郭を数多く破壊し、日本語さえ英

語にしようと したといわれる。この過程で、

長い時間をかけてつくり上げて来た、都市の

シンポルとしての中心となる、ランドマーク

や骨格が希薄になったといってよい。更に太

平洋戦争以降、嵩度経済成長、種々の都市や

農業関係の計画が歴史的町並みや、美しい田

園風景、自然海岸、河川を失ってきた。明治

百年の成果が世界で最も混乱した、無個性な、

この都市空間を形成してきたといってよいと

思う。確かに大都市の中心部は整備されてき

てはいるが、いかにも無個性で魅力に欠けて

いる。更にその周辺には電柱が乱立し、粗末

な建築群と田園がいり交じり、下水のほとん

どが垂れ流しである。水辺は荒れ果て、「美し

い私の日本」は死語となりつつあるのが現状

である。

さて、このような状況では、どのように都

市のイメージを考えたらいいのだろうか。或

は創り出さなければならないのだろうか。根

本に戻り、今から新たな視点でイメージづく

りに取り掛かるべきときに来たのであろう。

この百年間我々は何をしてきたのだろうか。

何かを曖昧にし、何かが間違ってここまで来
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てしまったのだと思うのは私一人ではないと

思う。

日本人が最も都市のイメージを明確に持っ

ている京都の街を見てみると、誰でも寺社や

庭園に代表されるイメージを持つ。が、実際

に新幹線で近づくと、車窓に映るのは混沌と

した御世辞にも美しいとはいえないむごたら

しい風最である。この街は、ほとんど戦災に

あわずに、江戸以降現在に至っている都市な

のにである。京都ばかりではなく、 我国のほ

とんどの都市にいえることであるが、我々の、

最も大切にしなければならないものを忘れて

きたからに他ならない。人生を送るにふさわ

しい都市のイメージとは何か。

風土、伝統、心。この基本に立ち戻り今一

度再スタートしない限り、ま た同じ過ちを繰

り返す事になるだけである。

日本人の曖昧さは今後は通用しない時代に

なると思う。私の仕事を通じての体験からで

も、日本の国はアジアの一地域にある変哲も

ない国になりつつある事は明白な事実である。

タイやマレーシャヘ何度か行き、今三つ目の

工場のデザインを進めているが、そこで見る

林 英光（はやしひであき）

昭和1砕司 1月8日生まれ

昭和4呼こ3月 東京芸術大学美術学部工芸

科工業デザイン専攻卒業

昭和42年4月 愛知県立芸術大学美術学部

助手

＼ 平成 5年4月 愛知県立芸術大学美術学部
デザイン工芸科教授環境デ

ザイン教室担当

世界デザインt専覧会、豊田市久澄橋等多数の環境デザインに携わる



江南市の1日家の外構

五十鈴川の橋のたもと

日本人に合う格調ある都市のイメージは、洗練された、伝統的なデザ

インの証昇ドで考えるぺきである。

これはどの国でも行っている都市づくりの基本である。

ものは、 40年前の日本のように自然と協調し

ていた暮らしから、欧米の物質文明的暮らし

に急速に変貌しつつある。しかしながら、そ

こには根本的に異なるものを感ずる。それは

自国の伝統を根底に据えて近代化しようとす

る視座が有り、我々と同じ道を歩んではいな

い事である。将来の日本の姿を想像するに、

かって大英帝国が産業革命による公害や自然

破壊の後、 100％に近い下水道の整備や、それ

らに支えられた美しい田園や都市をつくりあ

げたそのありようは、とても望むべくもない。

同じ事を望むのではなく我々日本人に合った、

風土に合った都市空間は何なのか、どんなも

のなのか、大もとに寸．ち戻り出直す時に来て

いる。

新しい都市のイメージ

ここに、 一つ簡単な難問がある。私達日本

人には、生きる目的についての共通項として

の目的意識がないのである。その模索が先ず

第一に必要である。これが都市づくり、国づ

くりの元にあってこそ、将米像が結べる。少

し離れてはいるが例として二つあげて見ると、

オーストラリアの人々は働く目的の一つに、

水辺の桟橋付きの住宅に住みたいと思ってい

る人が多いという 。砂漠とコアラとカンガル

ーの国、 実は美しい水辺の都市に囲まれた国

なのである。人々は美しい風景の中に穏やか

に暮らし、たくましくスポーツに興じている。

マレーシアのクアラルンプール。 三つの宗教

が、民族が住み分け、共存し、 豊かな大きな

緑と超高層ビルと 1日い建物や、住居が共存し、

ハイウエーがカープを描いてその中を通り抜

ける街。欧米の暮らしをうまく風土にマッチ

させたアジアの都市のあり方の一つの良い例

として参考にするところが実に多い。細部に

わたっても、例えば法面の処理の一貫した手

必

シドニー港の風景

シドニーの水辺と住宅

オーストラリアは水辺の都市の国である。

美しい都市のパプリ ックな空間と住環境の風景は、文化の基盤である。
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新しい都市のイメージ

クリケット場と地下駐車場（クアラルンプール）

高裁前広場（クアラルンプール）

高裁の夜景（クアラルンプール）

クアラルンプールの高等裁判所と上流階級のクラブ、クリケット場、

地下は大駐車場で、夜はライトアップされ変身し、若者を中心に市民の

集まるロック会場となる。者Bmのシンポル的空間の効率的な使われ方の
良い例である。

法、ガードレールの端部の終り方、川と建物

の関係等、細部がシンプルで大きな都市のイ

メージをつくりあげている。物質文明をうま

く手なずけ美しい都市をつくりあげている例

はアジア、太平洋圏にはかなりの数にのぼる。

我々が欧米の都市に憧れ、むやみに参考にす

る間違った時代は終り、脱欧米、入亜の思想

に立ち戻れば、縄文以来から続く環太平洋の

アジアの暮らしや知恵から学ぴ、日本人の暮

18 

らしや都市の新しい方向を見つけ出さねば、

我々日本人は単なるアジアの北の、貧しいイ

メージの活気のない都市に住む人々となる日

は近い。

「科学から美学へ、経済から文化へ」

20世紀は科学、技術、万能の時代、そして

産業と経済中心の時代であった。その中で培

われて来た私達の住む環境も、当然そのよう

な範疇での考え方や環境づくり、ものづくり

であった。

では来るべき21世紀はどうか？

フランスの哲学者、心理学者であるフェリ

ックス・ガタリは、 「科学から美学へ」産業技

術、経済中心の牛き方から、心や芸術への転

換をする事なしでは地球は救われないと言っ

た。私はこの言葉を信じ、その方向での環境

デザインの有り方を探り始めている。要約す

れば、 「自然との共生」 「維持継続」「循環」の

デザインが具体的方法であろう。そして、そ

れによ って生ずる結果は美学によって裏づけ

られている事になる。或は21世紀の主流とな

る芸術のテーマが、このような事であり、そ

れが60億を越える人々を支える共通の理念と

ならなければならないと思っている。

例えば20世紀までの国際性とは、或は大き

な潮流は産業経済の発展、シェアー、数量を

競い合う社会であった。大量、拡大、発展、

そのための媒体のデザインであった。

何百万台と言う同じ車が世界中を走り廻り、

同じ飲料水が南極からアフリカの砂漠の中ま

で征覇して行く、大きい、多い事が良いと言

う物質文明の価値観である。

小さな八百屋や雑貨屋は大手チェーン店に

駆逐され続けるような具合である。それ等は

ー率な量産、産業の環境や生活を創出し、地

域の暮らしや歴史、伝統や美学を破壊し続け

て来た。今、巨大な東西の陣営の枠組が崩れ、

民族や地域の大切さが火を吹き始めている。



近代文明のやってきた事は、自然と人、人と

人、人と歴史、人と地域の絆を断ち切る事で

あった。私達の目指す環境づくりはそれらの

関係を修復し、逆行する事であろうかと思う。

民族、故郷、血緑、伝統文化、風習、原風景。

人の心の寄り処は意外にも単純で索朴なとこ

ろに帰着し、そしてその上で異なった者同志

が交流、共生して行けるところにあるのでは

なかろうか？

こんな視点から産業や都市や暮らしのデザ

インを考えて行く事がこれからの我々環境テ｀

ザイナーの役割であると思う。

私達の暮らしは、地球上のある一点、たっ

たーケ所しかない場所、そこの気候、風土、

歴史が全ての出発点である。そこから生まれ、

成長することが大多数の人々の基本である。

特に都市環境も、植物のように地域に芽吹き、

根づき成長して行くものである。

21世紀日本では次のような都市が活躍する

時代と言われている。北の札幌、仙台、南の

福岡、そして今迄の東京圏、大阪圏である。

そこには名古屋の名前は浮かんで来ない。し

かし地道ではあるが、名古屋圏は着実に脚元

を固め大きく浮上して来ていると思いたい。

その事は江戸時代からの産業技術に培われた

産業都市としての底力がすでにあり、愛知県

は日本一の実績をもっている。

しかし、対外的イメージの悪さはどこに原

若宮大通

名古屋市が世界に誇れるシピックデザインは、若宮大通である。空間

のスケールと、機能性がうまく調和し、者研f的なのびのぴとした良い空

間を創っている。

新しい都市のイメージ

千歳空港駅

札幌、千歳間を結ぶ千歳空港のJRの車両と駅は、一流アーティスト

による未来を見つめた都市的な力づよいデザインである。

I.F.1国際会蟻のため、地下鉄に色を塗り、デザインだとお茶を濁す名

古屋とは根本的に異なる。

因があるのだろう。それは都市の文化的イメ

ージとしての魅力に欠けているからである。

札幌は千歳空港からして、なかなか美しく

爽やかであり、空港のJR駅はデンマークの

アーティスト ペア ・アーノルディによる駅

舎の環境やサイン、色彩、車両のデザインが

見事である。

街中は誰でも御存知の通りの街である。大

通公園は冬の雪祭にはアジア各国からの客で

賑わい、別の意味でアジアの玄関を目ざす南

の福岡と対峙している。

魅力的な街はその街にある地理的条件、気

候、風土を充分に生かしている。つまり、こ

の場所は地球上広しと言えど世界にーケ所し

かないのである。気温の変化、植性、地形、

山や河、海の持っている自然条件は都市の最

大の魅力であるからだ。それに加え、その条

件によくマッチした伝統や、諸々のデザイン

が、更に都市のイメージを際立たせアイデン

テイティを創り上げる。

さて、例に上げた名古屋はどうであろうか。

空港を降りると安普請の建物がまず目に入る。

そして市内へ向かう空港周辺は世界に類を見

ない位、雑然とした貧しい空間が続いている。

特に名古屋市の東部からのアクセスは悲惨で

ある。狭く混んだ道路、私設駐車場の乱雑さ、

これが日本三代都市圏の空の玄関かと疑いた

くなる。国外や、他の都市から名古屋に着く
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新しい都市のイメージ

徳JIl園

名古屋の文化的シンポルの一級品である徳川園の風景は、広域的視点

をないがしろにしたマンションの計画とそのデザインで破壊された。

この意識の低さが名古屋や岐阜の改めるべき共通の問題点である。

と、即、先程までの良い気分は吹き飛び、現

実の世界に引き戻される。

では海の玄関はどうであろう。ガーデン埠

頭からは、正面に赤臼の煙突群があるし、目

のやり場に困るくらい美しい風漿は見当たら

ない。最も美しい建物であるサイロは、近く

変形されその姿の良さは見る事が不可能にな

る。水族館や遊園地ができ、それらしい商店

街も出来て来たが、いつ迄経っても港の持つ

ムードは漂って米ないばかりか、僅かに残っ

た良さも消されて行く。そこには空間デザイ

ンのコンセプト、芸術性が皆無であり、便官

的な対応や経済性が目立ち、センスのある思

い切った大人のイメージが創出されていない。

都市のイメージとして風景のインフラをつく

るという意識が不足していると思う。

名古屋駅周辺も同様であり、心に響く何も

のも、面的に大切に保護されデザインされて

いない。大切なものを忘れた計画ばかりが実

施され、人々が誇りに思える環境や、和やか

に集える場を作ろうとしないのがこの都市の

特徴である。市民の心の寄り処になる場づく

り、景観づくりにあまりにも無関心で今まで

米ている。いや、市も県も周辺の市町村も、

景観に対し各々委員会をつくり対応している

と言うであろう。私に言わせれば、それ等は

産業的な従来の視点での対応で、根本からの
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取り組みではないと言いたい。

市内にも幾つかの良い物、素敵な場所があ

る。それ等も徐々に姿を消す過程にあり、益々

平均化されて味気ないものになって行きつつ

ある。これは将来とも、この地域が全国的に

見ても魅力のない所と映り、機能的、経済的

以外何もない所と言うイメージを持ち続ける

事になりかねない。

何かが間違っているのである。万博も、新

国際空港も何かしら説得力に欠けているのも

これらのことと無関係ではない。多くの人々

は別に万博を開くことに反対ではない。むし

ろ心の中では落ち込みつつある日本の活性化

の為、中部の為、名古屋の為、賛成の気持ち

が大いにある。

しかし、何故あの場所か、何故時代錯誤と

思われるテーマなのかに対して疑問をぬぐえ

ないのである。この多くの人々の気持ちに答

えようとしない、努力に欠ける対応に失望し

ているに過ぎない。中止となった東京フロン

ティアのわだちを踏む必要はない。これは他

の注目される都市にはないことで、大きな目

標に向かって築き上げて行こうとする全体の

盛り上がりにつながらない原因である。つま

り心のコミュニケーションの問題である。

「もうこれ以上自然を破壊してはならない」。

こんなことは子供でもわかる時代のコンセン

サスであり、 トレンドである。それに逆らう

にはそれなりの説得力のある材料と思想が必

要になる。万博も空港も東海三県の気持ちが

まとまる、丁度良い場所がある筈だ。

多くの問題を含んでいて、消去法的に削り

落して行くのではなく、大きな心を大切にし、

困難を科学技術、経済で解決して行くのが未

来的プロジェクトのあるべき本筋であろう。

変てつもない瀬戸の山奥で万博をする意味

は今や説得力を持たない。都市のスプロール

化は日本の国土を醜いものにしている。集中

し、整備された魅力的な都市に住み、 一歩外

に出ると美しい田園や自然に接することの出



来る諸外国の風景はほとんどの国民の心に焼

き付いている憧れのイメージであろう。

人が住みたい場所は、古き良きものがあり、

新産業の働く場所があり、伸び伸びと自然と

接する場所の三つがあるところだという。フ

ランスのラングドックルシオンはそのコンセ

プトで建設されている。古いローマ時代の都

市と、ハイテク産業の都市と、ヨッ トのた＜

さん集まったリゾート都市のバランス良い配

置である。だからこそ、そこに優秀な技術者

や芸術家も住みたくなるのである。住む人々

が誇れる地域づくりが先に思想としてあり、

そこに万博や空港がついて来るのである。

万博は滅んで行く自然や、困難な21世紀の

諸問題が緊急のテーマであり、今迄の産業中

心の博覧会はとっくに不要になっていること

は、国民誰もが知っている。この人類共通の

問題への挑戦であるならば、そしてそのテー

マにふさわしい解答としての場所やプロジェ

クトであるならば大多数の人々の賛同を得て

成立することだろう。

せっかく知多半島を削って埋め立てし、空

港をつくるならば、それに値する地球的危機

に対する提案がなくてはならず、それがない

ところで、ものごとが進むことに人々が納得

のゆかない結果を生んでいる。埋め立てに匹

敵する面積を海に戻すのが常識であり、削ら

れる山に相当する自然を回復するのがこれか

らの開発の常識であり、未来への哲学である。

常滑港

新国際空港の予定されている常滑上空から見ると、知多半島はすでに

都市のスプロール化が進み、人々が考えているよりかなり緑も少ない。

新しい都市のイメージ

これは発想を変えれば、別の形でどのように

も対応できる方法は見つかる。例えば世界に

類を見ない風土、伝統を生かし、地場産業を

駆使してエコ ロジカルな空港づくりをテーマ

としたら常滑沖でも世界に注目されるプロジ

ェクトになる。そして柔軟に考えればそんな

に難しくなく、むしろ歓迎すべき結論を導き

出し、夢をもって取り組む大テーマになる。

今の日本人には経済的危機感以外に興味がな

い筈はなく、夢のある目標を失っていること

の方に問題があるとすれば、万博も空港も素

晴らしい要素を持っているのである。

「アジアに学べ、都市のイメージ」

これからの都市像は、 1つの都市について

考えるのではなくて、諸都市の複合的な地域

全体として把える時に来ている。

日本の都市は西欧の都市とは異なり 、美し

い市内を流れる川も、広場も、旧市街も、建

物も今は失われて無いが、もっと異なったア

ジアの風土として広域の中で見れば、それ等

に匹敵する魅力を見いだすことが出米る。

そのような見方から万博の後世への意味や

位置付け、地域への還元を考えれば、夢は広

がるばかりか、他国や国内の他地域への説得

も容易であろう。心のコミュニケーションを

無視した計画は、最も時代遅れであり、人々

の心を動かさない。

我が国には東南アジア諸国の様な指導者は

今はいない。それら指導者を支える世論も、

エリート集団も無い。しかし人々の心は、個

人個人がそんなイメージを持ち、行政の動き

を待っているのだろうと思う。 21世紀は地域

の時代、民族の時代と言われる。この地域は

地上にここにしかないその特徴を生かし、魅

力的な物、環境にして育てて行くことが、こ

れからの国際化だと思う。そして互いの地域

がユニークさを讃え交流し、各々の文化を高

めることが、国際的に通用する事になる。
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新しい都市のイメージ

大阪交通局

地元の人材を中心に、複合的な新しい都市の拠点のあり方を追求した

大阪市交通局のフェステイパルゲートプロジェクト当初案，

今迄の科学技術、数、醤、シェアーを競う

事が国際化であったのと異なり、地上の風土、

自然、伝統、芸術、美学が21世紀のテーマと

なる。更にこれ等を進めるのに大切な事は、

地域の人材を用いる事である。 他から呼んで

きたコンサルタントや知識人、有名人より何

より、その地域を愛する情熱がある事である。

この情熱抜きのプロジェクトや委員会がほと

んどであるため、魅力的な都市やプロジェク

トが生まれないのである。これも名古屋、中

部地区の悪い特徴である。

「強烈な地域に対する情熱が都市を

つくる」

中部圏が最も参考にすべき都市を一つ上げ

るとすると、それは大阪であろう。大阪のウ

オーターフロントの新しい方向性は、天保山

の環太平洋火山帯をコ ンセプ トにした海遊館、

そしてアジア太平洋トレードセンターを見れ

ば大阪の考えている都市のイメージも明確で

ある。未来を見つめたロケーションと、その

デザインは若々しく、人々を集めるに足る説

得力のある計画である。人々が何を求めてい

るかに対して答えを出している。内陸部にも
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いくつかの新しい拠点が生まれているが、私

の携わっているフェスティバル ・ゲートプロ

ジェクトもその一つで、市交通局が進めてい

るユニークなもので、商業空間と遊戯空間と

交通の拠点が実に面臼く組み合わされた積極

的なプロジェクトである。すでに通天閣の南

側に立ち上がって来ている。バプルの崩壊や

地理的な大きなハンデを最初から背負いなが

ら、何とかこの新しい試みを実現しようとす

る交通局側の姿勢と、推進室の強力で巾広い

スタッフの組み方、豊かな発想に引きづられ、

私もすでに四年間その環境づくりにつき合っ

て来ている。

名古屋市、愛知県、中部地建等との申し訳

程度の委員会や、役所とコンサルタントの間

に立って、アドバイスや多少のデザインを手

伝う方式ではろくなものは出来ない。このあ

たりを真剣に早急に改めないと、中部地方は

本当の田舎で終るだろう。数年前のテザイン

博で情熱をぶつけ合い、地元でデザインをや

るんだ、 といって戦ってきて成功させた実績

を、何故持続させ活かせないのか不思議であ

る。

都市のデザインの様な地域性の強いものは、

戦うべき対象を明確に持たなければ良いもの

は出来ない。有能な数少ない行政担当者の強

い意志と理解と、個性のぶつかりあう土木、

建築、環境デザイン等の情熱あふれるコアス

タッフを据える事なしに、万博も、新空港も

'89テ博白鳥会場

者行行空間デザインの実験でもあった世界デザインt駆乃意気込みを持続

継続させることは大きな力となろう。



説得力のない単なる機能性と、経済性と、拙

速の残骸の域を出ないだろう。

すでに20年の水を開けられているとは言え、

身近な最高の剌激的な相手は大阪である。名

古屋圏は今のままのやり方では残念ながら浮

上するチャンスは全くない。そして最も大切

なこの地域に住む人々のプライドと、人材を

育て卜．げて行く事も出来ないと思う。その十．

地の魅力とは他人任せで出来るものではない。

総合的な大きな視野と細部にわたる洞察力と

大地を愛する情熱が、都市のイメージづくり

に携わる人の条件である。

世界が急速に変化しているとき、それに対

応し地域を活性化して行くための情報や知識

は世界中から集められる。それだけでは不十

分で、人生をかけて、命をかけて、その仕事

に取り組む情熱のある人材を集めて取り組む

以外に、未来の「都市のイメージ」を築き上

げることはできない。

新しい都市のイメージ
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植民地祁宙のイメージ
神戸・上海・シンガポール
静岡県立大学教授 田中恭子

1.都市のイメージ

都市にはそれぞれイメージがある。むろん、

人によ って抱くイメージは違うだろう。たと

えば、シンガポールのある友人は、ロンドン

が大好きなのだが、なぜかときくと、「なんと

言っても、大英帝国の首都ですもの。栄光の

都よ。歴史的に有名な場所や建物が多いし、

すばらしい博物館や美術館や図書館や劇場が

たくさんあるし、レベルの高い音楽や演劇の

公演も多くて、夢とロマンがあるわ」という。

彼女はイギリス植民地時代のシンガポールに

育ち、ロンドン大学の大学院に留学した経験

がある。彼女にとってのロンドンは、世界の

歴史 ・文化の中心といったイメージのようだ。

しかし、別のシンガポール人は、 「ロ ンドン

は暗くて、色彩がなくて、グレーのイメージ」

という。たしかにロンドンは 1年を通じて晴

れた日が少ない。それに、緯度が高い（サハ

リンとほぼ同じ）から、冬は夜がやた らに長

いし、夏も昼は長いが日差しが弱く、すべて

のものを色あざやかに照らすというわけには

いかない。これもロンドンのひとつの側面で

あり、歴史 ・文化の中心というのも、また別

の側面である。 ロンドンのイメージとしてど

ちらを取るかは、個人的な経験や好み、そし

て、得た情報の種類によるだろう。

しかし、都市のイメージは個人的なものと

は限らない。阪神大震災の直後、大阪在住の

中国系の友人に電話したところ、「神戸に住み

たいと思って、家をさがし始めたところだっ

たのに、震災で当分だめになってしまった」
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と、がっかりしたようにいう。親からもらっ

た立派な家に住んでいるのに、なんで住みな

れた土地をはなれて神戸に住みたいのか。た

しかに、中国系の彼には、神戸はなにかと便

利なところかもしれない。神戸には中国系の

住民が多い。彼の友人も何人か住んでいるし、

中国系の店も多いからだ。しかし、いま住ん

でいるところも、そう不便というわけではな

い。多忙な彼が、物件さがしや引っ越しのて

まひまをかけてまで、神戸に移住する価値が

どこにあるのか。

「神戸に住みたい」というひとは、この友

人だけではないし、彼が「神戸に住みたい」

のは便利さのためだけではない。「神戸って洗

練されてて、カッコいいし、神戸に住むって

満足感がある」というのが、最大の理由なの

だ。神戸のどこが洗練されているのか、なぜ

満足感があるのか、などときいてはいけない。

彼はたぶん明解な答えをもっていないからだ。

「洗練された」というイメージだけが走って

いるといっても いい。つまり 、神戸と いう町

には 「i先練されてて、カッコいい」という魅

力的なイメージがあるため、「洗練された」町

に住んでいるという 「満足感」を求めて、神

田中恭子（たなか きょうこ）

193呼岡山県倉敷市生まれ

1961年国際基督教人学教養学部卒

1972年オーストラリア国立大学大学院博

士課程修了

1973~82年 シンガポール国立大学助教授

1982~91年中部大学助教授 ・教授

1991～現在静岡県立大学大学院国際関係

学研究科紐



戸に移住したい人が少なくないのである。

2.神戸の「洗練」

都市のイメージは、そこに住みたいという

欲求を生み、それを実行に移させるほど、強

い力をもっている。先のシンガポール女性は、

できることならロンドンに住みたいと思って

いるし、大阪の友人も、いずれ神戸に移住す

るだろう。あるアメリカ人の友人も、「事情が

許せば、ポストンかサンフランシスコの近辺

に住みたいね。文化水準が高くて、展覧会や

音楽会などの楽しみが多いし、大学関係のひ

とも多いからね」と、インテリの彼にとって

重要な、文化都市のイメージを口にする。い

まのところ、彼は望みを果たせないでいるが、

いつか移住するかもしれない。

イメージは、実態と符合する場合もあれば、

ややずれている場合もある。たとえ実態とは

少しちがっていても、イメージにはそれじた

いの力がある。これは、政治家がいちばんよ

く知っているだろう 。日本にかぎらず、政治

家は選挙民やマスコミむけのイメージづくり

に腐心する。イメージしだいで、選挙での当

落も、権力のトップまでのぽるか否かも、決

まることが多いからだ。政治家と同様に、都

市のイメージづくりも重要である。魅力的だ

というイメージが定着すれば、移住してくる

住民もふえるだろうし、観光や買物にくる訪

問客もふえ、その都市の活性化につながるか

らである。

神戸は、そうした魅力的なイメージづくり

に成功した町だと見なされてきた。 しかし、

都市のイメージは、巧妙なイメージづくりの

テクニックさえあれば、どうにでもなるとい

うものではない。実態からややずれている場

合もあるとはいえ、実態と無関係というわけ

にはいかない。ケースによ って、イメージが

実態を反映する程度が100％か70％かといっ

た差はあるにしても、基本的には、都市のイ

植民地都市のイメージ

メージは実態の反映である。神戸についてい

えば、「洗練されている」というイメージは、

市役所が創作したものではなく、ずっと以前

から、実態に即して形成されていたイメージ

を、市役所がうまく増幅したにすぎない。

だとすれば、神戸の「洗練された」実態と

イメージは、元来、なにに由来するのだろう

か。この問いへの答えをさがすひとつの方法

として、神戸と似たイメージをもつほかの都

市を考えてみよう 。神戸と似たイメージの都

市といえば、誰もがまず横浜を思い浮かべる

だろう 。その次に考えるのは、長崎だろうか。

長崎は、神戸、横浜にくらべて、都市規模が

かなり小さいけれど、そのイメージには、神

戸、横浜に共通するものがある。

では、神戸、横浜、長崎に共通する「カッ

コよさ」とは何か、その内容を検討してみよ

う。まず第 1に、港がある。それもただの港

ではない。外洋船が出入りする国際港であり、

しかも、長い歴史をもつ国際港である。第2

に、住民のなかに外国人や外国人を祖先にも

つ人の比率が高い。三都市ともチャイナタウ

ンがあるし、すでに日本に帰化しているひと

ぴとも、まだ外国系の文化や雰囲気を残して

いる。第3に、外国人や外国系日本人が海外

からもちこんだものが、町をいろどっている。

チャイナタウン、中国系の道教•仏教の寺院、

西洋系のキリスト教教会、外国風の住宅、外

人墓地といった建造物もあり、外国系の店、

とくに輸入品を売る店、外国料理のレストラ

ンなど。

これをまとめれば、神戸、横浜、長崎に共

通する「i先練」とは、「外国のにおい」という

ことになるだろう。ことばをかえれば、「国際

性」、「エキゾチ ックな雰囲気」ということも

できる。もちろん、外国のにおいや国際性な

どは、ほかの都市にもあるもので、神戸、横

浜、長崎の独占ではない。にもかかわらず、

なぜこれら 3都市がほかとちがった「カッコ

いい」イメージになっているのか。その理由
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はふたつある。ひとつは、これら 3都市の「エ

キゾチ ックな雰囲気」は、比較的小さな場所

に集中していて、密度がたかいこと。もうひ

とつは、ほかの都市とくらべて「国際性」の

歴史が長いことである。

3.開港場 (TreatyPort) 

上のふたつの事実、「外国のにおい」がせま

い地区に集中していることと、「国際性」の歴

史の長さは、神戸、横浜、長崎が、幕末にH

本が開国したとき、開港場となったことから

きている。 200年にわたった鎖国のあと、 1850

年代に欧米諸国と結んだ不平等条約によって、

外国人に開いた港、彼らの来航とビジネスと

居住を許した港、英語でいえばtreatyport 

である。したがって、これらの都市の「国際

性」には、少なくとも130年の歴史がある。も

ちろん、長崎は、鎖国時代にも、外国に対し

て開かれていた。

開港された都市には、外国人居留地が設定

された。居留地は、港の周辺のせまい地区に

限定され、当初、外国人はここ以外に住むこ

とは禁止されていた。居留地は、外国人が住

むだけでなく、商館も倉庫も、生活のための

商店も食堂も、ここに建てたので、そこだけ

が日本のなかのミニ外国のようになったので

ある。不平等条約は、 1899年に改正され、外

国人居留地は廃止された（外国人はどこに住

んでもよいことになった）が、旧居留地のミ

二外国的なたたずまいや雰囲気は長くのこっ

た。神戸・横浜・長崎でも、いまなお「外国

のにおい」の集中している地区は、むかしの

外国人居留地とその付近である。

いうまでもなく、 19世紀に欧米諸国と不平

等条約を結んだのは、日本だけではない。ア

ジアのほとんどの国が、どこかの段階で結ん

でいるが、とくに長く不平等条約のもとで苦

しんだのは、中国である。日本より10年以上

はやく、 1840年代から上海、広東、アモイな
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ど5つのtreatyportが開かれ、 1850年代に

は天津など11港が加えられた。中国でも外国

人居留地（租界と呼ばれた）が設定され、租

界の行政権は外国人がにぎった。不平等条約

が改正され、租界が廃止されたのは、 100年後

の1940年代である。

上海

1982年の夏、北京から上海への列車で、ひ

とつのコンバートメントを独占していたら、

途中から人民解放軍の軍人さんが入ってきた。

50歳代後半の彼は、戦前、旧満州のハルビン

で生まれ育ったという。話ずきらしい彼は、

国中旅行したがハルビンほどすばらしいとこ

ろはないと、ひとしきりお国じまんをしたあ

と、私にどこへ行くのかときいた。上海だと

いうと、そうかといっただけでだまってしま

った。「上海へ行ったことがありますか」とき

くと、はっきりふきげんな顔になって「ない」

という答え。国中旅行したのに「なぜ行かな

いんですか」ときいたら、「帝国主義がつくつ

た町だ、中国の恥だ、見たくもない」と吐き

すてるようにいったので、びっくりした。

彼の世代の中国人なら、それも軍人なら、

こんな考えのひとが少なくないから、驚くこ

ともないのだが、彼はハルビン (19世紀にロ

シア人がつくった町）をほめたたえていたの

で、帝国主義がつくった町だから「見たくも

ない」という考えのひとだとは思わなかった

のである。彼の矛盾は、たぶん、ハルビンは

生まれ故郷だから別格なのか、上海は中国最



大の都市でめだつから、とくにゆるせないの

か、どちらかで説明できるのだろう。いずれ

にせよ、この軍人さんの反応は、戦前の中国

の屈辱的な状況をおぼえている世代にとって、

上海がどのような存在か、どのようなイメー

ジかを物語っている。

上海

毛沢東時代には、指導者たちが反帝国主義

を旗じるしにしていたので、旧treatyport 

を軽蔑し、投資配分をおさえるという形で差

別した。しかし、当時でも、多くの中国人に

とって、旧開港場のイメージは、軽蔑すべき

ものではなく、 「洗練された、カッコいい」も

のであり、とくに、東アジア最大のtreaty

portであった上海は、豊かで、スマートで、

開放的なイメージがつよく、上海人もそれを

自慢にしていた。 「改革・開放」が定着し、上

海が開発プームを迎えている現在では、この

イメージはさらにつよまり、上海は若いひと

たちのあこがれの的である。

こうしたイメージには根拠がある。たとえ

ば、北京と天津をくらべてみよう。このふた

つの都市は、地理的にはそう遠くないが、そ

の性格は対象的である。北京は、中華帝国の

古都であり 、現在の首都である。壮麗な紫禁

城も、広大な天安門広場も、政府の権力と威

信を誇示しているが、都市としての性格は、

内陸的 ・伝統的でかたくるしく、内陸の古都

西安と似ている。これに対して天津は、洋風

建築がのこる旧租界を中心として、外国の都
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市にも共通の、都市らしいコスモポリタンな

性格をもち、上海と似ている。

1984年、「改革・開放」政策のもとで、経済

開放都市に指定された14都市が発表されたと

き、それらがすべて旧treatyportであった

ことに気づいて、奇妙な感動を党えたものだ。

中国の共産党政権は、なぜこれらの都市を開

放都市に選んだのだろうか。外国との交流関

係のなかに発展をめざすなら、やはりこれら

の港湾都市にたよるのが、合理的な選択なの

か。そうであるにせよ、選択の過程で、これ

らの都市のコスモポリタンなイメージが大き

な役割をはたしたことは否めないだろう。よ

かれあしかれ、 19世紀いらい、外国との関係

によって成長してきた都市であることを、共

産党の指導者たちは、つよく意識していたに

ちがいないのだから。

4.アジアの植民地都市

上海も神戸も横浜も、開港場になるまでは、

ささやかな港町でしかなかった。大都市に成

長したのは、ひとえにtreatyportになった

ためであり、「帝国主義」がやってきたおかげ

である。この展開を、もっと一般的に、グロ

ーバルにみれば、つぎのようになる。 18世紀

の後半から19世紀にかけて、欧米に産業革命、

すなわち、技術革新・高度経済成長がおこっ

た。このため、欧米ではアジアから買いたい

もの、アジアに売りたいものが飛躍的にふえ

たので、欧米の商人・企業家はどっとアジア

に進出した。彼らを保護するために、欧米諸

国の軍隊も進出した。むろん、この背景には、

航海技術の発達があった。

貿易の増大にしたがって、アジア各地に国

際ピジネス ・センターが出現した。外洋船の

発着できる港を中心に、貿易商社、商品のた

めの倉庫、代金決済のための銀行、船と積み

荷のための海上保険会社などが集まる都市が

形成された。これらの都市に、世界各国から
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商人や企業家が集まり、また、彼らとの取引

や雇用をもとめて、アジア人が集まったので

ある。現在もアジアを代表する大都市には、

こうした起源をもつものが多い。ポンベイ、．

マドラス、カルカッタ、 コロンポ、ラングー

ン、シンガポール、マニラ、サイゴン（現ホ

ーチミン）、香港などがそれである。もちろ

ん、上海、神戸、横浜もそれである。

上に列挙した南アジア、東南アジアの諸都

市は、植民地支配のもとで、事実上、欧米人

が建設した都市だから、treatyportではな

い。その意味では、上海、天津、横浜、神戸

など、中国、 H本の港湾都市とはちがう 。ま

た、植民地帝国の一部であった時期が長いだ

けあって、コスモポリタンな色彩の度合いも、

中国、 日本の旧treatyportにくらべて、は

るかに濃い‘。しかし、これらの国際貿易都市

のイメージには、国境をこえ、旧植民地か独

立国かのちがいをこえて、共通性がある。

たとえば、同じ植民地支配下にありながら、

インド北西海岸のポンベイと内陸のデリーは、

ちょうど上海と北京のように、イメージも実

態も対象的である。イギリス人がつくった植

民地都市ポンベイは、上海と同様に、西欧的、

開放的、コスモポリタンな商業都市である。

民族、宗教、言語、文化の多様性では、上海

シンガポール
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をはるかにしのぐ。これに対してデリーは、

北京と同様に、首都として長い歴史をもつ政

治・行政の中心である。オールドデリーには、

ムガール帝国時代の壮大な石づくりの城壁や

宮殿があり、古い町並みがつづく。隣接する

ニューデリーは、植民地時代に建設された首

都で、西洋風の計画都市である。堂々たる官

庁建築、緑の公園、ま っすぐにのぴる広い道

路などが、政府の威信を誇示している。整然

としてはいるが、かたくるしく、活気にとほ

しい。

インド人にきくと、一般的に、海岸にある

町`には、異端のいかがわしさとともに、海に

向かって開き、海からくるものをうけいれる、

開放的 ・進歩的なイメージがあるが、デカン

高原（内陸）の古い町には、保守的・閉鎖的

なイメージがあるという。ボンベイは、 「海岸

にある町」の代表格、インドでもっとも西洋

的で、豊かで、おしゃれな町という若いひと

好みのイメージがある。デリーには、ボンベ

イと対象的に、歴史と伝統と権力を背景とし

た、たかい威信と格調のイメージがある反面、

しゃくし定規な重苦しさと圧迫感がある。

こうした対象は、ス リランカの西海岸にあ

るコロンポと内陸の古都カンディ、ピルマ（ミ

ャンマー）のラングーン（ヤンゴン）とマン

ダレーなどにも共通している。日本でいえば、

戦前の神戸と京都の対象といったところか。

植民地都市にしても、treatyportにしても、

アジアに対する欧米の優位を体現しているこ

とはまちがいない。また、自国の伝統文化や

価値観を無視し、えたいのしれない外国文化

をうけいれる、いかがわしい存在でもあった。

毛沢東時代の中国だけでなく、戦後独立した

南アジア・東南アジア諸国も、これらの都市

に対して、愛憎のまじった複雑な思いをいだ

いたのである。



5.シンガポールー国際都市のイメー

ジ

すでに述べたように、「帝国主義」が育てた

アジアの都市は、その多くがいまも国際都市

のイメージのもとに、繁栄している。この事

実は、それらの都市の存在の合理性を示すも

のであろう。彼らが選んだ場所、建設した施

設、蓄積したノウハウは、それまでアジアが

知らなかった、近代的な経済活動、とくに、

国際的な経済活動に適合するものであった。

アジアは彼らのもとで、近代査本主義のしく

みと活動を学ぴ、独立後の発展の基礎をつく

ったのである。シンガポールはその顕著な例

である。

シンガポール共和国の初代首相、リー・ク

アンユーは、イギリスがシンガポールにのこ

した遺産について、イギリスはシンガポール

を東南アジアのイギリス領の首都として建設

したので、同じ規模のほかの都市にくらべて、

よく整備された社会査本をのこしたと、イギ

リス植民地主義の迫産を評価している。イギ

リスが残した社会査本が、独立後の発展の基

礎になったことを認めたのである。イギリス

がシンガポールに残したのは、インフラだけ

ではない。最大の追産は、シンガポールその

ものであり、その性格である。

1819年、寒村にすぎなかったシンガポール

を、イギリス東インド会社が獲得し、中継貿

易港の建設を開始した。近代都市としてのシ

シンガポール
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ンガポールは、イギリスによって生まれ、 140

年以上にわたってイギリス植民地として育て

られた (1942~45年の日本による占領期は例

外）典型的な植民地都市である。イギリスは、

ハー ド、ソフト両面の近代的な都市機能を整

備し、また、シンガポールを「自由港(free

port）」として、ヒト、モノ、カネの出入りに

制限も関税もいっさい課さない政策をとった。

これらの魅力によって、欧米やアジア各地か

ら商人 ・企業家をひきよせ、シンガポールを

急成長させて、東南アジア最大の、そして、

世界有数の貿易港に育てたのである。

高度成長社会であり、しかも、ヒトの出入

りが自由だったので、ピジネスチャンスをも

とめ、雇用の機会をもとめて、東南アジア各

地、中国、インドなどから、おおぜいの移民

が入ってきた。その結果、シンガポールは、

多様な人種、言語、宗教、文化が共存する、

複合社会になった。複合社会になり、大都市

になっても、中継貿易に特化した経済は、変

わらなかった。こうした歴史が、シンガポー

ルのイメージをつくっていった。自由な貿易

を通じて、西洋と東洋が出会う都市、海をこ

えてくる多様な人と文化を受けいれる開放的

な港町、コスモポリタンでありながら、ちょ

っとエキゾチックな国際都市といったイメー

ジである。

1965年の独立後、シンガポールは、そのイ

メージもふくめて、イギリスの遺産をうまく

活用した。 リー首相（当時）は、アジアの民

族主義的な指導者たちが、わるいことはすべ

て過去の植民地主義のせいにする傾向を批判

して、 「植民地時代がいかにわるい時代であっ

ても、その時代におこったことを消すことは

できず、その歴史の上に未来を築いていくし

かないのだ」と、冷徹なプラグマティズムを

示している。彼もふくめてシンガポール人は、

植民地時代をわるい時代とは考えず、現在も

シンガポール港創設を指導したイギリス人ラ

ッフルズを、近代シンガポールの父としてた
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たえ、尊敬している。

イギリスが残した重要な遺産のひとつは、

中継貿易とその周辺のサービス業に特化した

経済で、サービス業が国内総生産 (GDP)の

90％以上をしめていた。独立後、政府は、雇

用創出のために、製造業の誘致に奔走し、あ

るていど成功する。しかし、製造業がGDPの

35％をこえることはなく、主要産業としての

サーピス業の地位はゆるがなかった。これは、

シンガポールが製造業に向いていないことを

示したともいえるが、逆に、シンガポールの

サービス業がいかに強いかを示したともいえ

る。

サービス業のなかで、独立後、急速にのび

たのが観光産業である。 1970年代以来、 GDP

の10％以上を、旅行者からかせいでいる。 人

口270万人のこの国に、年間500万人以上の外

国人がおとずれる。このうちピジネス客が15

％前後をしめるが、観光客だけでも400万人を

こえる。国土が狭く、歴史も新しくて、名所

旧跡のすくない国なのに、なぜこんなに観光

客が集まるのか。それはやはり、イメージの

カであろう。観光客の多くは、 ASEAN諸

国、日本、オーストラリアからくるが、彼ら

の大きなたのしみは、ショッピングである。

国際貿易都市シンガポールのイメージのたま

ものであろう。

シンガボール
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6.おわりに

シンガポール共和国は、植民地時代に形成

された産業構造やイメージを、合理的なもの

としてうけいれ、その特性をさらにのばす方

向で努力してきた。たとえば、ショッピング

客をひきつけるにしても、単に自由港の伝統

を利用して、多様な商品をリーズナプルな価

格でそろえるだけでなく、旅行者にとって重

要な、安全や清潔にも気をくばっている。シ

ンガポール繁栄の要因のひとつは、こうした

植民地時代の伝統を活用する努力にある。そ

の結果、シンガポールは、植民地時代に形成

された、開放的な国際貿易都市としての性格

とイメージをますますつよめ、その魅力ある

イメージによって、さらに多くの投資や観光

客を集めているのである。

神戸や横浜が、それぞれ「ポートピア」、「み

なとみらい」でねらい、現在も努力している

のも、まさにこれであろう。すなわち、treaty

portとして、シンガポールと似た伝統とイメ

ージをもつこれらの都市は、それを活用し、

さらにのばすことによって、人をひきつけ、

投資をひきつけて、都市の活性化と発展をは

かっているのである。

いっぽう中国は、建国後、民族主義に走っ

て、鎖国にちかい状態を30年つづけた。その

間、旧treatyportの植民地的性格をにくみ、

それらの都市への投資を最少限にとどめた。

にもかかわらず、 30年後に「開国」にふみき

ったとき、あらたな 「開港場」となったのは、

これらの旧開港場だった。結局30年の「鎖国」

を経ても、彼らの「植民地的」性格とイメー

ジは変わらなかったのである。政府の投資が

なくても、彼らには、外国から投資を呼ぶ力

があるので、「開放」後は、外資によって、開

発をすすめている。

シンガポールのケースと中国のケースは対

象的だが、どちらのケースも、旧帝国主義が

アジアに開いた貿易港は、それなりの合理性



をもっていることを示している。合理性のか

なりの部分は、イメージなのかもしれない。

しかし、イメージが実態から遠くはなれるこ

とはない。かりに、イメージの部分がかなり

あるとすれば、これらのケースは、都市のイ

メージがいかに重要か、それを変えるのがい

かに難しいかを物語っているのである。

植民地都市のイメージ
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「観光第」の拡允と都而イメージ阿J:

京都精華大学助教授 橋爪紳也

l.なぜ観光にこだわるのか

•福岡の事例から考える

近年、都市イメ ージの向上に成功した都市

として、まず思い浮かぶのが福岡である。1989

年の「アジア太平洋博覧会」を契機に 「北東

アジアの拠点」を目指して、 じつにダイナミ

ックな動きを示した。その過程において、ア

ジア諸都市との文化・ 芸術 ・経済面での交流

を前面に打ちだし、加えて コンベンションを

含めた「観光」の要素に大きなウエイトを置

いていた点は注目されて良い。

まずなによりも福岡のイメージを変えたの

は、 93年に完成をみた開閉式の「福岡ドーム」

である。野球だけではなく世界的なアーティ

ス トの興行にもあいついで成功、年間数百万

人もの動員を果す日本有数の集客装置となっ

た。さらに隣接地には、四千人のコンベンシ

ョンに対応可能な実に魅力的な宿泊施設 「シ

ーホークホテル＆リゾート 」がオープンした。

加えてハー ドでは「アク ロス福岡」「マリン

メッセ福岡」など日本有数の施設群が開業、

大規模なコンベンション誘致の体制が整った。

ソフ トでは芸術 ・文化・ 学術の貢献者を表彰

する「福岡アジア文化賞」、芸能のフェスティ

バル 「アジアマンス」等が戦略的に継続され

ている。交通面でもアジア諸都市と連絡便を

増便、また21世紀に向けて新たな海上空港の

整備も構想されつつある。

行政も 「観光立都」に本腰を入れる。市は

1990年6月に「観光基本計画」を制定、以後、

「海と歴史の国際旅遊都市づくり 」をキャッ
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チフレーズに、ウォーターフロント開発 ・祭

りの活性化・ 近隣諸国との国際観光ルー ト整

備・交通体系の整備などを柱に、 「アジア」を

射程に人れた積極的な観光客誘致をすすめて

いる。

福岡では「北東アジアの拠点」という目標

のもとに産官学が共働、集客施設と集客ソフ

トを充実させることで、 「滞在型観光地」「都

市型観光地」 に変身した。その結果が、対外

的なイメージの更新につながる。東京を意識

しないハイセンスな若者文化を創造している

街として、ひろく認知されるようになった。

情報発信力もたかまり、 「屋台」「明太子」「山

笠」などに代表される既成のイメ ージから見

事なまでの脱皮をとげつつある。

・戦略的観光策で対外的なイメージ向上をは

かれ

もちろん、すべての事業が成功していると

は必ずしもいえないが、わが名古屋が参考と

すべき ところは少なくない。ひとつの目標を

据えて徹底的にかつ大胆に文化政策を推進し

ている点、観光 ・コ ンベンションに関する施

策を戦略的に展開している点などは学ぶべき

ところだろう。施設整備においても、規模で

橋爪紳也（はしづめ しんや）

196碑大阪生まれ

198碑京都大学工学部建築学科卒業

199呼大阪大学大学院工学研究科博士課

程修了（工学博士、環境工学専攻）

199碑 京者防青華大学人文学部尉淳対受



他都市を圧倒しているわけではない。東京や

大阪と比べると、スケールでは勝ち目はない。

そうではなく、地域独特の魅力を創案し、そ

れを文化的な付加価値にまで昇華させている。

結果として、対外的な都市イメージの向上を

果しているのだ。

名古屋においても、これまで街の個性とさ

れてきた「ものづくりの伝統」「優れた住環境」

に加えて、「文化」「芸術」「レジャー」といっ

た領域において新たな「魅力」を創造するべ

きという声はたかまっている。実際、さまざ

まな施設が竣工しつつあるのだが、対外的な

イメージ向上につながっているかというと、

必ずしもそうではない。

交流人口の拡大が想定される脱工業化社会

においては、文化政策の充実が不可欠である。

潜在的な課題という次元ではなく、いまや時

代の要請といってもよいだろう。実際、日本

よりも一足先に脱工業化の洗礼を受けた欧米

の諸都市のなかには、「文化」「芸術」「レジャ

ー」に関わる領域に重点的に投資、都市の格

を高めて再生を果したところが少なくない。

水路を再生してコンベンションのメッカとし

て蘇生した都市、 ミュージアム群を拠点に文

化活動を充実させてイメージを改めた都市な

ど、さまざまな事例が散見できる。

名古屋においては、 ドーム球場の完成を間

近に控えている。さらには愛知万博の開催も

遠い未来の絵空事ではなくなってきた。懸案

であった新空港の整備も、具体化に向けての

段階を踏みつつある。またアジア圏からの観

光客、さらには国際級のコンベンションをい

かに誘致するかといったといった点において、

都市間競争の激化が予測されている。

この時期において、文化政策の充実を対外

的に知らしめ、ひいては都市イメージを向上

させるために、戦略的な「観光策」の確立が

必要不可欠であることはあまりにも自明であ

る。「観光」とはすなわち、「地域のすばらし

さを他に示す」ことであるのだから。

「観光策」の拡充と都市イメージ向上

e．名古屋の観光動向と都市イメージ

•名古屋は一大観光拠点である

あまり意識されてはいないが、かつて名古

屋は日本有数の観光地であった。社寺の門前

には、芝居町、歓楽街のにぎわいがあった。

城下の名所・景勝地を八景に整理したガイド

ブックの類は江戸時代からしばしば出版され

ている。訪れた商人、旅人を泊める旅館・宿

舎も多かった。

近代においても同様である。メインストリ

ートになった広小路には、デパートメントス

トアという「消費の殿堂」が誕生、 「広ブラ」

を楽しむモポ・モガの姿があった。夜になる

と、派手な広告とネオンサインを特徴とする

カフェーやダンスホールに人々は集まった。

ふるくからの歓楽街である大須にも新しい風

が吹く。芝居小屋に代わって、映画館が街の

主役となった。大都会の魅力 を堪能するため

に、人々は名古屋を訪れたのである。

イベントも重要な観光資源であった。昭和

3年(1928) には鶴舞公園で御大典奉祝名古

屋博覧会、昭和12年 (1937) には熱田の地で

名古屋汎太平洋平和博が開かれている。とり

わけ後者は、国内、海外からの50以上ものパ

ビリオンが出展、 国際博に準じる規模と内容

で集客を果した。複数の広場を街路で放射線

状に結び、アールデコ調・表現主義風のパビ

リオンがならんだ会場風景に、人々は未来の

都市を擬似的に体験した。目をひいたのは高

さ45mのシンボルタワーである。垂直線が強

調された美しい摩天楼は、イベントの主題に

ちなみ平和塔と名づけられた。 ドイツに特別

発注してつくらせた透明人間館などのアトラ

クションも人気を集めてた。

現在はどうだろうか。その動態を名古屋市

経済局の『名古屋における観光客の動態調査

と統計資料』（平成五年度版）から読み取る

と、やはり日本有数の観光地であることがわ

かる。主要施設への入込客数の合計は、 実に
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「観光策」の拡充と都市イメージ向上
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2075万人にのぽり、前年度と比べると 8.9%

の増加をみている。これは前年度に開業した

名古屋港水族館の集客が影響しているようだ。

古屋港水族館」「東山動植物園」「名古屋城」

の順に高い。この三ヶ所を拠点に、そのほか

の観光地を遊覧する行程が採用されているよ

うだ。ただし、観光客の四分の三は日帰りで

あり、宿泊する場合でも連泊する例は稀だ。

郊外の観光地と関連づけた滞在型観光の充実

が、将来的な課題であると思われる。

ただこの値は、市民を含めた総数であるた

め、県外からの来訪者数をきちんと把握する

ことはできていないが、東海四県のほか、長

野•福井・滋賀・大阪などからの団体観光客

が少なくないことが判る。遊覧状況では「名
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「観光策」の拡充と都市イメージ向上

図1 平成5年度入込観光客数（施設別構成比）
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図？ 上位4施設の入込観客の推移
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゜平成元 2 3 4 5（年度）

＊平成元年度総入込観光客数及び名古屋城はデザイン博人湯者を含む。

出典 ：「観光客動態讚査」

表？ 入込観光客の推移 （単位：千人）

こ 62 63 冗 2 3 4 5 可
構成比 増減

名 古 屋 城
1,088 1,570 4,219 1,114 1,235 1,193 1,112 5.4 △ 6.8 

(3,723) 

東山動植物園 3,162 2,683 2,697 2,856 3,031 2,830 2,701 13.0 △ 4.6 

テ レ ビ 塔 496 505 542 555 568 518 463 22 △10.6 

熱 田 神 宮 8,780 8,280 8,081 8,102 8,285 7,966 8,052 38.8 1.1 

名 古 屋 港
622 496 4,137 337 384 632 963 4.6 52.4 

(3,932) 

名古屋空港 541 499 476 541 483 457 451 2.2 △1.3 

名古屋市科学館 572 ・440 637 739 727 710 676 3.2 △ 4.8 

徳川美術館 267 271 268 285 285 290 276 1.3 △ 4.8 

名古屋市博物館 789 481 695 579 739 568 640 3.1 12.7 

東谷山フルーツパーク 634 587 564 738 1,041 918 995 4.8 8.4 

でんきの科学館 659 782 540 626 694 502 571 2.8 13.7 

名古屋市美術館 ヽ 985 456 359 496 218 255 1.2 17.0 

東山スカイタワー ヽ ＼ 662 726 663 558 467 2.3 △16.3 

農業文化園 ヽ ‘ 171 206 259 274 221 1.1 △19.3 名古屋港水族館 ヽ ‘‘‘‘ ‘ ヽ 1,426 2,909 14.0 104.0 

デザイ ン博 ＼ ＼ 
7,529 ＼ ＼ ＼ ＼ ＼ ＼ 白 鳥 会場 (7,529) 

計
17,612 17,579 31,674 17,695 18,890 19,060 20,752 100.0 8.9 

(15,183) 

（注） （ ）内はデザイン博入場者数で内書き
資 料：名古屋経済局「名古屋観光統計月報」
説 明：デザイン博のあった平成元年度をのぞき、従来横這い傾向にあったが、平成3年度

より増加している。
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図3 観光案内図
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「観光策」の拡充と都市イメージ向上

表 3 名古屋への観光客数

年度 施設数 入込客数A 市外客率B
遊覧率 I 観光客数（推計）

（平均施設遊覧箇所） C AxB.;-C 

57 ， | 15.006千人 62. I ％ I. 48 630万人

58 3 14. 617 63 2 1 514 612 

59 ， 17,493 64. 5 l. 465 770 

60 ， 
I 
17.090 69 9 1 624 736 

卜—~

i I I 
0.... 1 10 17,657 67 0 l 416 835 

62 
I 
II 17, 612 62. 0 l 450 753 

63 11 16,698 63. 2 1. 619 652 

元 13 
30,841 54. 1 1 307 l. 277 
(15, 183) 

2 14 17. 695 53. 4 l 267 746 

3 14 18,905 54 I I. 347 759 

4 15 19,060 53. 5 I. 447 705 

注（ ）はテザイン博入場者数 内数

（庄 1) 入込客数とは、次の主要観光施設の入場者数。
名古屋城、東山総合公園、テレピ塔、熱田神宮、名古屋港、名古屋空港、市科学館、

徳川美術館、市博物館、東谷山フルーッパーク (61~)、でんきの科学館 (62~)

市美術館（元～）、東山スカイタワ ー (2~)、庭業文化園 (2~)、
名古屋港水族館 (4~)、
※元年度は、世界デザイン博覧会白鳥会場入場者数を含む。

（庄 2) 市外客率、遊覧率は、親光客勁態調査による。

表4 日本ホテル協会中部支部加入ホテルヘの外国人宿泊数（昭和59年より調査）

年 (!~12月） ホテル数

59 7 

60 8 

61 ， 
62 10 

63 10 

元 10 

2 11 

3 12 

4 12 

・観光客が持ち帰るイメージ

次に観光客が持ち帰る「名古屋像」につい

て見てみよう。市内客・県内客が抱いている

名古屋のイメージは、どちらかというと否定

的だ。「娯楽性のない街」「保守・閉鎖的な街」

「景観の悪い街」などの解答が多い。一方、県

宿泊実人員 宿泊延人員

74,489 134, 813 

I 07, 417 170, 502 

7 4, 313 I 137,673 
I 

70, I 13 135,866 

70, 342 I 28. 268 

81、916 148, 411 

115. 112 212,300 

143,072 272,294 

155,455 276,516 

外からの客は逆に、「文化的な街」「商工業の

活発な街」「コンベンション都市」といった好

印象を持っている。都市のにぎわい、活気あ

る大都市として評価しているわけだ。この落

差の意味するところは重要だ。

将来的な期待を尋ねる調査でも、市民と県
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図4 居住地別イメージ比較

I悪いイメージI
(19. 3%) 

I良いイメージ I

(80. 7%) 

将来性のある街

全体を100とする
市内客
県内客
県外客
（ ）は全体

200 (14. 2%) 

38 

景観の悪い街
(2. 4%) 

保守・閉鎖的な街
(8. 3%) 200 

娯楽性のない街
(8.6%) 200 

コンペンション都市

200 

（行催事みが適する街） 200 
(0. 8%) 

200 200 200 

200 200 
歴史・伝統のある街 200 
(5. 1%) 

図5 居住地別期待状況

観光案内標識を
充実してほしい
(11. 4%) 

特色あるみやげ
品がほしい
(7. 2%) 

観光施設間の交通の
便を良くしてほしい
(15. 2%) 

うるおいのある街
(3. 3%) 

商店街が深夜まで
営業してほしい
(12.0%) 

200 

人をひきつける
商店街がほしい
(8.3%) 

落ち着いた街
200 (11. 8%) 

200 

文化的な街
200 (5. 6%) 

200 
商工業の活発な街
(6. 2%) 

広い道路の街
(30. 5%) 

国際的な街
(3. 0%) 

全体を100とする
＿＿―-市内客

遊園地など親子で楽
しめる施設がほしい
(21. 0%) 

大規模な行事
をしてほしい
(10. 4%) 

ー・＿ー・-県内客
ー一県外客
（ ）は全体

美術館・博物館などの文化
施設を充実してほしい
(14. 4%) 



外客との意識の差を指摘することができる。

市民は「商店街の深夜営業」「人を引きつける

商店街」など、利便性の充足を第一に要求し

ている。いっぽう外部からの来名客は、 「特色

あるみやげ品」 「観光案内標識の充実」などを

あげている。このギャップに名古屋の 「観光

策」の弱点を読み取ることができるように思

う。 2000万人もの入込客がいるにもかかわら

ず、市民は名古屋を観光都市だとは、ほとん

ど意識していないのだ。

いっぽうで、市民と来名者に共通している

要望もある。「遊園地など親子で楽しめる施

設」「美術館・博物館など文化施設」「観光施

設間の交通の便」の充足といった指摘がそう

だ。なかでも施設同志の連絡を密にするとい

う要望は、真摯に受けとめてゆくべきではな

いだろうか。

観光資源の空間的な配置とネットワークの

ありようを再点検、中長期の射程をもってそ

の戦略的な再配置を模索しなければならない。

また交通網の整備、情報ネッ トワークの構築

も必要だろう。空間的に離れていても、各観

光施設を結ぷ情報の 「網」を確立することで

相互の連係が可能になる。異質な観光資源を

ダイナミックにつなぐことで、観光客以外の

さまざまな人間行動を誘発することもできる

のではないか。

3.「観光策」の拡充によるイメージ向
上戦略

・文化観光の振興を

21世紀にあっては都市型観光はいっそうの

多様化をみせると推察されている。文化観

光・都市におけるエコツーリズム・商業観光・

体験型観光など、従来にない観光ニーズが生

まれることが予想されている。では名古屋は

どのような 「観光策」の振興をおこなうべき

なのか。以下では、都市イメージ向上という

本論のねらいを視野に入れつつ、私見を述べ

ておきたい。

「観光策」の拡充と都市イメージ向上

まず第一に名古犀が需要を発掘するべき新

たな観光の容態として、 「文化観光」の重要性

を指摘しておこう。

古くから城下町として発展した歴史都市 ・

名古屋には、旧跡 ・神社 ・仏閣など、由緒あ

る建物をいたるところに見いだすことができ

る。名古屋城 ・熱田神宮 ・大須観音、八事山

興正寺 ・栄国寺 ・真宗大谷派名古屋別院・荒

子観音 ・龍泉寺など、枚挙にいとまがない。

さらにいえば、東山給水塔 ・中川運河など、

明治以降の発展を物語る「近代化迫産」も多

しヽ。

また伝統的な祭礼、新しく創案されたイベ

ントも少なくない。代表的なものだけでも、

中村公園太閤まつり ・港まつり ・熱田まつり ・

鶴舞公園花まつり ・大須大道町人まつり・出

米町祭礼 ・筒井町天王祭 ・東海道五十三次名

物絞りまつり・下之一色川まつり ・矢田川花

火大会などが挙げられる。

さらには公共ないしは民間が運営するユニ

ークなミュージアムも多い。名古屋市美術

館 ・ 名古屋城天守閣 •愛知芸術文化センター・

下水道科学館 ・でんきの科学館 ・名古屋市科

学館 ・徳川美術館 ・トヨ タ産業技術記念館 ・

東海銀行貨幣衣料館 ・熱田神宮宝物館 ・荒木

集成館 ・南山大学人類学博物館 ・センチョリ

ー写真衰料館など、大小さまざまな博物館 ・

美術館を列記することが可能である。

名古屋は「文化査産」の宝庫であるといっ

ても言い過ぎではない。しかし、それぞれが

観光客の誘致に向けて、十分な対外的な PR

がなされているとはいいがたい。またネット

ワーク化がなされ、協力体制が整っているわ

けではない。事業の共同化、収蔵品や情報の

ネットワーク化などが考えられて良い。

また新しい都市的な魅力、すなわち文化的

なビジターズチャームの創案も必要である。

そこでは、「文化都市なごやを考える懇談会」

から提示された数多くのアイデアが参考にな

る。提言のなかで「国際化と文化」に挙げら
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表5

10 ， 8 7 6 5 4 3 2 1 

城 プ 大 東 山 ヤ 中 覚 徳 熱 名
と ロ 須 海 崎 ン 村 王 J I I 田 古
四 ム 今 道 JII グ 史 山 ゆ 屋
間 ナ 昔 山 跡 お か 宮

道 I ）レ 紋 四 手 ）レ 参 り ま 観
Jレ ド I り 季 ）レ I り の ち 光
I 栄 卜 Jレ の I 卜 ）レ Jレ ）レ

10 卜 ）レ I 道 卜 I I I 
| 卜 卜 卜 卜 ｝レ
卜 I 

卜

名名市 納久市 東大矢 西笠笠 博山新 八興本 中赤中 本日覚 新徳大 神熱西
ヽ

屋
昭

古古役 屋大役 別須場
・寺寺

物崎瑞 正
村鳥 村 泰王 栄川曽 宮

田 高 和
屋屋 通 観 有観西 日公 東神 五公
駅城所 僑園所 院音町 松音門 館川橋 事寺山 赤居園 山寺山 町園根 門宮蔵 十

社＾ 橘大＾ 大＾ | ̂  雨＾ 地 受＾ ，地ー、 寺＾ 葉場＾ 七
1地 ＾通地 須地

市 巷地 男地 1地 宅跡地 年
円下 地公下 観下

瑞バ I下 下 神下 下 布下 跡 1下
泉ス 鉄 鉄

ヽ

頓鉄 下園鉄 土鉄 東鉄 社鉄 池鉄 I秋鉄曰 ． 寺笠
寺・ 鉄 1市 I矢 I寺 山新

本 I中 覚 カ大
秋葉・

1市 氏若役 西場 有西 荘瑞 山 ＾村 王
卜 葉神西

役 I橋 地公 リ曽 山社高
円所 見宮所 本町 松門 山
頓— 一八了 願— の— 博― | 下園 ッ根— 円 1芭
寺 I 幡 1日 寺 I 町 1

物 I 桃 鉄— I ク 1 通御占
商名 社高 別前 並笠 館瑞 巌

• I 
日 教大 寺浜

店古 1等 院津 み寺 1穂 寺 汀 泰 ム工こ 由曰 I御大
街屋 政裁 I公 と観 ＾グ | 寺 I根 蔵殿悲市ラ
I城 秀判 日園 絞音 ノ＜ン

性
赤社

| 碍 福跡寺
多 1 寺所 置 I り 1 スド 高 ヽ・ 鈍 寺 II 
賀護 I I 神清 I笠 . I 院 中 薬 下街 I七断
宮国 白久 社浄 大寺

博大曲
| 村 師 鉄 1 熱里夫

I神 林屋 I寺 高一 名 公 I 薪片 田の山
＾社 寺大 栄 I 緑里 信ヽ 輪

古 園 ； 栄山 神渡古地 1
1通 国三 地塚 屋 I 町八 宮し墳

下那 貝
勝 ム^ 寺輪 公 I 塚 大 明 ー、幡 I I I 

鉄古
茎園 I神 園千 | 学 神 | 社 ，ー、畠法

名野 寺 I 下社 I鳥 あ I 社 大 I 應持
古神 I在 茶 I 合塚 ゆ 南 | 竜 徳 ス幽寺
屋社

朝.... 屋万 パ I ち 山 香 寺 JII ．居 I
~ I 日風 公松 ス誓 の 大 り | 園

ご
跡白

東 神発 園寺 ．願 水 A 子 の 相 I I鳥
照 社祥 I I 

有西寺I 
| I 園 応 徳 東裁古

テ呂 1の 東大 古 興 I 寺 JII 門断墳
| 道地 本須 松根 墳 正 常 | 美 一橋 1
五 標 I
闘 ーヽ古 群 寺 泉 城 術 ↓麿

目 1 : 屋 I | 寺 山 館
長ピ 別街 城 山 地

| 八 | ろ寺
I 円塔 院 I 跡 崎 下 妙 幡 蓬 ぱ I
伊 寺 I I総 | JII 鉄 行 社 左 ん本
藤 1久 ＾見 鳴 畔 寺 | 文 尉素邸 糾臭

地寺 海 | 
八 I 地 門徳| 下 1 の 市 油 館 1

鉄浪 事ヽ 下
四 資通 町 大 江 鉄 I聖
間 料公 ・越 並 薬 天 源 道徳

東
道 館園 別公 み A 子 神 本 寺 標寺
I I I 

一院跡園
と 部 社

｀ 山
| I I 

浅 納若 絞 I | 建 林魚
間 屋宮 I り 暮 素 中 桐市
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表 B 「文化都市なこやを考える」提案事項一覧

1.名古屋の魁力を世界的に主彊でき 2.出会い．岱加し、体駿し．交云す 3 まらを知り、暮らしの歩みを伝え ヽ．生活から芸iiiまで、文化トピック
5 文化ネットワークの創出

6 魁力づくりに向けて行政に期待さ

る曇性的文化拠点づくリ る、奮91t文化の創遺 る名古屋文化の発后と編纂 スの棟々を発償するまちづくリ れること

〇目然の中で音楽・美街・濱tiなど 〇各地域の伝筏的な祭や行事、民岳 0名古屋の歴史、伝統、行事などの 〇市民生活の様々な傾域におけるデ 0行政、市民、団体、企業、学界 0小規慎訓場の全区沿置や、音楽・

様々な文化活動頷域において練習・ や伝承などに光をあてて、これらの 生活文化を屁り起こしテークペース ザイン活動を訊彰し．デザイン船市 芸術・芸能界などが自由に意見を交 濱劇練習場など市民の日常的文化活

発表し、交洟できる滞在型の施及を 復活や継承を図る。 を作成し、これを編冨した名古屋事 名古屋の撹邁を図る． 換し、交流する湯をつくる。 動を支援する場の充実を図る。

つくる． （国際芸術村） 〇区などの地域を単位としたイペン 典や四季を彩る催事を紹介した名古 0名古屋圏の＂光芸柘文化資源のデ 〇社会教育センクー、図書館、ホー 〇音渠会．濱劇祭、文化祭など地域

〇江戸峙代初門を代表する書院造り ト・コンクールを開催し、これを全 屋文化歳峙紀などを作成する。また． ークペース的な機能を果たす文化情 ル・劇場Ii.どの文化施はの利用者や における文化活動の支援のために、

である名古屋城本丸御殷を復元する。 市的な規慎で展関する。 名古屋から発祥し、全国各地に波及 帽センクーを整fi1する． 出演者、籟貫者などの意見妻望を 一流の芸術家を地域に派遣したり、

市 〇往JIl美術館や這左文庫の所在する 〇文化地区を指定し容積字の優遇な した名古1l1文化の広がりを再確認し｀ 〇地元の資源を掘り起こし、全国 施設のEIiや運宮に反映させる。 練習会や成果の発表会を開催する。

泡JIIIll一帯を武家文化ゾーンとして ど開発メリブトのある制度をつくり、 これを記且する。 ネットで放送できるような質の高い 〇全国的な文化フォーラム、シンポ 〇美術n、博物館などの文化施設が

整偏する．また、安土慎山峙代から 文化施設の立地を促遥する。 0 「水どころJといわれる名古屋の 呑組の制作や、地域に根ざしたテー ジウムを誘致、関催し多様な人材の ある地域では、文化的雰囲気を濱出

民 江戸峙代の武家文化資産を発揖・収 〇地域に籟しまれた施設や由諸ある 人々と水との関わりを展示する治水 マをはずる出ば物を発行したり、各 交流を一過性のものとしないしくみ する周辺整面を図る。

集し、名古屋武家文化コレクション 建物などの整価、保存を図るとと b 歴史資料館をつくる。 区ごとに地域特性あふれる新1111を発 づくりに努める。 〇文化基金を増Uし市民の文化活動

として充実を図る。 に新たに活用する方策を検討する。 〇伝統や由緒ある達物や場所などを、 行する。また、新しい情報メディア 0名古屋圏に残る伝抗芸能や特色あ の支援、環境整偏の充実を図る。

生 〇伝統芸能を継承し、虞劇など他分 〇公園などの公共空間をバフォーマ 市民や外来者に紹介する案内ほ示板 を活用した情柑発信に取り絹む。 る濱劇を、周辺郎市とと bに共同で 〇地域ごとの伝統的行事や祭りの開

野との交液をめざす文化拠点として ンスの場として利用しやすくするた を設置する。また、このような地域 企画し、移動巡回方式で上濱するよ 催日を特別IiBとして定め、特色あ

能窒を建設する。 めに規利の緩和をめざす． を周辺する文化散策Hを設定し、沿 うな展開を図る。 る行事を閉催しPRを図る。

活 〇後世に残す文化資産としてU口公 〇曙日や峙間によって使用しない公 道の整価やルート地図の作成を行う， 〇芸街・文化や生命、地は、宇宙と 〇子供たちが地域の祭りや伝統行事

園賽柔宜を復元し音柔など樟々な催 共施設や民間施設の地域への開放を いった学術的テーマや自動車、航空 に親しみ、これを継承していく担い

事に活用する。 積極的に進める。 といった技術的テーマなどにより、 手となるような取り経みを行う。

と 0東山公園を中心に稟山丘陵一帯に 0大学に博物館や資91館をつくり、 閲施をネットワーク化し、共同 〇文化事業に関するキューレクーや

スポーツ・レクリエーションなどの 文化資産や研究成果にふれる場をつ で研究．情柑発信、イペントなどが プロデューサーなどの専門家を養成

文化施設を配置し、大規I員な文化・ くる。 行える体刹を讀立する． する学校や学t1の創設に努める。

文 自然公園とする．また、東山動物園 〇郡市内農地や溢め池などを履業体 〇社会数青センクー、図書館、＊一 〇文化事業に携わる電員の育成のた

が世界的な動物研究の拠点となるこ 験や自然と親しむ場として活用する。 ル・濶、スポー・1億設など各種公 め、研修埠歴の開設や、他自治体や

とをめざし、 111究機関などの創設・ 〇這躇や橋を芸街活動の素材として 共文化麺設相互の連格、潤聾を図る 企業、大学などへの派遺研饂を行う．

化 誘致を図る． 提供し、公共空間に芸術を持ち込む。 とともに、民r出巳2も含めネットワ 〇霞員が自ら公演プロデュースを行

〇謳市内大規慎空地である庄内川河 〇道躇や歩這などのaItの際には、 ーク化し、施設利用の和Ill!性を高め ったり．内外の一流プロデューサー

Ill敗を生包系を重視した人と自然の 地域ごとにきめ細かな償退を図る。 るために情111の相互提供や共同企画 と共同で事藁を行い、経験を積む．

ふれあいの場として活用する。 〇サウンドスケープガーデンや香り の催事を展開する。 〇文化事業のテーマに合わせて、関

0 9中学nゃ水該館などを自然保護や のストリートなど人間の五感に訴え 連するセクションが讚動的I員断的に

環境保全．資轟の有効利用など地ぼ る快遍空間を濱出する． 事纂を僅遺していく。

的な規11での環墳をテーマに施設や
事業の充実を図る。

0名古量漫を国際交洟ゾーンと位置 〇留学生や研修生の受け入れ拡大に 0名古屋と世界の交流の庄史を再確 0大規慎な辺設や関発の際には、国 〇田際デザインセンクーに、国際的 〇匹化のIt遺には、外国i吾軟育の

国 づけ、ホテル、コンペンション絶設、 向けて市民、団体のホームステイ活 認し、これを記且し、展示する。 際コンベや海外の薯名な建藁家を登 なデザイン絹譴の本綿を誘致するな 充実、強化が不可欠．

音楽、スポーツなどの多様な文化應 動の活発化や日本ほ研饉センクーを 用するなど、シンポリックで復世に とE際的な攘関や組溢の本部の名古 0外田人に対する日本籍牧育の充実
際 設を集積させる。 咀ヽする。 残る文化空間となる違築物を造る． 屋誘致を1li1する。 も必妻。

〇港の悶辺の倉庫訊を現代美面や現 〇地域ぐるみの国際化僅遍のため、 〇田際的なつンペンション、スポー 0名古置ポストン美術館のような田 〇効果的な軟育方法の研究、尊人の

化 代音稟の練習、発表の場として活用 区•IJ同士や商店iii同士などで交流 ツイペント、芸術コンクールの主催． 際的な連慣のbとに遅宮される文化 検討が必要である。

し若者の文化活動の拠点とする． 事婁や交換留学などを促退する。 誘致を図る。 施設の誘致を図るとともに、これを

と 〇田際協力事業団名古置国際研修セ 0名古昼在住の外国人と市民の生活 〇内外の芸術家の注目を集めるため 活用して郎市r・，のほ広い交流を悽逗

ンクー、国連地域問発センターなど 文化交流のため各田の民族音某や民 まちぐるみの芸術支援活動として、 する。

文 名古屋既存の田際協力活動拠屯の充 族94涅など生活文化にふれあう交流 公共空間や企婁製品を累材として提 0名古鷹の文化資産の海外での展買
実．憮化を図る。 行事を問催する． 供する試みをする。 会の関償や、名古墨の市民や芸術家

化 0名古昼駅、名古巨空港などのシテ の慮外派遺や海外公濱の関催など名

ィゲートや訊しヽにおける外田人向け 古屋文化のは出を通じた文化交流を

の1"柑案内の整Iii、充実を図る． 僅遍する。

〇伝統的なモノづくりの技術や、近 〇手づくり 0ポッ トやアイデア自動 0名古匿が培ってきたエ藁、商稟、 0世界的なレペルで伍れた産藁デザ 〇企婁博物館やショールーム、工場 〇地域の伝荻産婁を継承していくた

産 代産婁ttlliを学刃、体験できる崖設 車コンテストなど市民のbのづくり 農稟などの生活にかかわる知琶や技 インの成累を＂彰する制度や、デザ などをテーマによりネットワーク化 め、伝統枝iiiを受け祖いでいる人を

婁 をつくる． （産纂技祈博物＂） や産稟技術への関心を咀起する催事 術を見たり体験できる町の庶民文化 インコンクールをヽ瓜する． し、産婁＂光ツアーを設ける。 支隕し、育成する。

技 0バーチャル・リアリティ、＊ログ を企稟の協力を渇てr•，催する。 博物＇iや、産菓心踪の発 Ill.展示9よ 0名古置圏の産婁文化資癌のデーク 0名古II!危綱辺の範設nを生きた博
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れた項目はあきらかにピジターズチャームの

向上につながるものだ。さらにいえば、「市民

生活と文化」に列記されたさまざまなアイデ

アも、単に市民の文化的生活に貢献するだけ

ではないものが多い。とりわけ 「名古屋の魅

力を世界的に主張できる個性的文化拠点づく

り」「出合い、参加し、体験し、交流する、都

市文化の創造」の欄に整理されたさまざまな

事業提案には、従来にない来訪者を呼ぶアイ

デアが盛りこまれている。文化施設の内容、

芸術・ 学術等の分野における情報発信力を引

きあげることで、 「文化観光」のメッカヘと変

身をはかることが可能になるのではないか。

・景観整備と「観光策」の整合性を

第二に景観整備事業との関連性を指摘して

おきたい。名古屋には歴史的まちなみも多い。

白壁 ・主税・撞木町など武家屋敷の面影を伝

える町、屋根神の信仰を伝える四間道、土蔵

づくりの町家が迫る有松、岩倉街道沿いの中

小田井など、それぞれの歴史を感じさせてく

れる最観を見ることができる。保存と開発の

調和をはかったまちなみ整備の事業化が望ま

れる。

さらには都じ部での最観整備事業の成果、

たとえば久屋大通公園 ・若宮大通公園に代表

される「都市的な美観」も、今日的な観光資

源としてみなすことができそうだ。ライトア

ップ事業などとからめて、いっそうの PRが

あって良い。

また豊かな緑も重要な観光資源である。東

の丘陵地帯には東山公園 • 平和公園、尾張旭

にかけての森林公園など、休日には家族連れ

でにぎわう行楽の地がひろがっている。また

庄内川・矢田川 ・天白川の河川敷には、大規

模な緑地のネットワークがある。そのほか猪

高緑地、大高緑地、小幡緑地など、市内周辺

部に豊かな「緑」が確保されている。さらに

天満緑道 ・万葉の散歩道・山崎川の桜並木 ・

御用水跡の桜並木 ・蛇池周辺の桜並木などの

「観光策」の拡充と都市イメージ向上

散策路の充実も、他都市に誇るべき点であろ

つ。

「緑のグランドデザイン施策」では、「まと

まりのある緑」「目に映る緑」「つながる緑」

「市民と育てる緑」という四本の柱をたて、

具体的な施策を体系づけている。ただそのな

かに、公園 ・緑地を外訪者をもてなす場所と

みなす視点は明示されていない。果たしてそ

れで充分だろうか。

以上、述べてきたように、歴史的景観 ・都

心の風景・緑の風景等をかたちづくる事業に

おいても、 「観光」との関わりを配慮しつつ推

進してゆく必要があるように思う 。

・ピジターズインダストリーの振興

第三に述べておきたいのは、「観光」を強化

することによる産業振興という側面である。

交流人口の増大をファクターとして考える時、

観光関連産業は21世紀における基幹産業の一

角を担うという予測がある。

産業振興という側面を考應するならば、狭

義の「観光客」ではなく 「ビジター」という

概念を導入することが重要である。住民でも

なく、また通勤 ・通学している昼間人口でも

ない。しばしば名古屋を訪問し、活動をなし

ている人を 「ビジター」と捉えてみるのだ。

いわば「第三の人口」である。

もちろん 「ピジター」のなかには、観光を

主目的とする人と、ピジネスを主目的とする

人がいるわけだ。従来の観光行政 ・観光産業

は、も っばら「観光を主とするビジター」だ

けを対象としていた。そうではなく 「ビジネ

スを目的とするビジター」が抱いている、潜

在的な 「観光需要」を掘り起こすという視点

が必要だと思うのだ。

そのためには関連する諸産業、すなわちピ

ジターズインダストリーの振興がはかられる

べきだ。大都市ならではの文化創造の機会、

にぎわいを体感できる 「場」の創出がさまざ

まに考えられる必要がある。また多彩なアミ
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「観光策」の拡充と都市イメージ向上

図6 自然資産
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ューズメン ト機能の整備、多彩でなおかつ魅

力的な観光ルートの設定なども欠かせない。

会館やホールの充足、 コンベンションビュー

ロー等の誘致機能の充実、さらには通訳など

の人的資源の確保も必要である。あわせてア

フターコンベンションを射程にいれた宿泊産

業の魅力づくりも課題である。その波及効果、

雇用促進の効果は決して小さくない。従来型

の観光対象だけではなく、劇場 ・ホール ・ス

ポーツ関連施設・レジャー施設 ・ショッピン

グの場 ・コ ンベンション施設などを、都市型

観光の対象とみなし、その活用をはかるべき

ではないだろうか。

•総合的な「観光策」の確立に向けて

名古屋の対外的なイメージを向上させるた
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めには、さまざまな手法があるだろう。その

ひとつの選択枝として、文化• 最観 ・勧業策

などと関連づけた戦賂的な 「観光策」を保有

することが、有効かつ最善の道であるという

私見を述べてみた。戦略的な観光のデザイニ

ングを確立したうえで、文化性の高い都市の

新しい魅力、すなわちビジターズチャームを

つくり、そのうえで独自のビジターズインダ

ストリーの振興をはかる。それが結果的に、

「外」 を意識した都市イメージの向上に結実

することはまちがいない。

行政においては「観光」を主題とするグラ

ンドデザインを描き、そのうえで各部局が関

与している「来名者」を想定した諸施策を横

断的にかつ総合的に把捏するセクションを設

置することが望ましい。おそらくはスポーツ

文化施設 ・公園緑地事業 ・商工業の振興 ・コ

ンベンション等、縦に分割された行政の仕事

の諸領域に「観光」 「ビジターズインダストリ

一振興」の要索が含まれている。すべてを調

整する機関が望まれる。

また産業界においては、いわゆるビジター

ズインダストリーの振興に積極的に取り組む

こと、研究機関にあっては名古屋における観

光学的研究の充実をはかることなどが考えら

れて良い。

三者の足並みがそろうことがあってはじめ

て、新時代の「観光」に関する議論が成立す

る。さらには産官学が一体となって、都市の

魅力を総合的に把握し、効率良い広報をすす

めるための機関を創設、連携しながら対外的

なシテイセールスを強化することも検討がな

されるべきだろう。

「観光策」の拡充と都市イメージ向上

45 



QOLから見た政令指定都卿
社会指標比較分析
＿名古屋市の柑対的位置をめぐって一

金城学院大学助教授 西下彰俊

l.はじめに

第二次大戦後の復興期から高度経済成長期

にかけては、 GNPを重視する価値観が社会

全体を覆っていた。しかし、高度経済成長期

の後半から GNPを崇拝する価値意識を反省

する機運が次第に高まり、 1960年代以降、経

済的繁栄や物質的充足よりも精神的充実や人

間的価値を重視し、生活や福祉に中心的な価

値を囲<QOL(Quality of Life＝クオリテ

ィ・オブ ・ライフ）志向が強くなってきた。

換言すれば、 1960年代を境に、クオンテイテ

ィ・オプ ・ライフ(Quantityof Life）、つま

りライフのく菫〉を中心的な価値とする時代

からクオリティ ・オプ ・ライフ(Qualityof 

Life)、つまりライフのく質〉を中心的な価

値とする時代に社会変動を遂げたと言ってよ

い。このような背禁から、 1970年代はまさに

QOL研究の第一次全盛期であったが、依然と

して高度経済成長期までの量的発想の影響が

残っていたため、QOL研究の全面的な開花ま

でには至らなかった。その意味では、バプル

経済が水泡に帰し、低成長が続いている現在

こそ、QOL研究を本格的に進める時期であ

る。本レポー トがそのきっかけのひとつにな

れば幸いである。

本稿の目的は 2つある。一つは、QOLとい

うパースペクテイプから、政令指定都市レベ

ルの 「社会指標」を構築することが可能かど

うか検討することである。二つ目は、名古屋

市の全体的なQOL水準がすべての政令指定

都市の中でどのような位置を占めるのか、さ
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らには名古屋市の個々の社会指標について相

対的に優る部分、劣る部分はどこかを明かに

することである。以上の目的を持って行う本

稿の作業は、く安心して暮らせるまちづくり〉

く人にやさしいまちづくり〉を目指す上で、

そして名古屋市のイメージ向上を図る上で、

必要不可欠な手続きであると言えよう。

2. QOL概念の定義

最近、医療 ・看護 ・リハビリテーション ・

福祉などの分野を中心にQOLという概念が

用いられるようになってきた。比較的多く使

われるのは、末期がん患者のターミナルケア

におけるQOL、慢性疾患患者のQOL、あるい

は高齢者のQOLと言った文脈においてであ

る。頻度としてはやや少ないようであるが、

最近では、生涯学習とQOLといったように、

QOLの適用範囲がさらに広がる傾向にある。

そもそもQOLとは何であろうか。

ここでは、QOLという非常にマクロで魅力

的な概念のアウトラインをつかんでおくこと

にしたい。小島によれば、QOL（生活の質）

とは、快適な人生を楽しむ生存の条件を量の

問題として見るばかりでなく、質の問題とし

西下彰俊（にししたあきとし）

195奔愛知県生まれ

1982年 制東京者姥人総合研究所研究助手

198碑東京都立人学人判荊尊士課程修了
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てとらえるものである。質の高い生活とは、

物の一定罷の確保の上にもたらされる物の質

の良さと、それに伴う心の豊かさや満足度の

バランスと見てよい（＊ 1)。また、日本 リサ

ーチ総合研究所によれば、「健康で、家族の支

えによって勤労に従事し、適度の収入があり、

自然や余暇を楽しみながら安心して生きるこ

とのできる生活」がQOLの高い生活である

(* 2)。

また、丸尾によれば、QOLは経済的、精神

的に偏りのある豊かさではなく、安全

(Safety)、快適 (Amenity)、地域社会生活

(Community)の 3要素のバランスである

(* 3)。永田らは、QOLとは、「身体的に

も、心理的にも、社会的にも、倫理的（実存

的）にも満足できる状態のこと」であり、具

体的には、「よく食べられ、よく眠れ、排せつ

に支障が無く、疼痛が無く、たとえあっても

苦痛にはならず、心理的に安定し、職場や家

庭・学校といった社会環境において十分にそ

の役割を果たすことができ、生きがいをもっ

て充実した日々を送れること」としている（＊

4)。

これまでのQOLに関する定義の代表例を

示したが、定義の仕方にかなりの幅があるこ

とがわかる。「QOL概念は、生活者の意識や状

態から自然的・地理的、そして人間的環境ま

でを包含するものであり、そのすべてを研究

の対象として網羅することは困難である。」と

の指摘にも肯定せざるをえないのが現状であ

る。

このようなQOL研究の現状を踏まえたう

えで、QOL(Quality of Life) という用語の、

lifeの意味の重層性に着目することにより、

「生命の既」「生活の質」「人生（生涯）の質」

の3次元からアプローチすることが可能であ

りかつ必要不可欠であると箪者は考える。例

えば、上田敏は、クオリティ・オプ・ライフ

は、ふつう「生活の質」と訳されているが、

「生命の質」「人生の質」などの訳も使われて

QOLから見た政令都市の社会指標比較分析

いることに言及した上で、上田自身としては

「人生の質」の訳を採用しリハビリテーショ

ンの研究にQOL概念を導入しようとしてい

る。また上田は、「生命」を基底層としてその

上に「生活」が中層をなし、最上層に 「人生」

があるという 3つの階層構造としてQOLを

捉え、その 3層を「生の質」と包括すること

もできるとその可能性を指摘している（＊

5)。QOLを「生命の質」「牛活の質」「人生（生

涯）の質」の3次元から捉えようという筆者

の発想はこの上田のアイデアを下敷にしてい

る。

3. QOLとQOC

QOLは、本米、個人の状態・資質性を表す

概念であるが、本稿では、個人の査質性の集

積として、都市の“QOC"という概念を提案

してみたい。

前述した通り、個人の査質性としてのQOL

を3次元で捉えることは可能である。第 1の

「生命の質」の次元は、個人の生命の安全性

や生命の躍動感にかかわる次元である。第 2

の「生活の質」の次元は、個人の生活の快適

性、利便性にかかわる次元である。そして、

第3の「人生（生涯）の質」の次元は、第 2

の生活の質における快適性、利便性を越えた

次元であり、個人の余暇や社交や文化状況を

示す次元である。さらに、生活の質の水準が

個人のライフコースを通じて継続している状

態を示す次元も含まれる。

以上が、個人の賽質としてのQOLである。

ここでは、都市としての査質の集積を表すも

のとしてQOC(Quality of City＝クオリテ

ィ・オプ・シティ）概念を用いることにする。

そして、QOCを、QOLとパラレルに 3次元、

つまり「生命の質」「生活の質」「人生の質」

で捉えようというのが、筆者の提案である。

第1の「生命の質」については、個人、つ

まり市民・住民の「生命の質」の集積として、

47 



QOLから見た政令都市の社会指標比較分析

都市の「生命の質」を考えることができる。

市民 ・住民の 「生命の質」を確保しうる資質

が都市の側の「生命の質」であるというのが、

ここでの理解である。

第2の「生活の質」についても、市民 ・住

民の「生活の質」の集積として、都市の「生

活の質」を構想することができる。つまり、

市民 ・住民の 「生活の質」を確保しうる資質

が都市の側の 「生活の質」であると解釈する

わけである。

第3の、都市における「人生の質」の次元

には、個人の余暇や社交や文化性を示す次元

と生活の質が個人のライフコースを通じて継

続している状態を示す次元に加えて、「ノーマ

ライゼーション」の理念のもと、身体的 ・知

的障害者、外国人、高齢者、若者、男性、女

性が自由に交流できるという開放性 ・平等性

の次元を都市の性能として付け加えたい。つ

まり、都市における「人生の質」の次元には、

市民 ・住民や来訪者の属性に関わらず、受容

しうる 「やさしさ」の次元を組み込むことが

不可欠であると判断する。

以上は、市民・住民のQOLに直接反映する

都市におけるQOCの客観的指標について述

べたものであるが、社会指標はこの次元だけ

に留まらない。さらに、市民・住民のQOLを

規定する都市としてのQOCを市民 ・住民の

側が実際にどう評価しているのかという 主観

的次元も考應していくことが必要不可欠であ

る。今回は、参照に値するデータが不十分に

しか存在しないこともあって1指標しか組み

込むことができなかったが、今後は、実際に

政令指定都市間で比較調査することも含めて

主観的次元の研究を進めていかなければなら

ないであろう。次の図 1は、これまで述べた

考え方の枠組みを分かりやすく示したもので

ある。本稿では、この枠組みから、都市のQOC

を捉えるのにふさわしいと考えられる指標を

多面的に選択し、各都市のQOCを多次元的

に比較する。
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第一次元「生命の質」の比較分析

本研究において対象とするのは、札幌市、

仙台市、千葉市、 川崎市、横浜市、名古屋市

京都市、大阪市、神戸市、広島市、北九州市、

福岡市の12の政令指定都市およぴ東京都区部

である。

ここでの比較分析にはいくつかの特徴があ

るので、まずその点について述べておく 。第

1に、各指標のデータは、政令指定都市ベー

スのものに限定し、当該都府県データで代用

することは避けている。従って政令指定都市

ベースのデータが存在する指標によってのみ

この社会指標は構成されている。第 2に、各

指標について、政令指定都市の規模や人口構

成などの影響を排除するために、指標に直接

関連する 当該人口あたりの比率で比較してい

る。つまり、例えばショー トステイ ・ベッド

数という指標では、実際にショートステイ ・

サーピスを利用する要件を満たす寝たきり老

人を対象にして、寝たきり老人千人当りの比

率を計算している。単に、高齢者千人当りで

もなく、ましてや人口千人当りでもないとい

うことである（ちなみに、厚生省が毎年発表
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している福祉マップでは、ショートステイ・

サーピスの利用日数指標において、単純に高

齢者 10 0人当りの数値を用いている）。

第3に、表 1から表3が示すように、各指

標について、ネットの数値だけでなく、偏差

値と偏差値の順位を明記している。これは、

それぞれの指標について、各政令指定都市の

実績データが平均値からどれくらいプラスま

たはマイナスの方向に偏りがあるかを調べる

ためである。偏差値の大きさの程度から、各

指標が平均値のまわりに密集しているのか、

散らばっているのかを把握することができる。

なお、指標によっては、若干の政令指定都市

について、データが採れない場合があるが、

その場合には比較の対象から除外している。

さて、「生命の質」次元では、表 1が示すよ

うに平均痔命（男性、女性）、a指標（乳児死

亡率＋新生児死亡率）、がん、虚血性心疾患、

脳血管疾患の死亡者数、医師数、 看護婦数、

寝たきり老人数、痴呆性老人数、救急指定病

院数の11指標を取り上げている。

表 1は、生命の質、つまり心身健康にかか

わる各指標について、名古屋市の数値、偏差

値、順位を中央の欄に、平均値をその右の欄

に示したものである。さらに、右端の欄には、

各指標ごとに、最も偏差値が高かった（従っ

て第 1位の）都市名と数値、偏差値を示して

いる。この表からわかるように、名古屋市が

上位にあるのは、救急指定病院数と a指標の

ふたつのみで、残りの 9指標はすべて平均以

下である。生命の質全体では、偏差値の平均

が50.07で第 7位となっている。 「生命の質」

次元から見た名古屋市のQOL水準は、可も

なく不可もなく平均そのものということが言

えよう。

QOLから見た政令都市の社会指標比較分析

5.第二次元「生活の質」の比較分析

「生活の質」次元では、 「社会福祉」「快適

環境」「住宅」「経済」「労働」「教育」の6つ

のエリアに分け、各エリアについて適切と思

われる指標を設けた。

この「生活の質」次元については、社会全

体の高齢化、社会福祉に対する社会的な関心

が高まっていることを考慮し、まず「社会福

祉」のエリアについて各都市の比較分析を行

う。そして、次に社会環境の快適性に対する

関心の高まりに着目し「快適環境」のエリア

について各都市の比較分析を行う。最後に「住

宅」 「経済」「労働」「教育」の 4カテゴリをま

とめた形で比較分析を行う。結局、 「生活の質」

次元は、社会福祉と快適環境とそれ以外のエ

リアに分けて、比較することになる。

(1)「社会福祉」エリ アについて

まず、「社会福祉」に関しては、表 2が示す

ように、保育所数、保育所運営喪、生活保護

実人員、母子寮定員、精神薄弱者養護施設定

員数、身体障害者養護施設定員数、常勤ホー

ムヘルパー数、ショー トステイ ベッド数、デ

イケアセンター数、特別養護老人ホームベッ

ド数、老人保健施設定員数の11項目を取り上

げた。

名古屋市は、デイケアセンター数が第 2位、

身体障害者養護施設定員数が第 3位と健闘し

ているものの、それ以外の 9指標は平均以下

であり、11指標全体としての平均偏差値は49.

90で第 6位である。 トップは仙台市（偏差値

56. 82)で、以下、千葉市（同56.44)、大阪市

（同52.22)、広島市（同51.95) と続いてい

る。

高齢者福祉サーピスの充実は、 1989（平成

元）年にゴールドプランが、そして1995（平

成 7)年に新ゴールドプランがスタートした

ことからも分かるように、社会福祉の諸領域

の中でも、緊急を要するいわば日本社会全体
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の喫緊の課題である。各政令指定都市におい

ても、老人福祉サーピスの充実は、最重要課

題のはずである。以上の認識から、「社会福祉」

のエリアに、 5つの嵩齢者福祉サービスの指

標を取り込みつつ比較を試みたわけであるが、

残念ながら、名古屋市は第 6位で可もなく不

可もないといったところである。社会福祉の

領域も、「生命の質」次元と同様に、「さえな

い、ばっとしない」「これといった特徴がない」

といった印象を持たざるを得ない。

•(2) 「快適環境」エリアについて

次に「快適環境」については、同じく表 2

が示すように、 DID人口密度、公共空地率

（（道路面積＋公園面積）十市域面積）、非木造

率、住宅老朽化率、道路面積、 土地区画整理

率、都市公園延べ面積、地下街率、公営地下

鉄エスカレータ設府率、公営地下鉄エレベー

タ設置率、交通事故死亡率、少年刑法犯検挙

率、刑法犯検挙率、出火率、ごみ収集最、下

水道普及率の16項目を取り上げた。

名古屋市は、土地区画整理率、地下街率が

ともに第 1位、公共空地率が第2位、非木造

率が第 3位と上位を占める指標が4つあり 、

いずれも偏差値がかなり高くなっている。逆

に、出火率と刑法犯検挙数は最下位もしくは

最下位に近い。

以上の16指標の偏差値の平均値で「快適環

境」を比較してみると、 トップは名古屋市で

53.69、第 2位は川崎市の53.24、第 3位は横

浜市の52.77となっている。以下、札幌市、神

戸市と続いている。名古屋市は快適性のクオ

リティの高い都市、快適環境都市であると言

える。とはいえ、名古屋市は、交通事故死や

犯罪多発、出火など最も身近な生活面での危

険性が決して小さくないので、当面はこれら

をできる限り低減させることにより、「超・快

適環境都市」を目指すべきであろう。
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(3)「住宅等」のエリアについて

次に、生活の質を構成する「社会福祉」「快

適環境」以外のエリア、つまり「住宅」「経済」

「労働」「教育」の 4エリアについて各都市の

現状を見てみよう。

「住宅」は、持ち家率と 1住宅あたりの平

均延べ面積の 2指標を、「経済」は、一人当り

所得、個人預貯金残高、一人あたりの購買額、

消骰者物価地域差指数の 4指標を、「労働」

は、女性パートタイマー数と有効求人倍率の

2指標を、「教育」は、専門学校数、短期大学・

大学数の 2指標をそれぞれ取り上げている。

名古屋市は、 1住宅あたりの平均延べ面積、

女性パートタイマー数、有効求人倍率、専門

学校数の 4指標が第 1位を占め、 一人あたり

の購買額、短期大学・大学数の 2指標が第 3

位となっている。

以上の10指標の偏差値の平均値で政令指定

都市を比較してみると、第 1位は名古屋市で、

偏差値は57.82、以下、京都市（偏差値52.

65)、大阪市（同52.47) と続いている。

最後に、「生活の質」次元全体で、政令指定

都市を比較して見よう 。「朴会福祉」エリアの

11指標、「快適環境」エリアの16指標、「住宅」

「経済」「労働」「教育」のエリアの10指標を

合わせた37指標の偏差値の平均値を比較する

（ただし、川崎市と北九州市の 2市はいくつ

かの指標についてデータが公表されていない

ので、比較の対象から外している）。

「生活の質」次元全体で最も偏差値の平均

が高かったのは、名古屋市で偏差値は53.82、

第2位は仙台市の51.84であった。以下、札幌

市（偏差値50.89)、神戸市（同50.59)と続い

ている。



6.第三次元「人生の質」の比較分析

「人生の質」次元では、 「交流 ・社交」「文

化環境」「人生の意味」の3つのエリ アに分

け、各エリアについて妥当と思われる指標を

設けた。

まず、表3が示すように、「交流・社交」で

は、昼間人口指数、女性役員比率、女性参加

率、登録外国人数、交際喪、余暇時間の 6つ

の指標を、 「文化環境」は、図書館数、司書

数、博物館数、学芸員数、公民館数、映画館

数の 6指標を、 「人生の意味」では、未成年男

性自殺率、未成年女性自殺率、成年男性自殺

率、成年女性自殺率、高齢者男性自殺率、高

齢者女性自殺率の 6指標をそれぞれ取り上げ

た。なお、ライフ コースの途上において、病

苦からあるいは様々な社会理由から自らの命

を絶つという行為は、まさに、人生の質とし

てのQOLを維持できなかったことを意味す

るものと箪者は解釈し、 「人生の意味」エリア

において、各ライフステージ別、性別の自殺

率を取り上げた。

名古屋市は、女性役員比率、女性参加率（審

議会等）、成年男性自殺率がそれぞれ第 2位を

占め、昼間人口指数、学芸員数がそれぞれ第

3位を占めるものの、 トップを占める指標が

皆無となっているのが気にかかるところであ

る。

最後に、第三領域の 「人生の質」次元を構

成する 「交流 ・社交」「文化環境」「人生の意

味」の4エリア、合計18指標の偏差値の平均

値で各政令指定都市を比較してみたい。第 1

位は、東京都区部で偏差値は57.10、第 2位は

京都市で52.06、第3位が名古屋市で偏差値は

51.41であった。以下、広島市(50.76)、仙台

市 (50.69) と続いている。

QOLから見た政令都市の社会指標比較分析

7. QOLの総合順位

4.から 6.で述べてきた「生命の質」(11

指標）、 「生活の烈」(36指標）、 「人生の質」(18

指標）という 3次元を総合し、全体としての

QOLを比較してみるとどうなるであろうか。

QOL総合 (65指標）の平均偏差値の順位を

見ると、トップは、名古屋市で偏差値は52.49

である。第 2位は仙台市の52.01、第 3位は札

幌市の51.72で、以下、東京都区部 (51.37)、

広島市(50.33)、福岡市(50.32)、千葉市(50.

07)、神戸市 (49.46)、大阪市 (49.22)、京都

市 (49.19)、横浜市 (48.73)、川崎市 (47.80)

と続く。名古屋市の場合、 9生命の質」が第 7

位と低迷しているものの、 「生活の阿」では

堂々第 1位を占め、 2位以下を大きく引き離

しており、さらに 「人生の質」では第 3位と

上位に食い込んでいる。生活の烈は、すでに

述べたように、社会福祉、快適環境をはじめ

としていくつかのエリアから構成されており、

個々のエリアでは問題が決してないわけでは

ないが、トータルなQOLレベルとしては、理

想的であろう。特に、東京都区部より総合的

なQOL水準が高かったことは、特筆に値す

る。今後は、総合第 2位の仙台市や第 3位の

札幌市のQOL水準にも着目すべきであり、

とりわけ、両市の「生命の質」次元の水準の

高さは見習うべきである。また、東京都区部

の人生の質の高さには見習べきと ころがある。

8．主観的次元の重要性

図1に示した通り、個人のQOLにとって

も、都市のQOCにとっても、主観的次元を分

析の枠組みに組み入れなければ、ものごとの

半分しか見ていないことになる。この図が示

すように、主観的次元は 2つの視点が不可欠

である。第一の視点は、都市に生活する市民・

住民が自分自身のQOLレベルをどのように

キ．観的に終識しているのかを調べる視点であ
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る。具体的には、市民・住民に自身の生命・

生活・人生についての満足感、幸福感を問う

ことになる。第二の視点は、総体としての都

市のQOCレベルを当該市民・住民がどのよ

うに主観的に認識しているのかを調べる視点

である。具体的には、市民・住民に当該都市

に対する満足感、愛着、誇り、安心感等を尋

ねることになる。

今回の研究では、後者の視点に関わるデー

タのみ組み入れることができたが、表 4が示

すように、データの得られない都市がいくつ

かあり、不十分であるといわざるを得ない。

このデータは、 1987年に大都市企画主管者会

議が実施したものであり（『大都市とアイデン

テイティ』）、各都市とも有識者200人、一般住

民200人をサンプルとしている。ただし有識者

の回答が過度に反映されている点に問題があ

る（一般市民のデータのみを取り出すことが

不可能であった）。表 4は当該都市に対して誇

りを持っているかどうか、愛着を持っている

かどうか、喜びがあるかどうかをそれぞれ質

問し、「はい」と回答した比率を示している。

都市の主観的評価のトップは札幌市で偏差

値は64.27、第 2位は神戸市で偏差値は62.97

であった。以下、京都市、福岡市、川崎市と

続いており、名古屋市は第 9位で、偏差値は

43.20とさんざんな結果である。客観的次元に

おけるQOLのハイレベルとは裏腹に、主観

的次元におけるつまり市民意識のQOLは惨

めな結果に終っている。先に述べた通り、デ

ータそのものに問題があるものの、経験的に

は、名古屋市民のローカル・アイデンティテ

ィはやはり低いのではないかと推測される。

今後速やかに、都市評価に関する全政令指定

都市のアンケート調査を実施すべきであり、

今回参照したデータと同様の結果が示された

ならば、直ちにアイデンテイティを回復する

ための戦略を積極的に打ち出していかなけれ

ばならない。さらに、都市に生活する市民・

住民が自分自身のQOLレベルをどのように
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主観的に認識しているのかを調べるデータは、

皆無であったために今回は社会指標に組み込

むことができなかったが、今後都市の比較研

究を進めていくためには、共通のフォーマッ

トによるアンケート調査を実施することが喫

緊の課題である。

〈注〉

(1)小島蓉子「障害者が求めるもの」鉄道弘済

会編『社会福祉研究』第43号、 1988年、 35-

36頁

(2)同上書、 36頁

(3)丸尾直美『H本型福祉社会』日本放送協会、

1984年

(4)永田勝田郎はか「QOLとその臨床評価にお

ける意義と実施法」『臨床医薬』 5巻 2号、

1989年

(5)上田敏「人生の質(Qualityof Life, QOL) 

を求めて」鉄道弘済会編 『社会福祉研究』

第35号、 1984年、 15頁

〈付記〉

本稿には12政令指定都市（および東京都区

部）の65指標にわたる詳細なデータを掲載す

ることができなかった。以下の文献をご参照

いただければ幸いである。

西下彰俊「QOL志向型都市の社会指標」財

団法人名古屋都市センター編『名古屋のイメ

ージ向上に関する調査研究』第 2分冊、 1995

年、 1頁ー21頁
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表l 「生命の質」次元の社会指標

指 標

平均寿命 男性 （歳）

1 
③ 

F葉市
77. 00 

平均寿命 女性

心，
アルファ指標

がんによる死亡者
（人口

身戸

こ看護婦（人口
康厄百
（老人

亨

万
偏差値 平均
順位
全君

名古屋市①
平均値②
第 1位③

上段：実数 中段：偏差値
上段：平均実数
上段：都市名 中段：実数

下段：順位

下段：偏差値

（注）各指標の右下の略号は、データの出所を示している。
（大） ．．r大都市比較統計』 (1 9 9 2年版）
（老） ．． r老人福祉事業調査表J (1 9 9 4年4月
（都） •． r都市データパックJ (1 9 9 4年）
（日） ．． r日本アルマナック」 (I 9 9 3年）

なお、略号のないものは、本文のなかで明らかにしている。

表4 都市評価

指

への誇り
（「はい」の比率）

標

88. I 
（「はい」の比率）

喜
（「はい」の比率）

偏差値平均
順位

70. 9 

名古屋市① 上段：実数 中段；偏差値下段：順位
平均値② 上段：平均実数
第 1位③ 上段 ：都市名中段：実数下段：偏差値

（注）各指標の右下の略号は、データの出所を示している。
（大） ・・ 「大都市比較統計J (I 9 9 2年版）
（老） •． r老人福祉事業調査表』 (I 9 9 4年4月）
（都） ・・ 『都市データパック」 (I 9 9 4年）
（日） ．． r日本アルマナック」 (I 9 9 3年）

なお、略号のないものは、本文のなかで明らかにしている。
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表2 「生活の質」次元の社会指標

指

保育所数
（人口 I0万人当り）

日育所運営費

社：ロ

会 1精神薄弱者養護
（当該人口 1万人当り）

身体障害者養護施設定員数
該人口 1万人当り）

ホームヘルバー
齢者人口IO万人

ートステイベッ
たきり老人千人

アセンター数
当該人口10万人当

別養護老人ホーム
寝たきり老人千人

人保健施設定員数
寝たきり老人千人

偏差値 平均
順位
全 至

標

（所 一
市
。
都
団

位
り

ー

名古屋市① 上段：実数中段：偏差値下段：順位
平均値② 上段：平均実数
第 1位③ 上段：都市名 中段 ：実数下段：偏差値

（注）各指標の右下の略号は、データの出所を示している。
（大） ．．r大都市比較統計J (I 9 9 2年版）
（老） • ． r老人福祉事業調査表』 (I 9 9 4年4月）
（都） •． r都市データパック 」 (I 9 9 4年）
（日） ・・ 「日本アルマナック』 (I 9 9 3年）

なお、略号のないものは、本文のなかで明らかにしている。

指 標 名古の屋市 平R均値 第 1R位) 
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QOLから見た政令都市の社会指標比較分析

表3 「人生の質」次元の社会指標

指

5
 
会議澤

標

率
指

比

率

ロ

員

加

人

役

参

四

』

廷
交

流

図書館総
（人口10万人当り）

文1司書数
（人口10万人当り）

薮
化1（人口10万人当り）

干去貝数
（人口IO万人当り）

環I
公民館数
（人口IO万人当り）

境1映画館数
（人口IO万人当り）

男性自殺率
(20歳未満男性10万人当り）

女性自殺率
(20歳未満女性IO万人当り）

生I成年男性自殺率
(60歳未満男性IO万人当り）

女性自殺率
(60歳未満女性IO万人当り）

意I
高齢者男性自殺率
(60歳以上男性IO万人当り）

味1高齢者女性自殺率
(60歳以上女性IO万人当り）

偏差値平均
順位
今昔

人

の

名古屋市① 上段：実数 中段：偏差値下段：順位

平均値② 上段：平均実数
第 1位③ 上段：都市名中段：実数下段：偏差値

（注）各指標の右下の略号は、データの出所を示している。
（大） ・・ 「大都市比較統計J (I 9 9 2年版）
（老） ・・ 『老人福祉事業調査表J (I 9 9 4年4月）
（都） ・・ 「都市データパック」 (I 9 9 4年）
（日） ・・ 『日本アルマナック」 (I 9 9 3年）

なお、略号のないものは、本文のなかで明らかにしている。
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名古屋の都市イメージ形成史

株都市研究所スペーシア 井沢知旦

l.なぜ、外からの都市イメージが重

要なのか

国には国のイメージがある。都市には都市

のイメージがある。街には街のイメージがあ

る。札幌と言えば「雪のまち」、仙台と言えば

「杜の都」、横浜・神戸は「港町」、京都は「千

年の古都」、大阪は「食い倒れ」と「お笑い」

など、象徴的で魅力のある自然・景観・歴史・

文化の冠がついている。 しかし、名古屋市は

三大都市圏のひとつである名古屋圏の中核都

市でありながら、今なお明確な都市イメージ

を持ち合わせていない。

(1) 外からの都市イメージの重要性

都市のイメージには内からのイメージと外

からのイメージの両面があるが、ここでは外

からの都市イメージを取り上げる。それは次

の理由による。

第一に、都市の豊かさを計る総合的な指標

はその都市の居住人口の多荘であったり、通

勤・通学で流入する人口の多寡を取り上げる

ことが多かった。都市の総合計画もそれらの

人口を基礎にしている。 しかし、明治以降増

加の一途をたどってきた日本の人口も2010年

前後を境にして減少に転じるとの予測が出さ

れ、それに伴い労働力人口もそれより早 く滅

少することになる。そのために、従来の居住

人口や通勤・通学人口の増加だけでなく、買

い物や観光 ・レ ジャーなどで来訪する交流人

日の増加によって、これからの都市の活力を

維持•発展させていくことが課題となる 。 し

56 

かし、それは日本のどの都市も同条件である

ことから、都市間競争の時代になる。都市間

競争が激化すればするほど、都市の持つイメ

ージが吸引力を左右することになる。

第二に、その都市の居住者にと っても外か

らの都市イメージは重要である。確かに居住

者にとっては住み、働く、憩うといった日常

的な生活機能が充実していれば、外からの都

市イメージがどうであれ、問題はない。しか

し、外からの都市イメージが良いほど、自身

の住む都市に関心と衿侍を持つようになり、

更によい都市を作っていこうとする推進力に

なる。外からのイメージは地域の物差しでは

なく、いわば日本の物差し、世界の物差しで

評価されることを意味する。また、都市のイ

メージに惹かれて外から来訪する場所は居住

者にとっても魅力ある場所になっていくこと

が都市イメージの間接的効果としてある。来

訪者は非日常時間や空間を楽しむために来訪

するが、居住者にとっても非日常時間や空間

は、自由時間が増加すればするほど重要性を

増す。都市の居住者だけの需要を想定した時

空間よりも、来訪需要を加味したそれのほう

が、双方にと って魅力ある時空間となるから

である。

井沢知旦（いざわ ともかず）

1952年大阪府生まれ

197碑名古屋工業大学建築学科卒業

I 97眸名古屋工業大学大学院工学研究科

修士課程修了

I 97咋 牡迎雌『利題研究所入所

199咋 誅淵悧対ヤ母所スペーシア設立



(2) 都市イメージ形成の戦略の必要性

都市は多面的な顔を持ち、一つの都市イメ

ージに収敏させることは時間がかかる。都市

イメージを形成することは、イメージ以外の

持っている都市の顔を捨象することにもなる。

えてして部分を切り取り、それを拡大強調し

たイメージが形成されることが多い。すなわ

ち、ある意味ではイメージは都市の抽象の極

致であるとともに、ある意味では虚像である

ともいえる。そして都市イメージが定着する

のに時間がかかるのと同時に、一旦貼られた

イメ ージのレッテルを剥がすのも時間がかか

る。イメージ定着以降すべてがステレオタイ

プ（紋切り型）で見られることになる。

よって、今同、都市イメージの向卜をめざ

すためには、このようなイメージ形成の特性

を踏まえた戦略を持つ必要がある。

？．外からの都市イメージを考える

いくつかの視点

(1) 都市イメージ形成の媒介

外からの都市のイメージは何を媒介に形成

されるのであろうか。この回答のしっかりと

した資料はないが、（財）関西産業活性化セン

ターの調査＊1によれば、第 1位が「テレピ」の

70％であり、第 2位は 「新聞」の40％強、第

3位は 「雑誌」の30％弱と続く 。このように

都市情報はマスメディアによ って提供され、

都市イメージが形成されていく 。とすると、

マスメディアはどのような視点でニュースと

して、記事として都市を取り上げるのであろ

うか。いずれにせよ音映像であるだけに、視

聴者へのインパクトは大きい。

(2) 内外のイメージギャ ップ

内外の都市イメージのギャ ップが大きい都

市と小さい都市とがある。ここに東京・大阪・

名古屋の居住者（主婦と夫）の、自身の居住

地（マチ）のイメージと他都市のイメージを

比較した調査＊2がある。これによれば、東京の

名古屋の都市イメージ形成史

マチのイメージは三都市ともおおむね一致し

ている。つまり内外のイメージが一致してい

ることになる。大阪のマチのイメージも一部

（大阪人が思うほど他都市の人々は庶民的、

人情的とは思っていない）を除いてほぼ一致

している。 しかし、名古屋のマチのイメージ

は他の二都市とは逆に内外のイメージは一部

（お城、地味、歴史）を除いて一致していな

い。これは名古屋からの情報が発信されず、

あるいはうまく受信されず、断片情報でイメ

ージ形成されていることに他ならない。調査

方法は異なるが、政令指定都市10都市の都市

イメージアンケートを実施した結果＊3を見る

と、京都市と横浜市以外の 8都市では基本的

にイメージは一致していない。名古屋市では

特に 「暮らしやすい街」 「働きやすい街」の評

価のギャ ップが大きい。

(3) 実体とイメージのギャ ップ

実体（定量評価）とイメージ評価のギャッ

プの違いもテーマとなる。（財）関西産業活性

化センターの調査＊ 1によれば、7大都市圏の

なかで、札幌都市圏と東京都市圏は実体より

もイメージの評価が高いのに対し、名古屋都

市圏と広島都市圏は実体よりもイメージの方

が悪い。北部九州都市圏と仙台都市圏の実体

とイメージはバランスがとれてお り、京阪神

都市圏は総合・好感度評価のギャップが大き

い。 「女性にやさしい都市番付（県庁所在都

市） ＊4」で実力（定量評価）と人気（イメージ

アンケート調査）のギャ ップを見ると、名古

屋市は実力では16位で上位にあるが人気は49

位と最下位である。それに対し、横浜市と福

岡市は人気は上位に位置するものの、実力は

44、45位であり、名古屋市と逆の意味でギャ

ップが大きい。 このようにみると、 実体より

もイメージを通してその都市が評価されるこ

とがわかる。
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名古屋の都市イメージ形成史

3.大都市のイメージ形成比較

そこで外からの都市イメージが都市別にど

のように形成されていったかについて検討を

行った。

大宅壮一文庫に所蔵されている、明治時代

から現在までの雑誌（月刊誌・週刊誌等）に

掲載された記事タイトルを雑誌記事索引総目

録から取り上げ、年代別に整理しながら、タ

イトル内容分析を試みた。なお、名古屋市に

ついてはタイトルだけでなく、記事そのもの

も収集した。比較調査した都市は札幌、仙台、

川崎、横浜、名古屋、神戸、広島、福岡の 8

政令指定都市であり、東京と大阪、京都は記

事件数が膨大であるため＊5、北九州市・千葉市

は作業を簡便にするため、除外した（なお、

件数のみは1988年まで比較している）。

時代によって発刊される雑誌数は変化する

が、ここでは把握していない。どの都市も比

較するにおいては、掲載される機会が均等に

あると判断したためである。

(1) 11大都市比較（都市別記事件数比較）

東京・大阪・京都を含めた11都市の記事件

数を比較すると、 1900年代から1980年代まで

の合計では圧倒的に東京が多く、5,374件に達

する。次いで大阪の876件、京都の580件と続

11大都市別記事件数比較
年代 東京 大阪 只都 札幌 仙台 川崎 横浜 名古屋 神戸 広島 福岡

1900 27 7 12 I I 

゜
4 I 3 

゜゜1910 68 21 10 

゜゚ ゜
5 10 I 

゜゜1920 118 30 11 

゜゚ ゜
2 

゜
I 

゜゜1930 140 51 12 2 2 3 4 4 3 

゜
1 

1940 44 19 4 2 2 

゜
6 2 3 1 

゜1950 504 142 59 ， 5 6 27 13 21 II 10 
1960 529 123 73 8 6 2 23 14 20 l 5 

1970 1,919 273 314 44 16 25 113 38 100 10 55 

1980 2,025 210 85 91 55 35 191 93 126 17 42 

合計 5,374 876 580 157 87 71 375 175 278 40 113 

1980 288 24 28 13 I 4 15 10 14 6 6 

1981 145 20 II 3 4 

゜
， ， 14 2 3 

1982 137 20 14 10 4 2 12 7 8 

゜゜1983 139 19 5 4 

゜
I 13 5 8 

゜゜1984 119 13 5 7 

゜
I 12 7 10 

゜
2 

1985 305 41 II 15 2 

゜
19 8 15 

゜
7 

1986 298 22 11 14 4 5 26 8 
， 4 3 

1987 511 48 11 30 5 41 30 29 2 6 

1988 83 3 14 10 17 44 ， 19 3 15 
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く。今回分析対象とした8都市の中では横浜

がもっとも多く 375件であり、次いで神戸の

278件、名古屋の175件と続く。

東京・大阪・京都は江戸時代から三都と呼

ばれ、他都市とは別格扱いされてきた。東京＝

首都、大阪＝台所、京都＝朝廷という役割分

担の中で、今日においては、東京が世界の大

都市に組み込まれ、大阪は日本の二眼レフの

一眼として役割を担おうとしており、京都は

日本の歳時記に関わる行事が行われて海外か

らの賓客の来訪も多いため、依然として記事

件数が多くなっている。横浜や神戸は大都市

東京や大阪のベッドタウン的性格を持ちつつ、

「港」とい う資源を生かしながら、独自の都

市戦略を展開している（これについては後

述）。唯一、名古屋が独立した都市として上位

にでてきている。

(2) 華麗なる変身の横浜・神戸

両都市のイメージはいずれも港から出発し、

港に終始している。「港」という最大の資源を

活かし切っている。戦前から昭和30年代まで

「港＝悪の巣窟」という危険なイメ ージが形

成されると同時に、世界への窓口として「港＝

異国情緒あふれるスポット 」が同居してきた。

前者のイメージを消しながら、後者のイメー

ジを膨らませる手法がとられた。

仙台

川崎

B大都市記事件数と内容の構成比

図事件、繹市生活藍イベント

■シティカク 0グ□風俗、気賃、女匠●そのIll



横浜は馬車道やイセザキモールなどの商店

街等の都心を重点的に再生を図り、点 ・線 ・

面へと拡大していく手法である。その総仕上

げは MM21であり、横浜ベイプリッジであ

る。

神戸はいきなり沖合に大規模な人工島を整

備し、海上文化都市のシンポルを整備し、内

陸では観光スポットを集積させながら、さら

に食まで取り込んで、都市をマーケティング

し、独自の都市経営手法でイメージアップを

図っていった。

両者は同じ港町の都市比較として取り上げ

られることが多い。情報発信によるイメージ

形成はその都市を利用する需要量に比例する。

横浜は首都圏の、神戸は関西圏の需要量が背

景にある。

(3) 独自展開する札幌•福岡

札幌も福岡も横浜・神戸のような大きな背

後圏を有せず、むしろ独自の圏域を持ちなが

ら、その地理的条件を最大限生かした施策の

展開によるイメージ形成がなされている。

札幌は一般日本人の非日常部分がイメージ

形成に寄与している。雪まつり、スキー、涼

しい夏、広大な平野といった観光の目玉、札

幌単身赴任層の札チョン族、独自の食文化が

それらである。そして、北方圏交流といった

独自の国際化路線を展開している。

福岡も日本の南にある拠点都市として、地

下鉄を持ち、球団を持ち、自己完結的な機能

をワンセット有しながら、独自の屋台文化、

祭り文化、アジアに視点を置いた国際交流を

展開している。大きな地元査本はないため、

外からうまく資本を導入している例であろう 。

(4) 外から名古屋イメージは不変

基本的に名古屋の都市イメージは不変であ

る。「偉大なる田舎」「金鯰」「ケチとお値打ち」

「実利と合理」「排他主義と自己完結性」とい

った形容詞は戦前から変わりなく使われてい

名古屋の都市イメージ形成史

た。もちろん伝統的な食文化（味噌、きしめ

ん、にわとり………）も変わらない。

唯一変化したのは、明治から戦後の高度経

済成長以前までは「名古屋美人」＊6といわれた

が、都市の工業化とともに「三大不美人の産

地」へと変身したことである。しかし、今日

では「三大不美人の産地」とも言われなくな

ってきている。今日の若者は 「名古屋美人」

も知らなければ、「三大不美人の産地」も知ら

ない。

戦災復興事業は理想都市（名古屋）の象徴

だった。マスコミがこぞって名古屋を取り上

げたのは、そこに理想都市のイメージを描い

たからに他ならない＊7。しかし、都市という舞

台が完成に近づいても、そこで演ずるテーマ

が見いだせなかった。昭和35年に当時の小林

市長が「東海製鉄十バスターミナル＋日本の

ディズニーランド」を東洋一のプロジェクト

として遂行しようとしたが＊8、大都市の持つ

機能ー中枢管理機能、生産機能、商業機能、

娯楽、交通ターミナル機能のうち、結局、娯

楽機能は実現できなかった。昭和50年代は、

神戸や横浜がイメージ転換に成功した反面、

名古屋はそれを模索したものの、これといっ

たテーマが見つかっていない。むしろタモリ

の名古屋イビリやオリンピック誘致失敗等が

重なり、昭和50年代後半の名古屋バッシング

の恰好の材料となった＊9。そして、ようやく

「デザイン博」の開催に新たな道を見いだし、

成功裏にイベントが終わることによって、名

古屋の都市イメージに変化をもたらした＊10。

4．都市イメージの向上へ

(1) なぜ名古屋のイメージが悪いのか

名古屋の街は名古屋城の築城 (1610) と清

洲’l越しにより形成され、江戸時代は江戸 ・大

坂 ・京都の三都に次ぐ都市として、また御三

家の筆頭として存在は大きかった。明治に入

り、近代工業化はスロースタートであったが、
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繊維 ・木材から車両・自動車 ・兵器へと着実

に工業化を進め、大正から昭和初期にかけて

ー大工業地帯を形成した。＊11

しかし、第二次大戦で市の中心部から南部

の工業地帯にかけて被災し、また伊勢湾台風

で市南部が罹災するなど、歴史や文化の蓄積

がある名古屋も、その姿形は一度消去された。

そこで、戦災復興事業によって街は再編成さ

れ、‘‘理想郷＂づくりが進められていく。名古

屋市は高度経済成長の波に乗って三大都市圏

の一つの中核的都市として無視し得ない存在

感を外にPRすることになる。また、愛知県

は工業出荷額で日本のトップを維持し、その

中核的都市であることから、名古屋市南部地

区の工業集積とも相まって、工業都市的イメ

ージは依然存在する。

①二重のイメージギャップ／大都会と大田

舎・ハレとケ

名古屋の取り上げられ方は、「東西の大都市

の狭間で影が薄く埋没しがちな都市」であり、

「偉大なる田舎町」である。この言葉の裏に

は名古屋は都会と田舎が共存した無視し得な

い大都市であることを意味している。「金鰭」

と「味噌」、「冠婚」と 「悼薔」、 「モンロー主

義」と「非プライパシー」など、地方都市な

らどこでもある田舎的テーマが二百万大都市

の持つべき都会性とのギャップが大きいゆえ

に、おもしろおかしく描かれる。五十万都市

なら無視されるか、もっと暖かく扱われるに

違いない。

しかもこれら田舎的テーマのハレとケのギ

ャップも大きい。市民のシンポルとして名古

屋城の金鰭が燦然と輝く派手さと日常の食文

化に味噌文化が入り込む地味さの対比、日常

では堅実でケチでお値打ちを求める市民も、

冠婚葬祭というハレの場では金をかける対比。

都会性と田舎性、田舎性のハレとケの二重

の意味でのギャップの大きさが、ダサい大都

市＝偉大なる田舎となるのである。
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②生産と消贄

福岡・札幌は九州 ・北海道の中枢拠点都市

であると同時に支店経済都市でもある。神

戸 ・横浜は二大都市圏内都市であり、背後に

膨大な消喪人口を抱える。これらいずれも消

費にスポットを当てたマスメディアの取り上

げられ方がなされている。名古屋はどちらか

というと今日でも工業的色彩の強い都市のイ

メージであり、派手な消囲がイメージされる

都市ではない。生産そのものは技術関係者な

らいざしらず、一般の人々にとってニュース

バリューが小さい。さらに、消骰によって支

えられる文化も名古屋では昔は茶華道や小

唄•おどり、戦後は様々な稽古事、さらにパ

チンコなど、どちらかといえば内輪的な「個

室文化」である。このように、名古屋は依然

として「工業＝生産的都市」のイメージで捉

えられ、それを打破する消喪＝文化がイメー

ジされない。名古屋の 「ものを作って貯め込

むばかり」のイメージこそ、世界から見た日

本であり、日本バッシングの元凶である。

③ 「つくる」と「なる」

“理想郷”と称えられた戦災復興も、「生産」

からの脱皮を図る 「デザイン」も、東京の美

意識とはかけ離れたものであるとの指摘があ

る＊ 12。つまり、もともと名古屋はデザイン都

市であり、一つは都市をデザインし、もう一

つは機械をデザインしてきた。名古屋の美意

識は「つくる」ことにある。しかし、江戸東

京的な美意識は「なる」におかれ、この視点

から見れば、「つくる」は人工的で、野暮なイ

メージとなるようである。まして「つくりす

ぎ」になれば、一層イメージは悪くなる。金

鰊や仏堺、徹底した戦災復興事業は「つくり

すぎ」＜過剰装飾＞として映るらしい。「つく

る」の対極にある東京の美意識「なる」も悪

い方向に行けば「なりゆき」にまかせること

になるが、「野暮」に対比される「いき」の精

神構造によって対処することになる。「『いき』



の精神主義的な遊ぴ心も、生産的で常識的な

『つくる』人を“野暮”として排斥した」＊ 12

とする東京の評価基準で名古屋を見ることに

なる。

いずれにせよ、「つくる」ことは大消喪地東

京から見れば野暮であり、また前述したよう

に「つくる」よりも「消費」が注目されるの

である。

(2) いかに名古屋の都市イメージを向上させ

るのか

百年 ・ニ百年という長期のスパンで培われ

た名古屋人気質、それを反映した都市イメー

ジをー朝ータで変えていくことは難しい。ダ

サさ・野暮さ加減も束京の尺度であり、物差

しが変われば評価も変わる。東京から見れば

異端でも世界から見れば本流かもしれない。

が、今のままで良いというわけでもない。

①生産都市から消贄都市へ

「消喪」は強力な情報発信力を持つ。消費

こそ文化を育てる。i肖賓こそ美人を育てる。

ここでいう「消費」は「金の消野」だけでは

ない。「時間の消費」「知恵の消費」を含めて

考えている。いずれも貯め込むだけでは嫌わ

れる。気前良くお金と時間と知恵を吐き出さ

せる使い方を追求すべきであろう 。ただ、 「結

婚」のように個人や身内だけで使い合うのは、

「消費」だけに注目はされるが、田舎的であ

って都会的ではない。金と時間と知恵を消費

する「都市のハレの場づくり」と「物語づく

り」が求められている。それらの新しい使い

方は都市のイメージアップに多大に貢献する

ことになろう。

では具体的に「都市のハレの場づくり」と

は何か。名古屋圏で裾野の広がりを持ち、名

古屋市でその項点を演出するテーマが必要で

あり、かつ他都市の追随を許さないものがふ

さわしい。さらに海外から注目されるものが

望まれる。おそらくそれは、第一に四百年の

歴史を演出すること、第二に名古屋文化 ・消

名古屋の都市イメージ形成史

曹を演出することである。

②都市のオープン化

内に秘めたるパワーは、今日の高度情報化

社会においては、不気味に映る。情報交流は

ギプ＆テイクであり、ギプのないところでは

テイクもなく、たこ壺化する。今日求められ

るのは、いかに都市を見せるかである。観光

都市はそれを強調している。

例えば、「つくる」だけでは野暮だが、「つ

くる」に「みせる」を加えると、「ニューファ

クトリー」あるいは 「ファクトリーテーマパ

ーク」となり、流行の先端を行く。

ふつう観光は 「非日常」を「みせる」もの

である。しかし、今日では「日常」を「みせ

る」ことによって観光化する事例も出ている

（もちろんそれは主ではなく、準なのだが）。

都市をオープン化すると、新しい文化が入

り込む。すると既存の文化との摩擦を生じる。

しかし、摩擦こそ都市の発展力となり、創造

力となる。マスコミにとって、この摩擦こそ

情報発信源なのであり、新しい都市イメージ

を形成する要因となる。そんな摩擦を受け入

れられる度址が名古屋に求められる。

③ストーリーのある街づくり

知人が来名した折りに、名古屋市内のどこ

に案内するのかは今も昔も変わらぬ悩みのよ

うである。女子大生にアンケートをとる

と＊ 13、東部の東山公園、南部の名古屋港、中

心の都心、北部の名古屋城の順になる。東山

公園は、動植物園あり、遊園地あり、スカイ

タワーありで、 「一粒で三度おいしい」お値打

ちの遊ぴ場との評価である。こうみると西部

の拠点がない。市内に限定すれば庄内川の利

用が望まれる。

さて、課題はこれらの集客拠点をいかに結

んでいくかである。ここにストーリーが求め

られるのである。ストーリーが何百と描ける

だけのストックを蓄積していく街づくりを展
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開していかねばならない。何の脈絡もなく都

市を見せるよりも、ストーリーとして都市を

見せたほうが遥かに印象に残る。印象が良け

れば良いほどその都市のイメージは良くなっ

ていくであろう。

5.おわりに

以上見てきたように、雑誌等による名古屋

のイメージは、根本的には変化していない。

それは、情報を取り上げるマスメディアが主

として東京にあり、いつも同じ切り口でしか

名古屋を扱わない。他方、名古屋もイメージ

向上のための積極的手だてを敢えて講じてい

ない。この組み合わせが今日の名古屋イメー

ジを形成しているのである。

この閉塞状態においてとるべき道は、一つ

に東京（マスメディア）の評価基準に合う情

報を発信することである。もう一つは東京（マ

スメディア）に迎合するのではなく、多様な

メディアを使って国内外へ直接に情報発信す

ることである。

前者の道は、よほどのことがない限り、東

京の紋切り型評価を替え得ないのではないか。

後者の道は、例えばインターネットの活用

（マスメディアではない）、市民レベルの国際

交流の促進、観光産業の育成、 NPOのネット

ワークなど、多様なメディアを活用していく

ことである。その結果、グローバルな評価甚

準により評価され（つまり単ーな評価基準で

はなく）、それを東京がキャッチして名古屋の

評価を見直す道である。時間はかかるがこの

閉塞を打破する効果的な道ではないかと思わ

れる。

イメージ形成の構造と戦略組立

増幅された情報の

発信

内外の多様なメデイア

による情報の発信

地域評価 地域実態

等験体
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石見利勝・田中美子「地域イメージとまちづくり」p5技法堂出版1992.12を骨格に名古屋バージョンを作成
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イメージア ップ都市比較年表

札幌 横浜 神戸 福岡 名古屋

駐前 I 開拓？イメージ薄い
31 インテレと 7・チ7• いの街

ミナトとハマ

02 横浜開港の濫閲

29 横浜名物チャ7・屋盛衰記

32 ハマの小抽斗

暗部としての港

98 兵崖開港顛末の一斑

14 市財政の窮状

30 神戸の暗黒街ポン引物琵

歴史ある名古屋の風格

14 疑問の名古歴経済界

17 名古屋財界の近情

31 美人と城の都素描 辞漬名古屋揖6

39 名古屋の軍需工場街を行く

即20年Kl 札幌十八薔の出揃い

52 雪まつり

53 異国情緒のある街

54 ラーメンの街

駐後の引きずり

48 港湾労働者の生態

49 港ヨコハマの断面

52 アメリカの町ヨコハマ

53 真空の町一横浜

54 横浜開国百年祭

駐後の混沌と萌芽

48 分解しゅく村一神戸市の村から

49 麻薬のミナ ト・神戸

-53 在日華僑人の生活

54 唄のない街

偉大なる田舎への出発

48 金の続の失くなった名古屋

54 名古屋偉大なる田舎の町

靡30統 I 支店経済圏の確立
59 札幌時計台守

60 札チョン族

64 雪と土と星の街

混沌のヨコハマ

55 エタイ知れぬ世界横浜

59 復興忘れた「斜陽都市」

60 均・rfフクなA-f・を売るハマ
62 汚い、キタなミナト・ヨコハマ

62 国際都市横浜の妖しい素顔

63 そ9・ンとクうシ7クの混血都市

64 真夜中の撫国籍タウ ン

妖しさ残す神戸

56 混血の街＋57棄てられた混血児 神戸 I56 燃える南国情緒＋生きている博多情緒 I55 金つくり地方気質
56 国際都市ミナトコウペ

58 ミナト神戸の売春

59 織長く「中心」のない町

61 濤と山へのびる神戸

61 麻薬基地神戸

62 国際都市横浜の妖しい素顔

62 陽気な六甲＊・ーイ～頃族の生態

63 ロマンス六甲の山とIllと

無名の時代 1

57 博多の水上バラック

61 福岡大学日本一の体育館

- -』-

55 名古屋のテレビ塔

56 キャIぐ和と中京美人帽騎鈷gりく

57 日本一の理想都市名謹輯靖初b

59 紐Hて袖た名古屋被災地（鰐釉I)

60 東洋一の先陣争いにわく名古屋

ディス・ニーうンド、ハ・ス9ーミt•。東滲襲鉄

61 日本一の名古屋地下街

63 尾張名古屋は港でもつ？

靡 40観 l オリンピックと全国区
65 札幌9ーメンの体質

69 冬季オリ冗99

72 冬季オリンと•99 と雪まつり

72 札幌文化の＊ンそIとか／

73 誇り高き札幌＊ステス

イメージチェンジ途上

66 なぜ、みんな横浜に行きたがる？ 67 鉢硯員ととしに開港百年を迎えた神戸

67 公害追放のモデル産業都市 68 飢9屯8籾1惰ミt卜＇所で？柑事

68 窓を開ければ港が見える、 ポートアイランド「人工島」

200万人都市の栄光と屈辱 69 飢91文仕新ぺ6青り駐ミナ渭哨目

69 7・レライl・ヨ99ヽマヒ ット 69 膊絹よりも大き91、t11して憑t679鮪長

73～ナイトスがガ、旅、ヤンゲスがガ、元町 71 関発7•Dジェ外に取り組む神戸

72 実現するか三割緑地

73 街角にあふれる異国情緒

73 若者も中年もとけこめる町

73 籟ばり駐t-

74 さbす帽蒻盲・'m叩 111ションそデ磯

74 異人館の見える町

一叫叫9.̀"‘'- 博多っ子とフォーク

73 博多っ子

74 博多ヘ フォーク喫茶への旅

復興の完成・エ票都市成長へ

65 名古屋はケチというけれど

67 都市計晉モデル地区の 20年

67 甲子園がわが，J入る名古屋の地下街

68 都市計画と街園楕るハ・チン9遷傭動

69 市民の発想嘘長しt2債椒淑双り穀

72 名古屋いまいちばん燃えてる街

73 名樟盲騒市長ぐらいは革新のほうが

6

3
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印 50年Kl 北の大都市へ飛躍
76 ススキノと冬枯れ
77 食べ歩き10件集中

78~tわり、サ、ススキ1、瓢史

80 地下街／絹、名胡、l,、醤l
80 札幌と那覇大比較

80 こ＇且凡！醤 ニューミューグックを生帷i
80 消費市場の7nンティ7・

東京の縮図・テスト市場

84 難幸・クレシ・外・観・1¥tfら店B本一

一1暑暑量冨m櫂置,，Im一75 ドヤ街寿町＋沈みゆく革新都市
75 港ヨーコヨコ19マ、伊勢佐木町見b．む・貪ぺb
77 全調査横浜中華街

77 翡ほと勲Jof・ぅ＃さし1it外人墓地
78 馬車道浜っ子の食い倒れ

ハマのがキ通り 7億円かけて復活

81 う7・0ード81 駐糾削から峠・椋ヘ

81 「なんとなくクリス9ル」に登場の人気7・テイ7ク

82 過密ヨコハマ大改造計画

84 hPJ雌了クショ9叫負台軒ふ員がit!J!?

海上都市神戸の浮上
77 NI釈TV樟園積て亀謹戸枡何Ij大99 ・ ニ•,,

78 神戸にまた一つ人工島六甲7イうンド

79 が杜たり漬たそがれ神戸 愛の詩

79 海上都市神戸＊・ート7イうンド博覧会準備

81 が一田7でさらに変貌神戸いまむかし

81 ファッション神戸の幻影

81 神戸市のマネー（マル清）ゲームの損得

83 国際都市の国際商法 英文おみくじ

84 神戸南京町

新幹線効果と水飢饉 名古屋モ刀—主義再評価と名古屋/I‘ ッシング
75 山隣新幹線開通を待つ博多 春の旅情 75 翡8本ーと請しさ枇臓名古屋駅の悪徳レベル

75 きんしゃい博多よかとこ中洲の味 75 退阻さらに息＜翡錯t名古屋そンnー主晨を題す

75 博多・中州の馳憤罰・［はくサーヒ・ス 76 躍進する青年都市名古屋

77 7千本の公共の傘 行方不明 78 10年先を読む名古屋五輪の思惑

78 売春都市「博多」随見tllり9払躇手が大内で 78 道路と現代の都市生活正ドマ77冷胡

78 福岡の水ききんに請鯰熊峨牒 79 真餅頼ほ甜屋ミッf・tイトがイドなは酌9蜆行
78 t枯たうイオンズ 蔀9計i励）文傾樹ては吠 79 9イI9・ル物語きしめんか煮込みうどんか

80 屑ttftltf、＇にも負ij(/11見頂ll諸頌りI/!! I 79 取らぬ「五輪」の皮算用
80 88謹似ざす§大なQ囲合名古取糧班

81 名古屋オリンヒ万9誘致10の疑問

81 9そ＇）にItにさ枇かな紐合名古駄耽 それでも88オリ
冗ックNヽ•9射

81 Iヽ・ーデンIヽ ・ーテツの決戦ソウルに大敗

82 10. 24大暴動 B本シリース・雌吼たや退り名古屋
83 五輪誘致崩壊士濱旦した名古屋の惨状

84 コアラ誘致合戦の予想外の展開

翻6…一嗣嗜心四田一 レトロと未来都市MM21 
かり平成へ 87 21,ftりざt「芸術の森」 86 港の歴史古い建物を訪ねて横浜散歩

88 ススキノ 88 横浜ベイJ.1/アが次の街＋変貌する港町

89 ,1が ut•＿圧工場跡地開発 88 MM21プロジェクト走る

双キJUヤW・ll:lf・歎呻 89 屋台撤去と博覧会

90 学会で満杯の夏のわがa I 89 もうひとつの横浜博マイカル本牧
91 札幌テクノパーク 89 妙刊叫ヽ析きt清牡り＋横浜ベイプリッジ

91 膨らむ北方圏の中枢管理都市 90 7ア1ショヵベ::..,_—元町＋勲川比伊勢佐木町
92 とっても安全な繁葦街双キI I 91 童謡の情景「凡M汰熙ん」「赤い靴」
92 Iス9約・ 19• 広大． mンチ19 91 ビジネス大魔人横浜ビジネスバーク

93 札幌7ァク 1リーオープン•特集多し 92 横浜ランドマークタワー
94 晉期的リサイクル団地計画 93 博物館入りした屋台9ーメン

洗練神戸7.m • 1外と瓦解

87 海の手六甲21桟凶Itて研海上文化都市

87 近代日本を凝縮した国際都市

88 紐螂HFtb 神戸111ショカ—ト
89 神戸市元祖「都市経営」
89 神戸7アフションタウン完成

90•，神戸という外国に行く
90 神戸シTW.Iヽ・ンクーバ村

90 姓臥謙鯰し9hなりり冶mもmンチフクがとibが1
92 「善意の帝国」町内会法人化も進む

92 たバーうがお目見えデバート戦争

93 1-1ゞン'n・ート7ェ了開催
93 神戸市立71,-7 • 7うり―'‘・ーク

95 神戸大震災

—t伽9喧儡瓢會噂濯響、一 一曇冨曇欝肩珈m一
86 ヤマがあるケン博多タイ 85 新風営法番外地を徹底調査名古屋

88 ロッテ球団に送る福岡市のラブコール 86 名古屋商法に未来はあるか

88 Tヅr.t9敢月穫く（頴）m、＂醗そして 87 塵統暉L埠植＊りイfライオン騒動劇
88 東京博多屋台比ぺ 87 t捐蒻裏をよち絣t籟断がt•7,}ャ舟該
88 地下からよみがえる国際都市博多 87 名古屋弁ドラマの功罪
88 ，．イエ—＊ークスはよきんしゃい 87 いまなぜか名古屋が気にかかる！？

89 「プ囀」「よか圧7」「ディス遭争」て這 88 屈・鈷駒棧賎約し9滋こ駅軽り

120庫「顕」ばてみんし,1, I 89 名揖紆がイ清tステ97・這叫騎ヘ
90 「シーサイドももち」隕駄mンサク 89 ,、・ルコ成謡頂顛される411i百貨店

90 ラテン的複合都市 89 デ＇・イ清ttがけば涌柚慎直し

91 博多中洲 鳩イ閉噸源樟り豪快男性天国 89 名古屋美人がいた時代

91 バ71t懇は閲創憧癖ばかり香椎ネク’”ールト 89 テ．＇・イン人工都市・名古屋
91 「環アジア経済圏構想」 200万駒M濃 89 デがイ清渭t酬謀樟逍や

92 大陸の風が吹くアジアの玄関•福岡 89 名古屋は日本のヘソ！！新トレンr舷観
93 札幌対福岡 90 鈷量絣撮帳劃耐穎頃鼠して断

93 ベイサイドプレイス博多ふ頭 90 舷・煩・名譲随鉗患l方、Mlに1./ttlう
93 福岡ドームが招く外タレラッシュ 91 名古屋「大ィt力だわ」から変身中

91 鈷屋テ．＇・イ冶ソ 7卜t澤りlとなるか
91 「スーパーひかり」が止まらない
92 名古屋が生んだ食の知恵

92 7グ7鮎負琳騒＆娃青シ79号瞑名胡U
臥様釈＇鵡するだキ・-r--

93 釈テ．＇・イオい 1.'}'”ート名樟茄見るそ絹甑

94 joke to,m騒動
94 さすが名樟！爆呻＊ーム以州蒻」11i
94 名植碩農 I々な〗置磁t引きf68本＇灼「イナヵ翻」

注1)資料及び出典は＊ 5より。雑誌タイトルそのものを記載したものもあるが、出典は煩雑になるので省略している

注2)表中の数字は西暦で表現している。西暦年代の区分よりも、元号年代の区分のほうが都市の変化を捉えやすい



資料およぴ注釈

* 1 （財）関西産業活性化センター「都市的

魅力の強化とイメージアップ方策に関す

る調査」 H 6. 5 

2ヶ年調査の中間報告版である。

* 2 坪内鋭痔「図説名古屋人白書」

1991.3 リバティ 書房

* 3 THE21「女性にやさしい都市番付」

N0.118 1994.9 PHP研究所

* 4 大都市主幹者会議「大都市とアイデン
ティティ 」 1989.10 

* 5 雑誌記事索引総目録は1987年まで印刷

物として市販されているが、それ以降の

記事は非市販未製本索引または目録カー

ドで保管されているため、 1件1件転写

せねばならない。また、東京と大阪はイ

メージ向上の戦略上別格であるので除外

してもよいと判断した。

• 製本雑誌記事索引総目録（全13巻

明治～1984年、全4巻 1985年～

1987年）

・未製本雑誌記事索引総目録（補迫

1984年～1988年）

・目録カー ド（カード 1988年～現在）

* 6 名古屋美人の盛衰については、「井上章

ー 『名古屋美人の神話学論』Voicel987.

6 PHP研究所」に詳しい。

* 7 例えば、「尾張名古屋の底力」
週刊朝R 1959.7.26 

* 8 「“東洋一＂の先陣争いにわく名古屋一
『大いなる田釦に訣別する市民の決意」

週刊現代 1960.10.23 

* 9 例えば次のようなものがある。
•「88五輪をめざす偉大なる田舎・ナゴヤ

の “国際感覚＂」

アサヒ芸能 1980.2.21 

• 井出又彦 「名古屋オリンピ ック誘致の

10の疑問」 中央公論 1981.1 

・「タモリにこけにされた大いなる“田

舎＂名古屋大研究」

名古屋の都市イメージ形成史

週刊朝日 1981.6.12 

・「『名古屋五輪』招致メンバーの甘い読

みと市民の風当たり」

アサヒ芸能 1981.10.15 

・「五輪誘致崩壊一年で露呈した名古屋

の惨状」 週刊新潮 1983.5.19 

・「誘致合戦は予想外の展開ー一番乗り

は鹿児島市」 週刊読売 1984.4.15 

・「永野一男・中江滋樹の 『カネ哲学』を

育てた名古屋の 『気風』研究」

女性セプン 1985.7.11 

*10 例えば次のようなものがある。

・「いま、燃えている 名古屋がオモシロイ」

女性セプン1987.10.1

・上坂冬子「名古屋はこれから本番だ」

潮 1987.12

・「ようこそ名古屋」

オレンジページ 1989.6.2 

・「閉鎖症名古屋研究／デザイン博をき

っかけに進む街のお化粧直し」

AERA 1989.7.18 

・「きのうの名古屋では、もうありません」

WINDS 1898. 8 

•荒川進「中部経済圏はどこへ行く ／あ

の名古屋が変わり始めた」

WILL 1989.10 

・「デザイン博で脚光．1時代は名古屋だが

や」 週刊宝石 1989.10.5など

* 11 矢頭純「徳川宗春」
海越出版社 1987.3 

屯田忠夫「中部西，・l企業の牛成とその風

土ー中部産業のメタモルフォーゼー

1994」 中部経済論テキスト

* 12 「デザイン人工都市 ・名古屋論」
アクロス 1989.8 

* 13 東邦女子短大 1年生有効回答35名より
(1994年調査）
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イメージづくりへの挑戦

北九州市観光協会久保田裕明

都市が発展していくためには、都市イメー

ジというものがどれだけ大切なことか。どこ

の自治体のどんな職員でも、分かっているこ

とだと思う。

しかし、このために最も効果的な方法は何

か？ 何が最善の策なのか？

この質問に明確に答えを出せる人は、いな

いのではないか。そんな気がしてしかたない。

北九州市でも、その明確な答えは見つかって

いない。もしかしたら、そんな便利なものは、

見つからないのかもしれない。

マイナスからの出発

気がついたら最悪のイメージだった

北九州市にイメージア ップ事務局ができた

のが、昭和63年のこと。現在の末吉市長が就

任した 1年後だった。都市を再生するために、

少しずつでも北九州市のイメージをあげてい

こうという決意のもとに発足した。

ちょうど、そのころは、重化学工業に依存

していた北九州市の産業がポトムの状態で、

おまけに、暴力の街とか、公害の街とか、世

間では言われ、街の景気、イメージとも最悪

の状態であった。

しかし、その時期に急激にイメージが低下

したわけではなく、徐々に徐々に下降線をた

どり続けたのだろう。

市民も、イメージの悪さは薄々感じていた

だろうが、 「イメージで飯がくえるか」という

考えが通用していた時代は、それに対する危

機感もなかったようだ。
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しかし、感性の時代がやってきて、おまけ

に、さらなる不況まで襲ってきたのだから、

市民の中にも、イメージアップに取り組まな

ければならないという思いが膨らんできた。

悪い原因ってなんだろう

重化学工業に代表される工場、煙突、公害

などはイメージダウンの要素であることは想

像がつくのだが、日本の大都市と言われると

ころには少なからず、そんなものは存在して

いるはずだ。だから、そのせいだけにはでき

ないのだろう。

やはり、北九州市固有の歴史にも原因があ

るのではないかと思う。

北九州市は、 官営八幡製鉄所に代表される

鉄の街 ・八幡市、商業で栄える城下町 ・小倉

市、石炭の積み出し港 ・若松市、大陸との貿

易港で九州の玄関ロ ・門司市、工業と遠洋漁

業の街 ・戸畑市が、昭和38年に合併してでき

た都市である。

それぞれの街がそれなりに強烈な個性と歴

史を持ち、良く言えば、バラエティーにとん

だ多角的都市ができあがった。商店街や駅、

市民会館など、すべて旧五市にあり他の市で

久保田裕明（＜ぽたひろあき）

昭和601lこ北九州市）損£

区役所、広報室などを経て

平成5年総務局イメージアップ事務局

平成 7年10月 北九州市観光協会振興 l課

主幹



は想像がつかないほど贅沢な都市機能を持つ

ことができた。

しかし、それがゆえに、北九州市としてま

とまってみると、すべてがありすぎて、港町

や城下町といった、よ＜他の都市ではイメー

ジの核となりうるものが、北九州市にとって

はイメージ形成のツールにはならなかった。

結局、教科書で紹介されている八幡製鉄所

（現在の新日本製鉄）、かっての 4大工業地帯

がイメージ形成のメーンになり、それ以外は

何もないように思われてしまったのだ。

そして、重化学工業のイメージと北九州市

のイメージは、全くイコールになって、商業

集積や港、海と山に囲まれた自然環境などは、

想像もできない市となり、ついには最悪のイ

メージになってしまったようだ。

悪いものがすぐに良くなるか

悪い原因が分かったからといって、それを

すぐに治すことが可能なのかというと、そう

簡単なことではない。

イメージが悪いからといって、北九州市の

工場を無くしてしまえるのか。素材型産業の

街が、一気にシリコンパレーに変わるのか。

こう考えただけでも、無理だということが分

かる。

いや、何事も PR次第だという考え方もな

いではないが、それだけで、イメージ操作が

できるほど、情報化社会は甘くはない。きっ

と、訪れた人の口から、ウソつきの街だとの

烙印を押され、今まで以上に悪いイメージの

街になってしまうだろう。

結局たどりついた結論は、 50年、 100年かけ

ても、あせらず、上辺だけの手法にたよらず

に、本当に良いまちをつくっていき、本物が

与えるイメージで勝負していくことであった。

そして、北九州市には、それだけの索材が手

つかずのままで残されていた。

イメージづくりへの挑戦

現在の生の姿を伝えたい

北九州市に観光に来たことがある人が、読

者の方々の中でどれくらおられるだろうか。

今は、スペースワールド等の観光地があるの

で少しは、おられるかもしれないが、昭和63

年当時で考えると、皆無だと思う。

遠くからきて、街を見て、遊んでいただけ

る人がいないというのは、街のイメージを創

るうえでは、致命的なことだ。

例えば、 「下関のふぐ」というのは有名であ

るが、対岸である北九州市（門司港）では、

ふぐなんか食べられないと思っている人がほ

とんど。あんなに、狭い海峡なんだから、き

っと対岸でもあるはずだと思ってくれる人は、

残念なことに、いないようである。

そこで、まず最初に手をつけたことは、現

在の姿を知ってもらい、少しづつでも誤解を

解いていくことだった。

観光都市なんて、冗談でしょう

現在の市長が就任して、最初に力を入れた

ことが、観光振興であった。産業の街 ・北九

州には、全くフィットしていない施策である

ように写ったが、イメージアップの観点から

は、最も即効性があり、インパクトを与えら

れる手法だったと、今振り返れば思う。

北九州市には、市民にもあまり知られてい

ないような名所がたくさんあった。観光とい

う意識が街全体に欠けていたため、市外の人

にも市民にも知らせようという気持ちはさら

さらなく、ましてや来てもらおうなんて考え

てもないもので、案内表示やガイドプック、

駐車場やトイレなどほとんど十分なものがな

かった。

さらに、市民の中にも観光マインド、ホス

ピタリティーというものがあまりなく、北九

州市に人を招こうとする姿勢が感じられなか

った。
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イメージづくりへの挑戦

最初は、このような、ハード ・ソフトの基

礎的なものを揃えていくことからスタートし

ていった。

観光のねらいは、 一義的には、人が集まる

街にして経済の活性化をというものだろうが、

実際に来て見てもらい、北九州市のイメージ

と現実の姿がこんなにも違うのかと知っても

らうことにも重要な意味があった。

そして、なによりも、観光客に「思ったよ

りも、いい街ですね」「人情があっくて、とっ

ても親しみやすい街ですね」と言ってもらえ

ることが、どれだけ北九州市民に、再生へむ

けてがんばる力と勇気を与えたかは、計り知

れない。

人の集まる街づくり

昭和63年、北九州市の長期総合甚本計画 ・

ルネッサンス構想ができあがった。この構想

は、沈滞した北九州市の街を再生するための

プランであり、平成17年を目標に、 21世紀に

向けて必要な都市の基盤を整えていこうとい

うものだ。

基本計画をつくり街づくりを進めていくこ

とは、どこの都市でもやっていることである

が、その構想の名称「ルネ ッサンス」が、市

民の間でも、これからの街の再生をめざして

いく旗印になり、「レッツ・ルネッサンス」が

合言葉のようになったことは珍しいのではな

いかと思う。

そして、この構想の中に、人が集まる街づ

くりという視点が、重要な柱になっている。

「大都市なんだから、人が集まるのは当た

り前ではないのか」という疑問を持つ読者の

方々も多いだろうが、前述のように、当時の

行政 ・市民にとって、よそから人を集めよう、

集めたいという考えは、想像もつかなかった

ことなのである。

そして、「人の集まる街づくり」へ向けて、

観光やイベント ・コ ンベンションの振興、さ
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らに国際都市づくりなどが重要な施策になっ

てきた。

発想の転換で生まれた観光地

観光のことは、前にもふれたが、サインや

駐車場など基盤整備を進めながら観光の目玉

となる施設を創りだしていった。

昭和63年当時、市内の観光客数が約350万人

だったものが、現在では倍増する勢いである。

これも、今から紹介する観光の目玉づくりが

進んだ成果であろう。

●お城をアミューズメント施設に

北九州市には小倉城という伝統のある城が

ある。細川忠興が1607年に小倉にきた時に、

本格的に築城したもので、その後、親藩であ

る小笠原氏の居城となり、幕末の高杉晋作で

有名な小倉戦争の時に焼失した。

そして、昭和34年に、市民が中心となって

再建。鉄筋コンクリート 5階建ての城ができ

あがった。だから、このお城は、国の文化財

でもなんでもなく、観光施設であったのだが、

中に入るというよりも、小倉の街のランドマ

ークという性格になっていた。

文化財ではないというのは、お城にとって

は弱点であることは否定できないが、逆に考

小倉城



城下町を再現したジオラマ

えると、どのようにいじっても、クレームが

つくことがないという、他の城にはない長所

をもっているということだ。

そこで、小倉城の中を全面的に見直し、よ

くテーマパークにあるような、アミューズメ

ント施設にリ ニューアルした。

和紙人形でつくった城下町のジオラマを南

蛮船のデッキから遠眼鏡で覗く仕掛けや、 コ

ンピュター制御のからくり人形がマルチスク

リーンに写る江戸時代の生活を紹介する 「か

らくりシアター」など、内容・見せ方ともエ

夫を凝らし大好評を得ている。

●企業遊休地がテーマパークに

前でも紹介したように、北九州市の歴史に

とって、八幡製鉄所（現在の新日本製鉄）は

大きな存在である。鉄鋼業の最盛期には、 4

万 3千人いた従業員が、相次ぐ合理化で 1万

人を大きく割り込んでしまった。

もちろん、それに伴い、工場もどんどん不

要になり、古い生産設備が多くあった八幡の

東田地区は、企業遊休地になっていた。

生産が行われていない工場群は、本当に物

悲しい存在で、当時言われていた「鉄冷え」

を象徴する風景になっていた。

そこに、突然、宇宙を コンセプトにしたテ

ーマパーク 「スペースワールド」が生まれる

という ビッグニュースが持ち上がった。新日

本製鉄が、多角的企業展開の一つとしてレジ

ャー施設の経営に乗り出すというものだった。

観光施策を進めていた北九州市にとっては、

イメージづくりへの挑戦

天からの授かり物を得た思いであった。年間

200万人を越える観光客が訪れる施設をつく

ってもらえるのだ。

雇用や経済波及効果はもちろんのこと、毎

年200万人の方々に、生の北九州の姿を見ても

らい、楽しい思い出とともに良いイメ ージを

持って帰ってもらえることは、昔から考える

と夢のようなことである。

スペースワールドが、北九州に立地した大

きな理由が、企業遊休地であった。もちろん、

製鉄創業の地をなんとか再生したいという思

いも大きな要因だろうが、単純に集客を考え

るなら関東•関西の方が有利である。しかし、

NASAとのライセンス契約で2年以内に開

業するという条件を満たせるのが、北九州市

しかなっかたらしいと聞く。

スペースワールド

スペースワールド
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イメージづくりへの挑戦

スペースワールドの例は、企業遊休地が、

イメージづくりの大きな資産となることを教

えてくれた。

●昔の繁栄をレトロに

観光地がないと言い続けてきたが、関門海

峡だけは、少し違っている。景観が楽しめる

場所を観光地というならば、まさにここは生

まれながらの観光地であるはずだ。しかし、

この絶景の地ですら、十分な観光地となり得

ていなかったようだ。

下関の対岸である門司港は、大陸貿易の窓

ロであり、九州鉄道の発祥の地である。往時

は、商社や商船会社が並び、大陸と日本を行

き交う人々で、九州ーにぎわった所だった。

この歴史と素晴らしい景観を持つ地域を、

なんとか甦らせようとした開発計画が、「門司

港レトロめぐり•海峡めぐり事業」である。

重要文化財の門司港駅、旧門司三井倶楽部

や倉庫になっていた旧門司税関、旧大阪商船

などのレトロ建築物や海峡の港町風情が味わ

えるレトロ地区。関門海峡の絶景が見物の西

瀬戸内国定公園の和布刈（めかり）が一度に

楽しめる観光地が、今年できあがった。

今後は、 リゾートホテルや関門海峡ロープ

ーウエイなどの計画もあり、民間資本による

開発を楽しみにしている。

門司港駅

はね橋「プルーウイング」と囚門司税関

この門司港地区は、人を運ぶ手段としての

船の交通が使命を終えたことによって、だん

だん寂れてしまったところである。しかし、

過去に蓄えた資源と港町の風情が、今は貴重

なものとして脚光を浴びることになった。時

代と同じペースで開発が進んでいなかったこ

とに感謝しなければならないかもしれない。

コンベンションの開催が
街の自信回復に

観光地の整備とともに進めていったのが、

イベント・コンベンションの開催・誘致であ

る。

アフターコンベンションがおもしろくなけ

れば、コンベンションが誘致できないといわ

れる。通訳設備やパーティーに使えるホール

を備えた北九州国際会議場とそのソフト部隊

の性格を持った北九州コンベンションビュー

ローができた当時は、誘致活動に大変な苦労

•関門橋 を要したそうだ。それで、このビューローで

70 



は、宿泊の手配や運営への援助などさまざま

なサービスを行い、やっとの思いで会議や展

示会を誘致していた。

しかし、スペースワール ドなど観光できる

場所が徐々にできあがるにつれて、誘致活動

も少しづつ楽になってきたそうだ。昭和62年

にはコンベンション開催件数が472件だった

ものが、今では約3倍、国際的な規模のもの

に限れば5倍の件数になっている。

コンベンションの誘致にあたっては、市民

も積極的に活動し、青年会議所(JC)が、ア

スパックの誘致にも成功した。アスパックは、

アジア ・太平洋地域の会員が一堂に集まる会

議で、参加者は 1万8千人にも上る。

これだけの規模のコンベンションは、北九

州市の歴史でも初めてのことで、今、考える

と実力以上のものを誘致してしまったのかも

しれない。

当時の北九州市には、 6000人程度の宿泊施

設しかなく、あふれた方々には、下関市など

の近隣の町に宿泊してもらうことにし、バス

をチャーターして送迎することでなんとかし

のいだ。

このアスパックの実行委員会の事務局の向

かいには、皮肉なことに開催の半年後にオー

プンする30階建の高層ホテルが建設されてい

た。このホテルをみながら、 「これがもっと早

くできていれば…。」とつぶやいた、実行委員

長の顔が、今も、強く印象に残っている。 史

上初の国際的なピッグコンベンションの開催

は、北九州市のイメージ向上に効果があった

だけでなく、人が集まる街づくりを進めてい

る北九州市の行政と市民に、大きな自信と勇

気を与えた。

イベントは、街を好きになって

もらうきっかけづくり

イベン トの開催については、賛否両論ある

と思うが。時には、強烈なインパクトを与え

る手法としてのイベント ・祭りの開催は、効

イメージづくりへの挑戦

果がないとはいえないだろう。街の魅力を知

らない人でも、イベントの魅力で集めること

もできるし、市民も街の賑わいを実感できる

機会となる。

イベン トがきっかけで来た人々に、いいイ

メージを持って帰ってもらい、また遊ぴに来

てもらうことが、イベント開催の大きな意義

であり、いわゆる街と人との 「お見合い」み

たいなものだ。

北九州市でも、国際音楽祭や演劇祭といっ

た文化イベントや、市内の伝統ある祭りが一

堂に会する「わっしょい百万夏祭り」、世界選

手権を開催するまでに成長しているパラグラ

イダーの大会など、様々なイベントを打って

いる。

この中でも、最も大規模で、未知への挑戦

となったのが第8回全国都市緑化フェアだっ

たと思う。

読者の方々も「花博」はご存じだと思うが、

この花博が、第 7回目の都市緑化フェアなの

である。

その次となると、ほとんどの自治体は尻込

みしてしまう。北九州市も、最初は、開催し

ようなんて考えていなかった。しかし、様々

ないきさつで、開催することになり、決定し

たのが開催年である平成 3年の 2年前であっ

た。

普通なら、用地買収も含めて 6年ぐらいの

準備期間が必要だという代物を、ほとんどゼ

ロからのスタートで2年でやってしまおうと

いうのだから、無事に終わった今ふりかえっ

て見ると、奇跡としか思えない。

このフェアは、 9月14日から59日間の会期

で、目標の100万人を超える135万人が入場し、

予想以上の大成功で幕を閉じた。成功した理

由は、市民や企業が協力を惜しまなかったこ

となど様々あると思うが、何よりも大きかっ

たのは、北九州市のイメージアップを願う市

民の思いだっただろう。

「あの北九州市で、花と緑の祭典？」とい
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イメージづくりへの挑戦

第 8回全国都市緑化フェア
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う風潮が市外の人だけでなく、市民の中にも

あったと思う。しかし、会場に訪れて、イメ

ージと現実の違いに驚かされた。

会場は、海を望む緑地にあり、すぐそばに

は湖のような貯水池がひろがっている。ゲー

トをく ぐれば、鮮やかな大花壇と一面の芝生

広場、ここは本当に北九州市だろうかと目を

疑った市民も大勢いただろう。

そして、その評判がロコミで広がり、つい

には、市外から知人・友人を招いて何回も会

場を訪れてくれるようになった。「自分たちが

住む街をいいイメージでみられたい」という

北九州市民の潜在的な思いが、このイベント

をきっかけに、行動をおこさせたのではない

だろうか。本当にいいものがあれば、無理や

りでもみせたくなる。イベントがイメージア

ップになるかどうかは、本当にいいものを提

供できるかどうかにかかっている。
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いいものを、とんどん発信

生の姿をいくら伝えたいと思っても、大祉

に情報を送ることは簡単ではない。さらに、

全国的に発信するとなると、相当な資金が必

要である。

そこで、まず実行したことは、パプリシテ

ィーに力を入れることであった。記者会見や

情報提供を盛んに行うことは当然として、テ

レビ番組・映画の誘致や、雑誌等の紙面掲載

（ペイドパプ）などの新しい形のパプリシテ

ィ活動も積極的に進めていった。

一例をあげれば、広報室の担当者はテレビ

局はもちろん、テレビ番組製作会社を訪問し、

ロケ地に北九州を使ってもらうことをお願い

して回った。ロケが決まると、現地エキスト

ラの手配やロケバスのチャーター、ロケ地と

の様々な交渉、番組タイアップ会社の紹介な

ど、製作会社が現地でやることを市の職員が

代行し、なるべく負担を軽くして、北九州に

来やすい状況をつくりだした。

さらに、放送日が決まれば、北九州市の出

身者やゆかりのある方々に、番組宣伝はがき

を出し、市内むけには市の広報紙に掲載し、

視聴率アップのお手伝いも欠かさなかった。

この手厚い姿勢が、業界の中にロコミで伝

わり、旅行・グルメ番組が流行したことも手

伝って、北九州市を舞台にした全国放送の番

組が流れるようになった。

自主媒体は、ほとんどが市民対象のものだ

けで、全国レベルに発信するものは何もない

状態だった。そこで、市外（特に北九州市出

身 ・ゆかりの方々、オピニオンリーダー）を

対象にし、市関係の新聞記事スク ラップ集や、

ビジュアル情報誌などを発行した。これは、

北九州市に親しみを持っている方々に、生の

姿を知っていただき、ロコミの情報発信源に

なっていただくことを狙っている。

企業なら利益の何％とか売上の何％とか

PR費に使う額の基準があるとよく聞くが、



自治体では予算規模のどれくらいかという目

安がない。商品の売上などの効果も、自治体

ではなかなか測定できないとなると、 PR費

に多額の予算をつぎ込むことに勇気がいる。

パプリシティーやロコミに片寄ったような、

広報活動に疑問がないわけではないが、現状

としてはしかたがないかもしれない。

ゼロからプラスへ

イメージと実態

昭和63年に、北海道東北開発公庫が行った、

全国の百万都市11市の生活環境に関する調査

の発表があった。この調査は、住宅、自然環

境、教育、事故・犯罪などの 8分野42項目に

わたる生活環境指標について比較を行ったも

のだ。その結果、北九州市が総合で第 1位、

つまり日本の大都市の中で一番住みやすい街

であるとの評価を受けたことになるのである。

しかし、この調査と同時に行われた、研究

者約2千人を対象にした 「生活環境の良い大

都市はどこか」というイメージの調査では、

最下位であった。研究者が対象ということで、

一般的にどうかは分からないが、それにして

も、何ともやるせない結果であった。

この事実は、イメージの向上に力をいれる

必要性を痛切に感じさせるものとなったが、

現在の生の姿を伝えていくというやり方が誤

ってないことを証明してくれることにもなっ

た。

マイナスがプラスになるのか

観光やイベント・コンベンションなどは、

ゼロだったところに、どんどん積み重ねて、

プラスにしていける分野だと思う。

マイナスだったことを、ゼロにしプラスに

していくことが可能なのかどうか、イメージ

と実態の差が、こんなにも激しい現実をみる

と非常に悲観的にならざるをえない。

イメージづくりへの挑戦

しかし、北九州市には、マイナスがプラス

になりつつある貴重な事例がある。かって「公

害の街」と呼ばれていたが、全国一厳しいと

いわれた公害防止協定を市内の企業と結び、

行政と企業・市民が手を結んで公害の防止に

取り組んだ。その地道な成果が身を結んで、

「星空の街サミット」を開けるほどの青い空

を取り戻し、死の海と呼ばれていた洞海湾を

甦らせた。

国連環境計画 (UNEP)の「グローバル500」

や地球サミットでの 「国連自治体表彰」を受

けるほど、環境回復の取り組みと、そのノウ

ハウを開発途上国に伝えて行く国際環境協力

事業は国際的な評価を受けている。

ただ、イメージの面では、まだまだ過去の

姿が尾を引いている。確かに、自然がそのま

ま残された場所に比べれば、そんなに胸を張

れる環境ではない。

環境回復を打ち出していくことには、公害

の街というイメージを呼び起こすのではない

かという心配があった。しかし、急激に成長

するアジア諸国に対する環境汚染防止技術の

伝授などは、地球的規模にたった地道な活動

として世界的に認められ、今では、プラスの

イメージづくりに貢献している。

マイナスをプラスにするためには、 20年～

30年の地道な努力と市民のコンセンサスが必

要なのだ。イメ ージアップに役立てるという

ような中途半端な決意では、やっていけない

ものである。

真価が問われる引世紀

都市である以上は国際都市であることが当

たり前であり、世界の情報が1台のパソコン

で座ったまま入手できる時代である。そして、

キーポードをたたくだけで、世界中からモノ

が流れてくるようになった。

北九州市でもこの時代に向けた取り組みが

着実に進んでいる。 マルチィメディアを中心
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とした情報化社会へむけてのヒューマメディ

ア構想やメディアドームの建設、 FAZ（輸入

促進地域整備事業）による物流の拠点づくり、

そして、 24時間稼働できる新北九州空港の建

設などである。

このような事業が完成した21世紀の初頭に、

北九州市のイメージがどうなっているか、最

初の真価が問われることになるだろう。

北九州市のイメージは、急に悪くなったわ

けではなく、その街の歴史や時代の流れとと

もに下降線をたどった。

昭和60年代にはじまったイメージアップへ

の歩みは、マイナスからスタートし、 10年余

りの時を経て、今やっとゼロに到達したかも

しれない。

悪くなるのに、 30年かかったのなら、少な

くても良くなるまで同じ時間、いや、もっと

長い歳月が必要かもしれない。

北九州市のプラスイメージづくりは、今、

やっとスタートラインに乗ったところかもし

れない。

実態にこだわり続ける、地道で誠実なイメ

ージづくりへの挑戦は、きっといつか実を結

ぶと信じている。
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21泄紀の泄界都而をH指して
ー大阪21世紀計画一

（財）大阪？1世紀協会企画調整課長 間谷裕史

■ はじめに

21世紀を告げる2001年まで残り 5年余とな

ったが、大阪では13年前に、 21世紀にふさわ

しい国際的で文化的な「世界都市・大阪」の

創生を目指す“大阪21世紀計画”がスタート

している。

当計画により、御堂筋パレードを始めとし

て多くの取組が実施されて米ており、現在は

さらにその推進を図るべく、 21世紀初頭にタ

ーゲットを置いた「ヤマ場」の創出が検討さ

れている。

（財）大阪21世紀協会は、この“大阪21世紀計

画”の推進母体として、 1982年 4月に通産大

臣の認可を受け設立され、大阪府、大阪市、

関西経済連合会、大阪商工会議所を中心とし

た官民協同体制により、その役目を果たすべ

く活動の場を広げてきた。

21世紀の「世界都市・大阪」の創生を追い

求める当協会の役割、活動経緯等を記述する

ことにより、都市のイメージづくりの姿を紹

介する。

■ （財）大阪21世紀協会の役割

1981年4月、大阪府、大阪市、関西経済連

合会、大阪商工会議所、 H本万国博記念協会

のトップによる五者会談が開かれ、 2年後の

大阪築城着工400周年を記念して、“まつり”

を行うことが合意された。その後、長期的展

開の必要性が叫ばれ、同年10月にこれらを「大

阪21世紀計画」と呼ぶことになり、同時に「大

阪400年まつり準備委員会」を改称した「大阪

21世紀準備委員会」により翌年2月に、計画

の「基本理念」及び「基本構想」が策定され

た。

計画は、 21世紀 (2001年）までの長期にわ

たって、住民、行政、産業界、各種団体など

が一体となって、そのエネルギーと英知を結

集し、計画的に行事や事業を展開することに

より、 21世紀にふさわしい国際的で文化的な

「世界都市・大阪」の創生をめざし、広く日

本と世界の発展に貢献しようとする壮大な、

そしてかつてないプログラムである。

■ （財）大阪21世紀協会の設立

大阪21世紀計画の個々の事業主体は、行事

あるいは事業を主催・実施する行政機関、企

業、各種民間団体などであり、住民、行政、

産業界、各種団体等が、それぞれの立場で積

極的に協力し、推進する必要がある。

そのため、これらの事業が円滑に推進され、

十分な効果が発揮されるよう、調整機能を果

たすコア推進機関として、「大阪21世紀準備委

員会」を解散し、財団法人大阪21世紀協会が

発足した。初代会長は松下幸之助氏、理事長

間谷裕史（まだにひろふみ）

1947年兵庫県生まれ

1971年神戸大学工学部電気工学科修士課

桔廿彦了

1971年電電公社隅NTT)入社

199碑 NTTより現職へ出向
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21世紀の世界都市を指して

に古川進氏が就任した。

そして、 1982年10月に「大阪築城400年まつ

り」をオープニングイベントとして、計画が

スタートした。

■ （財）大阪21世紀協会の役割

協会はその目的、事業を次のように定めて

いる。

【目的】

きたるべき21世紀にむけ、関西一円におい

て国際的、多面的、継続的な行催事の展開を

誘導することによって、各種産業の育成と文

化の発展を図るとともに、経済的・文化的諸

活動及び国際交流のための施設建設の気運を

促し、もって日本及び世界の発展に貢献する

ことを目的とする。

【事業】

①21世紀における関西の将来像である大阪21

世紀計画の総合的プログラムの策定及びそ

のために必要な知識、情報の集積

②各種行催事の誘致及び実施の勧奨並びにそ

れらを誘引する行催事の企画及び運営

当協会の取組は、これらの定めに乗っ取り

実施されており、具体的には大阪21世紀計画

を推進してゆくためのガイドラインである

『グランドデザイン』を策定するとともに、

大阪21世紀計画が長期にわたり、毎年継続的

に展開されるかつてない壮大な計画であるこ

とから、都市機能や生活環境の充実など、総

合的で効果的なまちづくりを進めるため、面

的に行うといった、いわゆる 『ヤマ場』を設

定し、計画の推進を図っている。

一般的には、 21世紀計画の個々の事業主体

は、特定の行政機関、企業、団体等であるが、

協会は以下のような役割を果たしている。

①各種施設建設の気運醸成と調査研究

②各種事業主体に協力し、総合的、相乗的な

効果を発揮するための調整と推進
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③行催事の企画、実施をはじめ、各種イベン

トの協賛、後援およびイベントの実施勧奨

④事業について、各層の意見の統一、住民の

参加、民間活力の導人を図るための推進組

織・協力組織やシステムづくり

⑤ 「大阪21世紀計画ニュース」などの広報誌

をはじめ、テレホンサービスなどを使った

広報活動

■ 大阪El世紀計画のヤマ場と行催
事

計画のスタートを飾る1983年の「大阪築城

400年まつり」を第一のヤマ場、 1989年の「大

阪近代化100年記念」および1990年の「国際花

と緑の博覧会」を第二のヤマ場としてとらま

え、ともに大規模なイベントを展開、大きな

成果を挙げた。

続く第三のヤマ場として1994年9月の「関

西国際空港の開港」をとらまえ、 1993年度か

ら向こう 3年間にわた り、「開港記念キャンペ

ーン」や各種の「開港記念イベント」の広範

な展開を実施中である。

ヤマ場事業及び主要な行催事例を表ー1に

示す。

行催事については、毎年新規の事業が企

画・実施されている。これらの中で、継続的

に実施され、根づいた当協会主催のイベント

の代表例と後援事業数の推移を表ー 2、表一

3に示す。後援形態は種々あるものの、ここ

2 ~ 3年は、 470件前後の多数に及んでいる。



21世紀の世界都市を指して

表ー 1 ヤマ湯事業及び主要な行催事例

主 要事業名 開催時期 主なイベント 事業規模
定着イベント

（◇主催、共催◆協賛、後援） ⑪参茄者数 ②事業費）

《第一のヤマ場》 1983年10月～ ◇大阪城博院会 大阪城博覧会 0御堂筋

大阪築城400年まつり ◇中国秦・兵馬桶展 ① 530万人 パレード

大阪城博 ◇オープニング・パレード ②約26億円 〇ショーウィンドー

10~11月 ◇ショーウィンドーコンクール大板 コンクール大仮

◇OSAKA光のフェスティパル OOSAKA光の

◆大阪世界帆船まつり フェスティバル

天王寺博乾会 1987年 ◇天王寺博覧会 ① 247万人

8~11月 ②約43億円

オうンダ7ェスティパI凶灼大阪 1989年3~5月 ◆ダッハらんど'89大阪 ① 94万人

《第二のヤマ場》 1989~90年 ◆佐伯柑三とエコール・ド・パl)//)仲 O「私の花見世」

大阪近代100周年記念 間たさ展（大阪市制l()()岡年記念） コンクール

◆世界巨大古墳疇会議（堺甫，） 〇グリーン・ワン

国際花と緑の博覧会 花博 ◆国際花と緑の博覧会 圃祭花と緑の博覧会 ダー・フェステ

1990年4~9月 ◇ザ・グレート・ツリー・ ① 2,300万人 ィバル（休止中）

フェスティパル ②約 900億円 〇水都・大阪ふ

◇水郡・大阪ふれあいランド れあいラン

◇トライウォーク'90目際大会 ド（休止中）

アジア月間 1990年2~3月 ◇大阪21世紀計画「アジア月間」 〇アジアフェス

《第三のヤマ場》 1993~95年 ◇大阪ウォーターフロント・

関西目際空港開港記念事業 トライアスロン国際大会

◇地球文化フォーラム

◆覆太平洋ヨットレース 等

表一？ 根づいた協会主催イベント例 表ー3 協会が後援する事業数の推移

トータルファッション・フェア 3月 年度 事業数 年度 事業数

「私の花見世」 コンクール 4~5月

御堂筋旗の掲揚 春秋
1982 130 1989 418 

大阪ビデオコンテスト 6~12月 1983 362 1990 441 

ビーチバレージャパンレディース 8月 1984 347 199 1 434 
ベイエリアコンサート21 8月

OSAKA光のフェスティバル 9月 1985 386 1992 466 

ユースギャザリングインオオサカ 9月 1986 440 1993 473 

アジアフェス 9~11月 1987 434 1994 471 
御堂筋パレード 10月

アジア国際ネットワークセミナー 10月 1988 392 

いんた一ぴーぷる運動会 10月

ショーウインドーコンクール大阪 10~11月

大阪コレクション 11月

国際現代造形コンクール 11~12月

21世紀を考える講演会 3回／年

すばるフォーラム 4回／年

おおさか文化カレッジ 不定期
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■ 大阪？1世紀計画・グランドデザ
イン

グランドデザインについては、まず、基本

的考え方を1982年に発表し、翌年、品格と活

力に満ちた大大阪づくりの実現のため、関西

国際空港の早期実現、国際会議場を中心とす

るコンベンションゾーンの設立、都市景観の

向上、人材育成など 5つの基軸を提唱する「大

大阪創生への出発ー21世紀計画グランドデザ

インの基軸」を発表した。

そして1986年には、「グランドデザインの基

軸(II)」を発表。新たに関西文化学術研究都

市のナショナルプロジェクト化の推進等を加

えるなど、時流に適合した総合的なデザイン

としての構築を図った。

その後、これらのデザインが提唱する諸目

的がほぼ達成されたと考えられ、かつ、大阪

府、大阪市の新総合計画をはじめ、関係諸団

体の新しい構想・計画の発表など、社会情勢

に変化・進展がみられたことから、、新たな視

点による、次代のまちづくりについての提言

として、 1992年に「大阪21世紀計画・新グラ

ンドデザイン」を発表した。

• 大阪21世紀計画

新クラントテサイン
•. /.  -,,エ．す•iち「ーマー

二

t●29 ～伽＇w•
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この新グランドデザインは、「提言」、「解説

編」、「事業編」の 3編によって構成されてい

る。

「提言」では、大阪は 『世界都市』たるこ

とをめざし、そのためには文化を都市形成の

核とする積極姿勢、すなわち『文化立都』を

推進すべきとしており、その概念図は図ー 1

の通りである。

図― l 「提言」の概念図

世界都市

令

| R展望 I 
| 

R文化立都

R文化立都のイメージ

〈博物館都市〉
〈劇場都市〉

「解説編」は「提言」の内容を補完しつつ

詳細に説明するものであり、 「事業編」は、関

西・大阪において進められているビッグプロ

ジェクトや、また関係諸団体によって構想・

計画・推進されている文化施策の進展につい

て言及しつつ、「提言」にそって新たにオリジ

ナルな事業提案をしたものである。

「事業編」における、文化立都実現のため

の提案事業は、次の 4事業となっている。

①ホスピタリティの高い、総合的な交流ゾー

ンの形成をめざす 「アジア情報・交流セン



ター」の創設

②都市シンボルとしての総合的都市文明博物

館「なにわ博物館」の建設

③オリンピック、ワールドカップサッカーな

どの「国際級のスポーツイベント」の開催

④実学の総合的な高度専門教育機関「大阪21

世紀塾」の設立

■ 大阪21世紀協会の現状の取組

1995年（平成 7年）度に当協会で計画して

いる主要な事業は次の通りである。

①APEC*'、JATA*2'95等の国際会議関連事

業及び関西国際空港開港記念事業（第三の

ヤマ場事業）の実施

②オリンピック招致支援事業の実施

③'95御堂筋パレードの開催を始めとする協

会関係諸事業の実施・展開

④新グランドデザインの提案事業である「大

阪21世紀塾（仮称）」の構想具現化

⑤大阪国際会議場建設推進に関する誘致・支

援計画実施への協カ・支援

⑥広報活動の展開

⑦阪神 ・淡路大震災の復興支援の実施

また、大阪21世紀計画の今後の推進を図る

ため、新たに当協会の企画委員をメンバー

とした企画小委員会により、次の 2つのテ

ーマについて検討を開始した。

(1)第4のヤマ場事業の検討

（委員長：端 国立民族学博物館教授）

第3のヤマ場事業の後のヤマ場事業を、

世紀のかわり目に設定、実施する。

(2)今後の大阪21世紀協会のあり方の検討

（委員長：上田 京都精華大学教授）

21世紀における「当協会」のあり方を検討、

提言する。

21世紀の世界都市を指して

■ おわりに

行政・産業界の協同体というユニークな団

体が、21世紀の「世界都市・大阪」の創生を目指

して取り組んできた内容を概説的に紹介した。

しかしながら、今年になって発生した「阪

神・淡路大震災」は都市のイメージを転覆さ

せるほどのインパクトを与え、東京都の「世

界都市博」の中止決定は今までの都市のイメ

ージ作成の戦略変更を余儀なくさせるもので

あったと言える。

また、その一方で、マルチメディアの進展

による高度国際情報社会の招来、円高による

産業空洞化現象の進行、アジア経済圏の急速

な拾頭など21世紀に向けて都市・関西（大阪）

を取り巻く社会が急激に変化してきている。

21世紀の都市の構築は、必ずしもこれまで

の延長線上に乗らない公算も考えられ、これ

らの変化を的確に読み取り、タイムリーにグ

ランドデザインを更改し、事業実施を整備し

ていくことが必要である。

-----------------------------------

〔大阪21世紀協会のデータ〕

・会長：佐治敬三 （サントリー掬会長）

・副会長：大阪府知事、大阪市長、関経

連会長、大商会頭

・理事長：現在空席

・理事 ：25名

・企画委員：梅悼忠夫座長以下33名

・事務局長 ：加藤良雄（協会専務理事）

・事務局職員数： 77名

• 1995年度事業予算： 1,049（百万円）

* 1 • APEC:アジア太平洋経済協力
*2・JATA:日本国際観光会議・トラベルト

レードショー
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函館・街並み色彩まちづくり

函館からトラスト事務局 柳田良造

函館 ・街並み色彩まちづくり

津軽海峡に突き出された函館山と巴型の港、

それを起点に扇が広がるように延びる市街地、

江戸末期の開港場の伝統を今に伝える洋風の

街並み群と坂道、函館は今も特徴的な環境が

そこで生活するひとのR々の暮らしの舞台と

なる街である。そういう環境のなかで、かつ

てのような活気はないが、ハイカラで味わい

深い暮らしぶりが生活の中に息づいている。

風最を通して、市民が街のありようや変化を

感じとり、日々の暮らしから街への思いをめ

ぐらす。そこでは、街の風景の変貌は敏感に

市民の日常生活での変化につながる。本来街

にくらすとはそういうものであったはずであ

る。生きられた風景を市民が経験していくに

は、日常生活のなかで街の体温や鼓動を感じ

ることが必要となる。

街並み色彩発見

函館山の麓、西部地区と呼ばれる界隈には、

明治から昭和初期にかけての洋風、和洋折衷

様式の歴史的建物が数え切れないくらい多く

残っていて、私たちはその歴史的な街並みを

現在も 1」にすることができる。それらの建物

は下見板の外壁や窓、軒の装飾に、緑、ピン

ク、ベージュ、臼、水色、茶、黄色など様々

な色のペンキが塗られ、楽しげで個性的な街

並みを港周辺や坂道に沿ってつくりだしてい

る。

この下見板のペンキ色彩にこだわって函館

遺

山内邸

の歴史的街並み探索に取り組んだ市民グルー

プに「元町倶楽部 ・函館の色彩文化を考える

会」がある。グループの活動が始まるきっか

けのひとつは1983年に遡る。重要文化財旧函

百
柳田良造（やなぎだ りょうぞう）

195呻徳島県生まれ

197呼北海道大学工学科卒業

1981年早稲田人半人判荊専士課程修了

198呼柳田石塚建築計画事務所

199坪から公益信託函館色彩まちづくり基

金「函館からトラスト事務局」を担う。CG活

用の都市デザイン、町並みの研究などを行う。

80 



相馬KK

高陽食品

ベンキ塗り作業小森商店（明治34年）

館区公会堂が文化庁の綿密な調査のもと、大

規模な保存修復工事が行われ、創建当初、明

治43年の姿に復元された。建物の修復ととも

に、外観の色彩も変えられ、それまでの白と

ピンクの色彩が青灰色と黄色の何とも鮮やか

な創建当初の色彩に復元された。これは函館

函館・街並み色彩まちづくり

市民にとっては事件ともいえる出来事であっ

た。明治の洋風文化の建物色彩はなんと大胆

で強烈なものなのか。もしかすると戦前の函

館には今では及びもつかないようなハイカラ

な色彩の街並みが形成されていたのではない

か。われわれの想像力は大いに膨らんだので

ある。

またある時、仲間のひとりが歴史的な下見

板建築の外壁を観察していて、壁や窓枠に何

層にも塗り重ねられていたペンキの層を発見

した。過去の時代に塗られた色が外壁のペン

キ層に今も残っている。「この古い下見板に残

ったペンキの層は時代の色を証言する歴史の

生き証人ではないか」。この仮説を実証的に明

らかにしようと、西部地区の住民や公務員、

建築家などからなる元町倶楽部のメンバーが

トヨタ財団主催の「身近環境を見つめよう研

究コンクール」に応募したことが函館街並み

色彩学研究のスタートとなった。

色彩調査に関しては素人集団である元町倶

楽部のグループは文化財保存の技術者として、

当時ハ リストス聖教会の修復事業で函館に滞

在していた麓氏を訪ねた。麓氏を指導教師に、

洋風下見板建物の下見板や窓枠に塗られたペ

ンキの層を分析するサンドペーパーをつかっ

た 「こすり出し」手法を伝授してもらった。

その手法はまず荒い目のサンドペーパーをつ

かって、ペンキの層を表而から下の木地の部

分までこすっていく、すると塗り重ねられた

ペンキの塗膜が削られて次々と表面に出てく

る。次に目の細かいサンドペーパーをつかっ

て削ったかたちを整え、最後にスポンジの水

できれいに表面をぬぐう。するとペンキの層

が樹木の年輪のようにくっきりと下見板や窓

枠の中に浮かび上がる。その何とも不思議な

色彩の年輪をペンキ色彩を通して時代、環境、

生活の様相を表すものとして「時層色環」と

名付けた。「時層色環」はいわば偶然の産物に

すぎないが、建物毎に顔をもち、そこには建

物とともに生きてきた人たちの思いがつまっ
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ているように思えたのである。

次に調査はペンキ見本と照らし合わせなが

ら、 「時層色環」各層の色を記録し、さらに色

彩補正用のカラーチャートと一緒に写真をと

り、最後は補修用のペンキで表面を元の色彩

に合わせて塗り戻し、一連の作業が完了する。

函館で収集した 「時層色環」は全部で85棟分

である。分析の結果 「時層色環」のペンキの

層は最も多い建物で21層もの層があらわれ、

平均でも 8~ 9層のペンキ層が現れた。その

層の数と建設年代から、ペンキの塗り替えは

多いもので数年に一度、平均で10年程度に一

度の割合でペンキが塗られていることがわか

った。ペンキの色彩は一つの建物でも、めま

ぐるしく変化し臼、グレー、黄色、緑、青、

ベージュ、茶、と様々な色彩がつぎつぎと変

化していくものがあった。後に「こすり出し」

調査はアメリカのポストンやサンフランシス

コ、神戸の異人館群にも遠征していくことに

なり、それらの分析から函館のようにめまぐ

るしく色彩が変化する 「時層色環」はかなり

珍しいということがわかってくる。しかし当

時は建物のペンキ色彩とは塗りかえ毎にこん

な変わるものだということに、驚ているばか

りであった。

分析作業はさらに、ペンキ材料の化学分析

や建物所有者やペンキ業者などへの ヒヤリン

グによるペンキ各層の時代判定と CG （コン

ピュータ＿． グラフィックス）による色彩シ

内邸
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コンピューター・グラフィックスによる色彩シミュレーション

山内邸（大正11年）

ミュレーション等から、 85棟の建物の層毎の

色彩をベースにした明治から現代に至る時代

の街並み色彩の変遷年表をつくる作業に取り

組んだ。また色彩の変遷年表をまとまった時

代の区切りごとに地図にプロットし、場所と

時代から色彩の特徴がつかめるような資料も

つくった。それらの一連の分析結果から、函

館の下見板に塗られたペンキ色彩からみる街

並み色彩は表に示すように、●白の時代のく明

治〉、 ●多色の時代のく大正・昭和初期〉、 ●

迷彩色など暗色の時代のく戦時中〉、 ●パステ

ルカラーの時代のく戦後〉、 ●塗り分けの時代

のく現代〉と、 5つの時代区分とその時代色

が読みとれることがわかってきたのである。

函館の街並み色彩変遷の要因は戦前までの、

建築様式の変化、ペンキの輸入品から国産化、

戦争などの歴史的背景に起因するものと、戦

後の油性塗料から合成樹脂塗料などのペンキ

製造の技術の変化、アルミサッシやトタン屋

根、サイディングの普及など建物自体の改造

に係わり変化したものと大きく二つの背景を

もつ。特に後者の建物自体の改造が函館の「時

層色環」が大きく変化する要因の一つといえ

よう。つまり屋根、窓、壁など、当初に比べ

意匠が大きく変わった場合、色彩もオリジナ

ルなものから離れ、時代毎の流行などの要因

を受けやすかったといえるのである。ボスト

ンや神戸の例では、外観意匠の変化のない建

物は、色彩変化の幅も小さく、そのサイクル

もっとも多くの層(2l)の「時層色環」伴田商店所有建物（大正5年頃）
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表― l 函館の町並み色彩の変遷とその要因

【時代区分】 な【町す並ペみンのキ基色調彩を】 【色彩の具体的内容】 【色を決める要因】

●明治 白 外壁に白あるいはグレー、窓枠など ペンキの材料限定（白ペンキ、輸入品）

(M30代～T7) に濃い色あるいは逆に白、の組合せ 建築様式（classicrevival) 

●大正、昭和初期 多色 建物全体に濃い色を使用 ペンキの材料供給増大（国産化発展）

(T 7~S 9) (dark & nch) 色相は貿土色、茶、青、緑、赤など 色の自由な選択、遊ぴの気分

多様

●戦中 戦時色 浪いグレーか濃茶の暗い色 統制経済によるペンキの材料入手困難

(S 9~25) （暗色） （ペンキが塗られずに放置、クレオ 戦時の色彩規制（防空法）

ソート・イカの油、迷彩色）

●戦後 パステル・カラー 薄緑色と淡いピンク色 米国進駐軍の影響一新しい価値歓

(S25~57) 建物自体の改造一様式の変容

ペンキ材料技術の発展ー油性塗料から

合成樹脂（アルキド樹脂）塗料へ

●近年 塗り分け 地域的な塗り分け一元町大三坂周辺 場所の特性の表現ーピンク色：遺愛幼

(S57以降） のピンク色と弁天町周辺の緑色 稚園他スクールカラーの波及、緑色：

建物自体のめりはりのきいた塗り分 港の船舶の色の影響

けー外壁に淡いアイポリー、ピンク、 建築装飾の再評価ーおしゃれ心、遊ぴ

窓枠・柱型などに浪茶、浜緑 心、個性化

も函館のようにめまぐる しいものではないの

である。

のようになされてきたのか、もう一つの興味

深いポイントであった。地域の建物所有者の

色彩への関じは高く、ほとんどの場合色彩の

選択は自ら決めているということがヒャ リン

グ調査からわかった。色彩の選択は、 「港をイ

メージする明るい色として」、「公会堂や学校

などの有名な建物にあこがれて」など場所や

自己表現としての街の色彩

一方、そういう様々な時代背景や変化の要

因のなかで、実際の色彩選択は住民の手でど

公会堂 公会堂の夜景（明治43年）
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建物のイメージから選ばれた場合や、「娘がい

るのでピンクのかわいらしい色を選んでき

た」、 「建物の輪郭を白くして建物を大きくみ

せたい」など家のイメージを表現したものと

か、 「塗り替えは向かいや隣と一緒にし、色も

同じもの」、など隣近所との関係で選んだもの

等、様々な視点から環境との関わりのなかで

色彩を考えていることがわかった。一般の住

宅地でよくいわれる、汚れが目立たない色、

落ちついた色、飽きのこない色等の消去法的

な発想で色が選ばれることがほとんどないの

である。ピンクや青、緑、黄色など一般の住

宅地であまり使われない色彩も函館の歴史的

建造物に塗られると実際実に映えるし、楽し

い街並みをつくりだす。函館の街の風景の中

では、ペンキ色彩はささやかだが、楽しい自

己主張の表現となっているのである。かって

は塗装業者がペンキ缶を自転車に積んで街中

を巡り、外壁の塗装が痛んでいる建物を見つ

けると塗り替えを進めて回っていたという。

手づくりで住民たちが街の色彩を考え、つく

りだしていく条件もまた備わっていたのであ

る。それは、ある高齢の女性の「私はこの家

に嫁入りした時の建物の色をよく憶えてい

る。 ・・・20年前、周辺にピンクの建物が多く

あり、自分もピンクが良い色だと思ったので

それを塗ることにした。ピンクの色は気に入

っているので今後もピンクを塗ろうと思う 。」

という言葉に象徴的に表されている。

従来の街並み色彩の考え方は、地域の土、

植物、空、海、山などの自然環境そのものの

中に見いだされる色や、風土の中から建築の

素材、例えば瓦（土の色）、白木（木の色）、

漆喰（石灰の色）にみられる色など一これを

「自然色」と呼ぶーをベースとし、それに対

して色彩科学の発達の中からうみだされたマ

ンセル、オスワルト、スペンサーらの「科学

色」、この「自然色」と「科学色」の 2次元的

な関係で決定される調和論の世界であったと

いえよう。それに対し函館の街並み色彩の変
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遷のなかから読みとれるものは、歴史的条件

や環境などの地域の文脈の中で、個人によっ

て自己表現として選択されている色彩の世界

があるということを確認できたものといえよ

う。

ペンキが単に建物を保持する道具ではなく、

人々が意志を表現する道具でもあるというこ

とがわかってきたのである。まわりと調和し

て生きたいとか、公会堂の色にあこがれてと

か、動機はそれぞれにあろうが、そこに人々

の自己表現が見えてきたのである。ペンキの

色彩にこめられた地域にすむ人々の街への思

い、色彩に託した楽しい自己表現のあり方は

我々の函館の街に対する再発見をもたらした

のである。

まちづくり公益信託「函館からトラ

スト」

函館・街並み色彩研究は1991年トヨタ財団

から研究コンクールの最優秀賞を受け、研究

奨励金2000万円を獲得することになった。こ

の研究の意味は、建物の色彩にこめた地域に

すむ人々の街への思いやささやかだが楽しい

自己表現のあり方といったものに加え、住民

が街を守り、環境向上の努力を進めていくう

えで、自分たちの手で街の環境を実体的に発

見し、自ら働きかけを行うことが如何に重要

であるかを認識したことであった。この認識

をさらに発展的にまちづくりを進めていくた

めに、新しい仕組みである「まちづくり公益

信託」を活用し、函館独自の市民まちづくり

方式をつくれないかということになった。

2000万円を公益信託の基金に活用して、街並

み色彩に代表される魅力的な函館の歴史的環

境を今後も安定した地域の生活基盤としてい

くべく、市民が市民のまちづくり活動を支援

する仕組みをつくりだそうというものであっ

た。

そして 2年の準備をへ、 1993年 7月「公益

信託函館色彩まちづくり基金」（愛称を「函館



からトラスト」という）が誕生した。それは

まちづくり公益信託制度のなかで、特に市民

運動が委託者となって設定されたものとして

は全国でもはじめての試みであった。

公益信託とは基金を委託者から受託した信

託銀行が財産を運用し、収益を公益事業に提

供する制度である。同様の目的で財団法人を

設立するよりも、事務機関の必要がないこと

や基金の規模が小額でも成立できるなど、委

託する側の負担が軽いというメリットがある。

受託者の信託銀行は主務官庁への申請をはじ

め、財産管理、助成金の給付など運営全般に

係わる事務をおこなってくれる。

しかし信託銀行はまちづくりの専門知識や

地域の情報をもたないし、信託報酬の範囲内

では活動内容も限定されるので、活発な活動

を行おうとすれば、やはり、 しっかりした事

務機関の確立ということが課題となる。函館

の場合では西部地区のまちづくり運動を担っ

てきた住民、都市計画や公益信託などの専門

家のポランティアによる「函館からトラスト

事務局」を信託銀行を補佐するかたちで設立

し、助成先の公募事務や、助成団体への情報

提供やアドヴァイス、基金のニュースレター

の発行、報告会の開催、募金活動等、基金を

運営、支援する様々な活動を機動的に行う体

制をつくりだした。一方、基金の顔として、

助成先の検討や基金自体の基本方向の決定で

は運営委員会も公益信託では大きな役割を担

っている。

この信託銀行、運営委員会、からトラスト

事務局の 3者から構成される 「函館か らトラ

スト」は具体的に 5つのからにこだわって、

市民まちづくりを支援していこうと考えてい

る。

●函館のカラーにこだわる

函館のカラー（色彩や地域の歴史文化）に

こだわった街並み、まちづくりを支援する。

●函館からの発信

市民の活動要求を育て、市民まちづくりの

函館・街並み色彩まちづくり

活動の輪をひろげていく。

●からくち（辛日）の情報

ロあたりのいい話題ばかりではなく行政、

市民にとって辛口の内容や言いにくい事を自

由に言い合える場として。

●カタリスト（触媒）としての「から」

基金に関係する人々、活動のカタリスト（触

媒）として機能する「函館からトラスト事務

局」と情報媒体としての機関誌「から」の発

行。

●目に見える成果から

助成活動を通して実際の環境に、目に見え

る成果を着実に積み上げていく。そのことを

通して、市民、行政、企業等の基金への評価

を高めていく。

市民まちづくりへ

1993年末に最初の助成活動がスタートして、

約2年がたつが、その間、計8件の市民まち

づくり助成がおこなわれている。それらは例

えば、次のような活動であるが、函館での市

民まちづくり活動の多彩さを改めて認識させ

るものである。

●歴史的な下見板建築のペンキ塗り替え活動

基金誕生の発端ともなっただけに、下見板

張りの町家のペンキ塗り替えは94年と95年活

発な活動として、建築学科の学生グループに

地域の住民が協力する体制で行われている。

ペンキの塗り替えによって街並みに影響を及

ぽすには、 1軒だけでなく複数のまとま った

リニューアルが効果的である。予算の関係で

1軒しかできない場合は、隣が塗り替え予定

のある建物を選ぴ3軒連続効果をねらったり

(94年）、今年は工業高校の学生のポランティ

アの参加もあり、次第に街並みのレベルでの

建物ペンキ塗り替えに、活動が広がりつつあ

る。ペンキ塗り替えは最初「こすり出し」に

よる色彩分析にもとづき、 コンピューター・

グラフィックスによるシミュレーションで、
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塗り換えの色を建物の持ち主と一緒に考える

ことから始まる。作業は夏の週末の 2日間に

一気に行われるが、最後に足場が外された時、

風化した外壁と街並みが、見違えるように輝

く瞬間が出現する。ペンキ塗り替えの対象と

なる歴史的な下見板建築は、行政の外観修復

への支援策のある指定物件外の建物であり、

観光とも縁のない普通の生活の舞台である。

地区の過半を占めるこの普通の生活の舞台は

急速に老齢化、老朽化が進行している。ささ

やかな活動ではあるが、ペンキ塗り替えが地

区の忘れられようとしている建物へ、お年寄

りの所有者が若いポランティアに剌激され、

もう一度愛着を取り戻す契機を生み出しつつ

ある。

その他にも、 ●市民の足となっている市電

車両のペンキの塗り替え活動や、 ●衰退した

商店街の再生へのプランづくり、 ●市民によ

る函館の観光施設と街並みの景観調査、 ●奥

尻地震で大きな被害を受けた歴史的建造物

（旧海産商同業組合会館）の修復事業、 ●元

町地区の古い住宅地での住民と一緒に地域の

生活環境を考えるワークショップの開催など、

様々な活動が展開されている。また「函館か

らトラスト事務局」も自主事業として、神戸

のグループとの共同での神戸の異人館地区の

ペンキの色彩調査やアメリカからの建物修復

とペンキ色彩の研究者の講演会を開催したり、

元町倶楽部のメンパーによるローカルFM放

送を使ってのまちづくり講座「じろじろ大学」

のようなものも開かれている。

いずれも助成額は 1件あたり20万円前後と

少額であるが、年2阿開かれる夏の中間報告

会と 3月におこなわれる最終報告会では、各

活動団体とも非常に中身の濃い活動を発表し、

出席している運営委員や事務局のメンバーを

驚かせることも多い。

従来市民のまちづくりというと、なにか切

実な課題や反対運動につきうごかされ、やむ

にやまれず立ち上がるというタイプの活動が
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多かったが、まちづくり公益信託からうまれ

つつある市民の活動は市民サイドで自主的に

まちづくりのテーマを設定して市民が自ら考

えて楽しみながら行動する、能動的かつ非義

務的な活動が特色のように思われる。能動的

なまちづくり活動では、助成額はたとえ少額

でもそれが呼ぴ水となって、満足できる成果

がでるところまで、自主的に活動を展開して

いくケースが多いのである。問題はその呼ぴ

水と、困った時などに相談に乗ってくれる相

手や情報ネットワークが用意されていること

が重要なのである。市民の自主的な活動の受

け皿として、財政面やノウハウ、情報提供の

面からまちづくり公益信託が地域で機能する

可能性がそこにあるように思う。

本来「まちづくり」という言葉は、地域に

住む市民が中心となって、行政やデベロッパ

ーと対等な関係をもって、市民にとって暮ら

しやすい街の整備や開発を行っていこうとい

う意志をこめた言葉である。そういう意味で

は函館は「まちづくり」に独特のスタイルを

もった街である。函館山の麓、西部地区と呼

ばれる地域で、ここ十数年来おこなわれてき

た歴史的環境をめぐる「まちづくり」は、お

上意識、公共依存の都市開発に対し、市民の

知恵とアイディア、臨機応変の動きがいかに

街を面白くできるか、その実験場であったよ

うに思う。 「函館からトラスト」というまちづ

くりの仕組みが、この「まちづくり」の伝統

をさらにおもしろく発展させていけるかどう

か、地域にどれだけ根付いていけるかにかか

っているといえよう。

街は生きているのだから、変わっていって

当然だ。再開発の波は函館の街にも押し寄せ

ている。今後も街並みの変化がペンキを塗り

替えるように、街の主役である人々の手で行

われるような「まちづくり」を我々は望みた

いのである。



飛騨高川の歴史・文化・観光・まちづくり

（初飛騨高山観光協会会長蓑谷 穆

飛騨の地名の由来

飛騨は東に乗鞍岳を中心とする北アルプス

連蜂、西に臼山、南に御岳、北に立山の崎続

きと四方を三千メートル級の山々に囲まれた

海のない国である。＜日本美の再発見〉で有名

なドイツの建築家、プルーノ・タウトが「飛

騨はスイスか、さもなければスイスの幻想だ」

といみじくも言ったように、飛騨は豊かな自
こま

然に恵まれ、山河美しく、また細やかな暖か

い人情で知られている。

飛騨の名前は、飛騨（日本書紀・公益俗説

解）、斐太（万葉和歌集西大寺資料）斐陀（国

造本記 ・大宝賦役令）、卑田（旧事本記）、比

太（和名類衆抄）、飛駄（国名風土記）等々、

諸書まちまちである。このように用字は同一

ではないが、その呼称はいずれも 「ひだ」で

ある。昔、宮廷用の木材を馬に運ばせたら飛

ぶように走ったので、飛駄、或いは美しく織
ひだ

りなす山々の懐からとったとも言われている。

史書に出てくる最初は、成務天皇の 5年
ぁめのIIあかりのみこと おおはやしのみこと

(135年）天火明命の九世の孫、大八椅命が飛

騨国造に任ぜられた事である。つづいて仁徳

天皇の65年 (377年）、頭が一つで両面があり、

体は一つで4本の手足を持ち、力強く、早業

で、左右に剣をさし、 4本の手で二つの弓を
りょうめんすくな そむ

同時に使う両面宿灘という怪物が天皇に背き、
なにわ ねこたけのふるくま

難波根子武振熊に平定させたと日本書紀に載

っている。

古代～室町時代ー飛騨の匠

高山市をとりまく飛騨地方には、先住民族

が生活したいくつかの追跡があり、石器時代

の火炉のある数多くの住居跡や古墳がある。

石器や土器などもたくさん出て、これらの埋

蔵文化も多くあり、飛騨は歴史の宝庫とも言

われでいる。

大化の改新 (645年）によって新政が施か

れ、国司がおかれるようになり、国に大、上、

中、下の 4等があり、飛騨は下の国であった。

これ以来、飛騨は俗に言う下々の下国として

位置づけられ現代にいたるのである。最初の

国司は上道正道で、天平神護元年 (765年）に

任ぜられている。また、租、庸、調の税制が

制定された。
た（みた（み

［今に生きる匠の技ー飛騨の匠ここにあり ］

飛騨は貧しく、租、調が免ぜられ、そ

の代わりに都の造営に、飛騨のエが労働
しょうちょう

力を提供した。 50戸毎に匠丁（大工） 8 

人、扁『（食事の世話人） 2人ずつ出

し、これを出さない家では10人分の食糧

蓑谷 穆 （みのたにたかし）

高山市生まれ

昭和57年飛騨高山観光協会会長に就任、現

在に至る

昭和5詞こ飛騨地域地場産業振興センター

専務に就］壬、現在に至る

昭和62年岐阜県観光連盟副会長に就任、現

在に至る

平成3年高山商工会譲所副会頭に就任、現在に至る
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を出している。飛騨全体では、 100人、時

には300人もの男子が奈良の都に狩り出

されたわけで、これがいわゆる飛騨の匠

である。

この制度は室町末期まで500年も続い

た。中には苦役に耐えかねて飛騨に帰ら

ず、妻子も捨てるという逃亡者も出るに

至った。こうした匠たちが各地で妙技を
ひだのたくみ

ふる って飛騨匠の名を挙げる事にな っ

たのは皮肉な事であるし国外流出による

過疎化の走りであったともいえる。

天平13年 (741年）には聖武天皇の詔勅によ

って、諸国に国分寺が建てられる事になった

が、飛騨国分寺は天平18年 (746年）に建立さ

れたと伝えられている。もちろん飛騨の匠が

建てたものである。しかし昔の広大な寺域や

七重の塔は伝説によって知るのみで、今は町

の真ん中にあって境内も狭く、 三重の塔にそ

の昔の面影を偲ぷばかりである。

この頃つくられた万葉集には飛騨の歌が幾

つかあるが、代表的な一首に「かにかくもも

のはおもはすひたひとのうつすみなわのたた

ひとみちに」がある。

金森時代一まち・みち•ものづくり一

城下町の経営

今日の高山の町の形が作られたのは16世紀

末の天正13年(1585年）越前大野の城主答履
ながちか

長近が羽柴秀吉の命を受け、飛騨を攻略平定

し、翌天正14年 (1586年）飛騨侵攻の戦功に

よって秀吉から飛騨国 3郡24郷414ケ村、 3万

3千石に封じられ、高山城の築城、町づくり

にとりかかった時に始まる。

金森長近は、最初織田信長に属し、続いて

豊臣秀吉につき、関ヶ原の合戦では徳川家康

の東軍に属し、戦功によ って飛騨で5千石を

加増せられて 3万8千石となり、さらに美濃
こうづち

上有知などで 1万8千石を加増された。

戦いに明け暮れた長近も、おそらくこれが
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最期の地であろうと城下町の経営に腐心する。

高山城の築城には前後16年を要している。山

城と平城を兼ねた御殿風の優雅な城であり、

その後、天領となったとき、加賀藩によって

取り壊され、今ではその面影を残すものは石

垣のみとなっている。昭和63年(1989年）加

賀藩の詳細な取り壊し記録に基づき30分の 1

のレプリカが復元され、高山市民文化会館2

階ロビーに展示され市民の注目を集めている。

また、当時の戦国武将がそうであったよう

に長近も京都指向の非常に強い武将であった。

［まちづくり］

高山市内の真ん中を流れる宮川を京の

鴨川になぞらえ、東山一帯に民衆教化の

ため寺院を集めた寺屋敷をつくり、城に

続く喬台（現在高山市役所のある付近）

に侍屋敷をつくり、下町に町人屋敷（現

在も古い町並みとして残っている上一之

町、上二之町、上三之町、下一之町、下

二之町、下三之町など）をつくり、整然

とした碁盤の目のまちづ くりがなされた。

長近は、城下町の経営と並行して、社

寺を建立したり、再輿している。血なま

臭い戦場の修羅場を駆けめぐってきた長

近にとって、神仏は心の拠り所であった

のだろう 。長近の宗教に対する施策はそ

つなく巧妙であったが、晩年は自 ら仏門

に帰依する程に信心深かった。

ありしげ

関ヶ原合戦を最後に高山城は可重に譲り、禅

三昧、茶三昧の日々を過ごし、 85年の生涯を

終えた。

［産業振興一木材・地下資源の開発］

長近が領国経営のために最初に着目し

たのは、飛騨の豊富な山林資源であった。

山中の住民には木材を伐出させてこれを

年貢に替えたのみならず、かなりの手当

を施している。長近はまた鉱山の開発に



も意をつくし、飛騨の各地で採掘に成功

し、このため金森氏は富裕でこれによっ

て種々の産業を興した。

［街道一みちづくり・商業の振興］

飛騨の諸口道路を開き整備したのも金

森時代である。国境や国内の枢要の地に

は口留所が設けられ、通行人の出入りを

改め、運上口役銀を徴収した。その数は

31カ所であった。伝馬制度も考えられ、

飛騨の産業発達が図られた。また、城下

町の繁栄のために商業政策を重視し、い

ろいろ施策を打ち出し保護して商業の発

展を図ると共に、養蚕にも力を入れこれ

を奨励した。

この長近時代に総ての基礎づくりがなされ、

以後6代107年間にわたり、今日の飛騨・高山

がつくられたと言っても過言ではない。

一族からは茶道の宗和流開祖金森宗和や
せいすいしょう

＜醒睡笑〉で落語の始祖として知られている
あんらくあんさくでん

安楽庵策伝など、多仕済々の人を輩出してい

る。

［いまに受け継がれている伝統的工芸品一春

慶塗］

飛騨高山の伝統的工芸品である春慶塗

も金森時代につくられている。慶長年間
ありしげ

(1596年～1614年）第二代可重の時代、

城下の造営を行っていた時、大工棟梁の
さわら へき

高橋喜左工衛門がたまたま割ったオ甚の批
め

目の美しさに目を止め、これで盆を製作、

可重に献じたところこれが宗和（茶道宗
ぬし

和流の開祖）の目にとまり、御用塗師成

田三右衛門に木目を活かした塗りに仕上

げさせたのが飛騨春慶のはじまりといわ

れている。

飛騨嵩山の歴史・文化・観光•まちづくり

天領時代

より

元禄5年 (1692年） 7月28B、六代金森頼
とき かみのやま

皆は突然幕府より出羽国上ノ山（山形県上山

市）へ移封を命ぜられた。その後、飛騨は明

治元年（1868年）まで177年間、徳川幕府直轄

の天領となった。幕府が飛騨を天領とした理

由は、莫大な金・銀・銅・鉛・硝石に代表さ

れる地下資源、豊富な森林資源を得るためだ

ったと言われている。下々の下国の民は貧し

かったが資源は豊富であった。

［天領の民一飛騨の連帯感ー飛騨は一つ］

この天領政治が飛騨人に与えた影響は

大きく、領民は他領に対し常に天領の民

であるという優越感を持ち、現在の一市

三郡十九ケ町村当時の四百十四ケ村には

同じ釜の飯を食っているという 一国意識

が生まれ、現在まで続いている。

かみのやま

頼音が移封された上ノ山は俵高三万石の無

城の地であるからひどい左遷といえよう 。金

森頼皆は、数百人の家臣とその家族を引き連

れ新しい領地に入った。頼者を始め家臣・家

族は住む城も家もない任地にあって山林の検

地をはじめ城下町づくりに専念、多額の経費

を費やした。上ノ山にいること 5年にして元

禄10年 (1697年）には、またも美濃国八幡藩

（飛騨に隣接する郡上八幡）に転封になり、
よりかね

宝暦8年 (1758年）頼錦のとき除封された。

転封につぐ転封は幕府が外様大名を取り潰す

時の常套手段である。頼錦のあとは交代寄合

となったらしい。絶家といってもその祭祀は

絶えず、ほとんど諸候同一の家格を保ち得た

のであるから、他の改易大名と比べると幸せ

といえようか。

金森氏が上ノ山に転封したあと、元禄5年
ただ

(1692年） 8月18日、関東郡代伊奈半十郎忠
あっ

篤が飛騨代官の兼務となった。 しかし高山城

在藩は金沢藩主前田綱紀が命ぜられ、金沢藩
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にとって高山在藩は苦労の種であったようで

ある。御役御免を幾度かにわたって嘆願し、

ついには在藩出費に耐え兼ねて高山城の破却

を願い出ている。「御入用の節は、何時なりと

も元どおりに復する」という一札を入れてい

ると言われている。飛騨高山に古くから伝わ

る盆踊りの一節に、「飛騨の高山お城の御番、

勤めかねたよ加賀の衆が」とあることからも

うかがい知ることが出来る。

飛騨の初代代官は、先にも述ぺたように関

東代官としても著名な伊奈半十郎忠篤で、飛

騨代官を兼務している。以後二十五代まで高
ぁtじ

山陣屋の王は、江戸から旗本が来ることにな

る。

［大原騒動ー百姓一揆］

つぐまさ

第十二代の大原彦四郎紹正の時、検地

を強行したために百姓一揆が起きたが、

結果は百姓側が深、獄門以下9千数百名

の境牲者を出すという完全な敗北であっ
ほ

た。これに比して代官側は、彦四郎が布
し9

衣郡代に昇格、 10万石の格式を持つよう

になるという恩代にあずかっている。

十三代の大原亀五郎正純は彦四郎の子で

このときにも枇政が原因で騒動が起き、

百姓側が死罪 1人であったのに対し、代

官側は亀五郎が解職の上、八丈島に流罪

になったほか、打首 2人、追放28人など、

それぞれ処罪を受けている。この親子24

年にわたる百姓ー挨を大原騒動と呼んで

いるが、山深く耕地も猫の額ほどしかな

い土地にしがみついていた百姓の執念は、

ついに悪郡代に勝つたのである。

こうした暗い歴史もあったけれど、飛騨 ・

高山には豊富な地下査源、山林査源があり、

天領であったために、大名支配地からみれば

平均的な税制であったことも起因して、町人

が栄え、豪商が続出した。金森時代より受け

継がれてきた文化も花開き、おまつりも盛ん
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春の高山祭屋台と赤い中橋

になってきた。

［春・秋の高山祭の起源］

ひえ

春の祭の日枝神社は、天正の末、金森

長近が高山城を築くとき、その鎖守を願
さんのう

い旧片野村の山王社を勧誘したものであ

る。高山城の南麓に造営された日枝神社

は杉の巨木に囲まれて深厳な神域を今に

伝えている。山王祭の起源は定かでない

が金森時代には既にあったようである。

秋の高山祭の桜山八幡神社や八幡祭の起

源もはっきりしない。伝えによるとこの

社の創建は仁徳天皇の時代(5世紀初期）

という。様々な荒廃を経て元和 9年(1622
しげより

年）金森三代重頼が城北の守護として再

興した。

金森氏移封後は両神社、お祭りとも一

時衰えたようであるが、幕府から派遣さ

れてくる代官・郡代が何かと保護し、崇

敬し、まつりを奨励したこともあり、加

えて町人の財力も豊かとなり、動く陽明

門と言われる屋台が出来るのである。

［高山祭の華 屋台のおこり一文化・工芸の

粋］

屋台についての記録は、享保3年(1718

年）の八幡祭が最も古い。天領になって



からは江戸の文化が急激に流れ込み、屋

台の形式も江戸山王まつりのそれを模し

て発達したものと言われているが、飾り

ものや金具類は京都から入っているので、

東西両文化の影響を受けていると言えよ

う。文化 (1804年～1817年）・文政 (1818

年～1829年）時代と世を挙げての爛熟時

代、高山の屋台も頑丈なものから優美な

ものに変わっていった。しかし、高山の

屋台がその当初、江戸のそれを規範とし

ていたことは確かであろう。がそれにと

どまらず、安永頃、 (1771年）から京都の

影響を受けて変化し始めた。つまり、高

山の屋台は江戸文化の系譜をふみながら、

藷籍、伊達柱、雀庫、御所車、からくり

人形に至るまで京風になって行くのであ

る。と言っても江戸振りがなくなったわ

けではない。高山の文化の特色は東西文

化を併存させたところにあるようである。

江戸風から京風に移行するにあたっては

大原騒動からにわかに台頭してきた高山

の豪商（旦那衆）達の意向が大きく介在

していた。もともと高山の人々は京志向

であった。飛騨の匠が京文化を持ち帰っ

て以来の伝統であろう。こういう系譜に

つながる豪商達が江戸から移入された屋

台に触発されて、こぞって屋台をつくり

始めた。均整のとれた建築美、精巧な彫

刻はこの時代の所産である。その後も間

断なく改修が行われ、明治中期には再び

黄金時代を現出し、今日の屋台を残すに

至っている。代官や郡代は常にまつりを

奨励し屋台を保護しているが、それは貧

寒痩土の地にあって、ともすれば欲求不

満が爆発しそうな民心を、春・秋2rWlの

祭によってエネルギーを発散させたので

あろう。後年高山が生んだ刑法学者牧野

英一東大名誉教授は、ふるさとのまつり

を偲んで情緒豊かな詩を詠んでいる。

「おまいりの人等うつくし御旅所の宵

飛騨高山の歴史・文化・観光・まちづくり

ひ

のまつりのはなの灯かげ」
がく は

「竜神のまひの楽いま破になりて春風

に花の一つ二つ散る」

［いまに受け継がれている伝統的工芸品一

一刀彫］

天領時代に完成されたものに一刀彫が

ある。飛騨の銘木一位の美しい木目とノ

ミのタッチをたくみに活かし、江戸末期
すけなが

松田亮長が独創的な技術で今日のものに
みなもと

作り上げた。その源は、遠く大化の改新

の頃の飛騨の匠の技に遡るが、高山祭の

屋台にもその見事な彫りが残るなど、飛

騨の匠の伝統と芸術は現代に受け継がれ、

伝統的工芸品として今日に生きている。

歴代の郡代の中で二十一代目の小野朝右衛
たかよし

門高福は、弘化2年(1845年）江戸御蔵奉行
てっし●う

から飛騨郡代に転任した。山岡鉄舟の実父で

ある。山岡鉄舟の本名は鉄太郎、高福とその

後妻磯（鹿島神宮の娘）との間に天保 7年

(1836年） 6月10日江戸で生まれた。第五子

で、後に山岡家の養子となったが、 10歳の時

一家と共に高山陣屋に米て、 17歳まで陣屋に

在住、文武に励んだという。
いってい

書は岩佐一亭（現在その末裔は高山市で開

業医）に学んだ。岩佐一亭は、一つの文字を

3年間続けて練習、 1日に 3合の墨汁を決め

て使う努力を重ねる事10年に及ぶという書家

であった。鉄舟も努力の甲斐あって、 15歳の

10月、師一亭から弘法大師木道五十二世を免

許され、一楽斎の号を与えられた。書家鉄舟

の誕生である。禅は13歳頃の高山時代、大灯
そうゆうじ

国師の遺誠を読んで感動し、高山の宗猷寺住

職に教えを受け、その後各地の各僧に参禅し

た。剣の道を志したのは 9歳の頃で、始めは
ほくしんいっとうり●う

真影流を学び、次に北辰一刀流を修め、 45歳

になって一刀流の正統を次ぐと共に、無刀流

を開いた。昴水 4年 (1851年） 9月25日母を
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亡くし、翌 5年2月28日父の郡代を亡くし、

高山東山の宗猷寺に墓所を定め両親を葬り江

戸へ帰った。

慶応4年 (1868年） 3月、鉄舟33歳男盛り

の鉄舟は官幕両軍の中に入り、西郷隆盛を静

岡に訪ねて隆盛を説得、朝礼4箇条を拝受、

江戸救済の道を開く一方、徳川家の安泰にも

大きく寄与した。この鉄舟の平和を愛し、民
っちか

の幸せを願う 心は少年期の高山時代に培われ

たものと言われている。

［高山陣屋一歴史的意義］
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史跡に指定されている高山陣屋は、金

森藩の向屋敷であったもので、初代伊奈

氏以来、高山陣屋は天領支配の中心とな

った。籍森きの門の大扉には、大原騒動

の時、農民に剌された番卒の血痕が染み

込んでいる。明治になって高山県・飛騨

県庁舎を経て、県飛騨支庁舎、郡役所と

なり昭和になって飛騨地方事務所、昭和

44年 (1969年）まで飛騨県事務所となっ

ており、天領時代から数えて277年間、高

山陣屋は飛騨の政治の中心であった。そ

の後、元の姿に復元して保全され、全国

で唯一の陣屋として飛騨・高山の大事な

観光資源であると共に国の重要文化財と

なっている。

高山陣屋

明治維新一飛騨の夜明け

二十五代目の郡代、新見内膳正功になって

明治維新を迎えた。慶応4年 (1868年） 1月、

東山道総督府の鎮撫使竹沢寛三郎が飛騨にく

ると聞いた新見郡代は、すぐさま対策を協議

し、その結果、 25日に高山陣屋を脱出し、 雪

の野麦峠を越えて江戸に逃れ、177年間にわた

る飛騨の幕府直轄天領時代は終わった。郡代

を失った地役人達は、飛騨入りした鎮撫使竹

沢寛三郎に再雇用の歎願書をつくり、天朝に

奉公することを誓った。

武士であって武士でない中途半端な身分で

あった地役人にしてみれば自分達を見捨てた

郡代＝幕府に何の義理もない。そんなことよ

りも地役人という役職を失う方が大間題であ

る。町人達に誇示した地役人としての体面を

捨てて、彼らは竹沢鎮撫使を迎えたのである。

新見郡代といい、地役人といい、この変わり

身は見事と言うよりほかない。

2月4日竹沢は、高山陣屋に入り、翌日、

門前に「天朝御用所」の高札を立てた。御一

新政治はここから発足した。竹沢が高山陣屋

に入ってから4OH目の 3月13日、竹沢は解任

され京都に戻された。維新と共に飛騨は飛騨

県となり、すぐ高山県と改められた。

［梅村騒動一変革に戸惑う飛騨の民］

その初代知事に、尊皇攘夷に青春をか
はやみ

けた熱血漢の水戸浪士梅村速水という 27

歳の若き知事が着任した。その若さと情

熱は旧制度を一挙に打破しようと精力的

に改革を行った。孝子節婦に賞を与え、

開墾．灌漑用水の新設を推進し、能力あ

る人材は身分の低い者でも要職に登用し

た。しかし、旧体制の身分制度には抜き

がたい壁があった。町人は家持ち、店借

り、地借りがあったし、百姓には本百姓、
かどや けほう

門屋、家抱、水呑みなどがあり、その家

の格式を保持することによって地域の秩



序を保っていた。例えば家持ちや本百姓

は村役人になれるとか、冠婚葬祭に袢が

着れるとか、次男以下が分家して出来た

門屋は如何に田畑を増やしても、村内に

おける発言権はなかったとか、村の掟は

厳しかったのである。また江戸時代の地

図を見ても屋敷割には家持ちの名だけが

記入されて、店借りや地借りは誰が住ん

でいたのか解らない。その古い秩序に対

して挑戦した梅村に大きな誤算があった。

矢継ぎ早に出される改革案に飛騨人はつ

いてゆけず騒動が起きたのである。やっ

ていること自体は正しいとしても、保守

的な飛騨という風土で、長い間に亘って

培われた飛騨気質というものを知らなさ

過ぎたという若さと、政治的未熟さから

きた誤算である。着任以来 1年、失政の

罪に問われて江戸の牢に収監されたが、

明治 3年 (1870年） 29歳の若さで獄死し

た。梅村騒動は大原騒動と共に飛騨の二

大騒動と言われ新しい飛騨が生まれるた

めの大きな陣痛であった。

「我もまた同じ浮き世を歎くかな

君がむかしを思ひくらべて」

梅村の絶句である。

梅村失脚後、宮原積が高山県知事となり、

梅村が進めた諸施策を廃し、漸進主義的な態

度で県民に臨み、騒動後の安定に意を注いだ。

明治 4年 (1871年） 11月、府県廃合令により、

高山県は廃止され、北アルプスを境に隣接す

る信州松本地区と筑摩県となり、明治 9年

(1876年） 8月、飛騨3郡は岐阜県に編入さ

れ管轄となった。明治22年7月 (1889年）高

山は町制を施行し、更に昭和11年 (1936年）

11月市制を施行した。平成 8年 (1996年）は、

飛騨が岐阜県に編入されて120年目となる。
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鉄道の開通と市制施行

［高山本線全通が高山市に及ぼした影響］

明治25年 (1892年）飛騨に鉄道敷設を

の運動が始まった。高山町と飛騨3郡の

有志が集まり、以来息の長い運動が始ま

った。当然電話も自動車もない時代、そ

の先見性と努力に対して敬服するばかり

である。

明治から大正へと時代も移り、 27年後

の大正 8年(1919年） 5月岐阜～笞籍瀾

間が着工、順次北へと工事は進んだ。一

方、富山方面からは大正13年 (1924年）

6月、飛越線として、富山～田刈屋間が

工事に着工、山また山の合間を縫っての

工事は幾度か困難に遭いながらも克服、

昭和 9年 (1934年） 7月、高山・飛越線

連結軌条納め式によって、岐阜～高山

～富山間の工事は完成、その名称も高山

線・飛越線を 1本化して高山本線となり、

試運転を重ねながら同年10月25日、高山

駅の開業と同時に一番列車が走り、飛騨

がようやく全国各地と結ばれた。明治25

年に運動を始めて以来42年の歳月を経て

の完成である。高山町民、沿線住民はも

とより飛騨人の喜びは筆舌に表しがたく、

飛騨始まって以来の夜明けであり、 5日

間にわたって祝賀行事が行われたという。

高山本線の全通により、過去閉鎖的であ

った飛騨 ・高山に、経済 ・産業 ・教育・

文化はもとより総ての面に新風が送り込

まれ、その後の飛騨・高山の発展に果た

した役割は計り知れないものがある。

1994年（平成 6年）は高山本線全通60周年

を迎え、祝賀行事として多彩なイベントを展

開、とりわけ飛騨人の心を打ったのは、 JR 

東海、JR西日本のご協力により、飛騨高山

～飛騨古川間を25年振りに走ったSLであっ
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た。たくさんの観光客をお迎えすると共に、

多くの人々に郷愁とロマンを与えた。

［高山町が高山市に］

昭和11年 (1936年） 11月、高山は高山

町（人口22,488人、戸数4,810戸）と大名

田町（人口8,369人、戸数1,930戸）が合

併し、全国131番目の市として市制を施行

した。こうして高山は新しい時代の道を

たどるのである。平成 8年 (1996年）高

山市は市制施行60周年の節目を迎え、懸

案の市庁舎も完成し、 21世紀に向かって

新しく第一歩を踏み出す。

観光都市飛騨高山

飛騨高山の観光の歴史は古い。天領時代に

多くの文人、画人、僧侶、商人が飛騨を訪れ

ると共に、高山陣屋への代官、郡代、その家

族、役人とそれにまつわる人々が多く訪れて

いる。高山本線が全通した昭和 9年、高山が

市制を施行した昭和11年、当時の新聞を見て

も現在と同じ目標の「産業と観光の町づくり」

と大きく出ている。

戦時中、陸軍航空研究所が、乗鞍山項でな

ら3千メートル上空でのエンジンの試験が可

能だということで工事を進めた乗鞍道路に、

太平洋戦争が終わって昭和23年7月、一番バ

スが走った。その後、昭和20年代、 30年代は

古い町並
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春 ・秋の高山祭、夏の乗鞍岳、槍、穂高 •北

ァルプス連峰への登山基地として、観光客は

年間20万人～30万人であった。

一方、豊かな資源を誇る飛騨の木材集散地

として栄えた高山も戦後の乱伐が大きく災い

して木材資源は枯渇し、変わって付加価値を

高めるべく飛騨の匠の技を活かした木工・家

具産業が盛んとなった。昭和40年代 (1965年

～）に入り、昭和35年 (1960年）頃より始ま

った高度経済成長に、交通体系の未整備もあ

って取り残された飛騨地域は、 「豊かな自然」

と物質文明に押し流され、忘れ去られた「人

の心」が飛騨人の暖かい心として残り「日本

人の心のふるさと」として大きくクローズア

ップされ、昭和45年 (1970年）国鉄のディス

カバージャパン・キャンペーンにより観光地

として飛躍的に発展した。

それまで年間20万人～30万人だった観光客

も昭和45年には60万人、翌46年には100万人を

突破し、昭和48年(1973年）第一次石油パニ

ック、昭和54年 (1979年）の第二次石油パニ

ックにも影響されることなく伸ぴ続け、昭和

55年 (1980年）には200万人の大台に乗り、平

成 2年 (1990年）には250万人の観光客の入り

込みとなった。

しかしながら、ここ 2、3年は急速に進む

国際化、円高の中、産業・金融・情報の空洞

化に加え、観光の空洞化も進み、政治の混迷、

景気の低迷ともども非常に厳しい状況に置か

れている。

現在の高山市は人口 6万6千人、工業生産

高904億円、農業生産高約80億円、観光による

直接収入約387億円、波及効果約903億円（高

山市の調査では平均2.33倍）と大きく成長・

発展した観光は市域経済になくてはならない

産業となっている。



El世紀へ向かって

以上、わが飛騨高山の歴史的経緯を要点の

み記してきた。飛騨高山が観光地として全国

に認知され、全国よりたくさんの観光客をお

迎えしている原点が、遠くは、古代から奈良、

平安時代を経て、戦国、江戸時代と移り変わ

る中、歴史 ・伝統 ・文化・ 伝承芸能 ・祭 ・屋

台 ・味 ・古い町並み、加えて人情をかたくな

までに守り、育み、その時代、その時代に合

った新しい血を入れ創造してきた結果である

事をご理解いただければ幸いである。

空港も、港も、新幹線も、高速道路もない

飛騨 ・高山ではあるが、現在鋭意工事が進め

られている東海北陸自動車道、そして長年の

飛騨人の願いであった首都圏へ向けての出口

であり、信州松本地区とを結ぶ安房トンネル

も1995年（平成 7年） 5月貫通し、供用開始

は1997年（平成9年）秋の予定と工事が順調

に進み、それを受けての、中部縦貫高速自動

車道も一部では工事着工となり飛騨地区でも

用地買収 ・工事着工と進み、 21世紀初頭には

高山を中心として縦横に高速自動車道が走る

こととなる。

飛騨 ・高山にとっては、金森侵攻（金森時

代）、徳川幕府直轄（天領時代）、高山本線全

通（昭和）以上の大きな影響があると思われ

る。人口の首都圏への一極集中が進む中、地

方にあっては高齢化、少子化、過疎化が猛烈

なスピードで進行し、飛騨・高山もその例外

ではない。

21世紀が「物から心の時代」「心にゆとりの

時代」であり、 21世紀の初頭に日本の人口が

ピークを迎え、高齢化社会であるとするなら

ば、社会の仕組みは今のままではあるべきは

ずはなく 、価値観も大きく変化するであろう。

飛騨で生まれ、飛騨で育った飛騨人は 「次

の世代に残すふるさとづくり • 町づくり」に

英智を結集し、豊かな自然、歴史、伝統、文
はぐ（

化を守り、創造し、育み、 「人と人との出逢

飛騨高山の歴史 ・文化・観光 ・まちづくり

い、ふれあい」「もてなしの心」 を大切に 「生

活文化のある心豊かなふるさと」としたい。

（参考・引用文献）

「飛騨歴史散歩」

加藤 恵著創元社

「飛騨の系諧」

桑谷正道著日本放送協会

「安吾新R本地理」

坂口安吾著河出書房新社

「飛騨金森史」

元高山市郷土館長丸山 茂著

高山市（財）金森顕彰会

「飛騨天領史」

元高山市郷土館長丸山 茂著

高山市山岡鉄舟顕彰会
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地方都市浜松市の戦略

浜松市企画課鈴木将史

はじめに

JR浜松駅を降りると、新しい浜松市のラ

ンドマーク「アクトタワー」（高さ212m、地上

45階建て）が悠々とそびえ、音楽の街を象徴

するかのようにカリヨンの音が鳴り響き静か

に時を告げている。

浜松市に最近訪れた皆さん方は、 ・まず駅周

辺の変貌ぶりに驚かれることであろう。

駅前の16バースのバスターミナルを核とし

て、高層ピルと緑が一体化したアクトシティ

をはじめ、都心地区のオアシス空間となるフ

ォルテ（第三セクターによる都市施設）、さら

には、都市型ホテルや商業施設が相次いで整

アクトシティ全景・空撮（アクトシティと遠州灘）
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備され、これらの施設がアクアモール、ギャ

ラリーモール、サンクンプラザ ・サンクンガ

ーデンなどの快適な歩行者動線で結ばれてい

る。

土曜日、日曜日ともなると、思い思いのフ

ァッションを楽しむ若者達や家族連れで賑わ

い、街角ではプロムナー ドコンサートや街角

コンサー トが開催され、クラシック、ポピュ

ラー、ジャズなどの様々なジャンルの音楽が

流れ、都心ならではの賑わいの空間が演出さ

れている。

鈴木将史（すずき まさし）

B翫02坪 7月15日生まれ。

浜松北高、青山学栢汰学経営学部に進み、昭和49Jlこ浜松市役所に入所。

農政課を経て、昭和58-lf-企画課に異動し、現在企画棟企画係長。

この間主に浜松市総合計画の策定に携わる。
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花夢音はままつイペント風景

街づくりの歴史

浜松市の街づくりは、戦後の戦災復興事業

とともに始まったと言っても過言ではない。

人々は、持ち前の「やらまいか精神」（まず何

でもやってみようという浜松地域の方言）で、

焦土と化した戦災の傷跡から立ち上がり、水

を引き、道路を造り、家を建て、やがて、街

には灯りがともり、街路樹が植えられ、都市

の復興への確かな歩みが始まった。

都市再建の槌音が高らかに鳴り響く中、浜

松大空襲を受けながらもひん死の状態で残っ

たたった 3本のプラタナスの木に、市民自ら

の手で水をかけ、肥料を与え、見事にこの木

を甦らせたといった逸話がある。

このプラタナスの木を「市民の木」として

命名した。後に、こうした市民の緑を守り育

てる心の原点が高く評価され、緑の都市貸を

受賞している。

また、焼け残った兵含や公会堂で音楽会が

開催され、多くの市民に心の安らぎと明日へ

の希望を与えた。

やがて、中心商業地が形成され、都市とし

ての様相を次第に整えたのとあいまって、昭

和25年には 「浜松こども博覧会」を開催し、

戦禍から立ち上がった浜松市を全国に力強く

アピールした。

昭和30年代の後半から40年代にかけて、東

西交通の大動脈となる東海道新幹線、東名高

地方都市浜松市の戦略

速道路が開通したのをはじめ、国道 1号バイ

パスの建設や都市計画道路の整備が進み、現

在の都市の骨格が形成されていった。

こうした都市の成長とともに、高度成長時

代を経て、楽器、オートバイ、繊維の 3大産

業の隆盛期を迎え、産業都市として飛躍的な

発展を遂げるとともに、全国的にもその地位

を不動のものとしていった。

そして、昭和54年には、市民の長年の悲願

であった東海道線高架事業が完成し、また、

昭和60年には市街地を南北に走る遠州鉄道西

鹿島線の高架事業が完成し、南北交通、東西

交通の円滑な流れの確保と市域の均衡ある発

展に大きく貢献していった。

この東海道線の高架事業とあわせ、浜松駅

周辺土地区画整理事業を並行して実施し、JR

浜松駅北日広場の整備をはじめ、商業業務機

能の集積を進めるとともに、貴重な公共空間

を確保していった。

こうして生み出された土地とその高度利用

が図られたからこそ、浜松地域テクノポリス

の都心部における交流拠点となり、また、音

楽文化・産業文化の高次な都市機能の集積拠

点となるアクトシティの建設として結実した

のである。

この駅周辺の整備を契機として、市民の街

づくりへの気運は大いに盛り上がり、音楽の

街づくりなど浜松らしい文化が芽生え、新し

い産業が育ち、 21世紀を展望した都市づくり

へと繋がっていった。

21世紀への都市づくり

国際化・情報化の著しい進展等を背景とし

て、人々の生活行動領域はますます広域化 ・

多様化し、一人ひとりの地域住民が日常的な

諸機能から高次な都市機能に至るまで、必要

に応じて自由に選択できる環境が求められて

おり、地方都市とその周辺地域の一体的な振

興発展を図っていくためには、既存の行政区
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域や広域市町村圏を越えて様々な機能を分担

し合う地域連携軸の形成が極めて有効な地域

戦略となっている。

こうした中、今、浜松市に求められている

広域的な役割と使命は、政治 ・経済、教育 ・

文化、商業 ・業務、情報などの様々な高次都

市機能が集積する浜松100万都市圏、さらには

三遠南信200万広域交流圏の真の中核都市と

して飛躍していくことであり、また、これら

都市圏 ・広域交流圏の一体的な振興への主導

的な役割を果たしていくことである。

浜松市では、第 3次浜松市総合計画新基本

計画において、 「個性ある浜松経済圏・文化圏

地方都市浜松市の戦略

の創造」を都市圏創造のコンセプトとして明

確に位置付けた。

そして、「高度な産業技術が集積する都市」

「人、物、情報が交流する都市」「世界の音楽

文化が蕉る都市」を21世紀に向けての都市づ

くりの戦略として掲げるとともに、浜松地域

テクノポリス構想をはじめ、国際コンベンシ

ョンシティ構想、音楽文化都市構想、さらに

は、アクトシティを中心とした浜松駅周辺の

整備等々、 21世紀を展望した様々なプロジェ

クトを推進し、その全容も次第に明らかにな

ってきている。

これらのプロジェクトは、都市のアイデン

一一国算二東漏自働事遍インタ一胃辺（浜北）地区
國浜名湖圧内池区

回浜名濾西岸湖西地区

国簗二稟濤自動●遍ィンター周辺（引佐）地区

国天電阿罵山地区

拠点図(4つのゾーン）
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地方都市浜松市の戦略

テイティの確立やイメージアップといった視

点とともに、従来の都市人口を対象とした都

市政策というよりも、むしろ都市圏のスケー

ルメリットや交流人口を意識した新しい都市

戦略としての位置付けができるであろう。

くアクトシティの建設〉
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アクトシティ 全景 空！量（アクトシティと中心市街地）

アクトシティは、本市将来の発展を展望し、

東海道線高架事業にはじまる一貫 した都市づ

くりのもとに、官民一体となって総力を上げ

て取り組んできたプロジェクトであり、 4半

世紀に及ぶ長い年月をかけて集大成したもの

である。

JR浜松駅に近接する交通至便な位置に立

地し、浜松地域テクノポリス構想、国際コ ン

ベンションシティ構想、音楽文化都市構想の

都心部における推進拠点として、また、産業

文化の複合的な交流拠点として建設したもの

である。

いわば、 2次産業を中心とする生産都市と

してのイメージが強い浜松市を、これまで培

われてきた生産力に加え、音楽文化や産業技

術の交流から新たなビジネスチャンスや都市

文化を創造し、消費都市・文化都市への展開

を図ろうとする意図をも有している。

このシンポルとなるのが高さ212メートル、

地上45階のアクトタワーであり、ホテルオー

クラをキーテナントとして、インテリジェン

トオフ ィス、専門店 ・飲食店などの商業施設

アクトシティ 大ホール

が配置されている。

また、アクトタワーを中心に据えて、本格

的なオペラや大型コンベンションの開催が可

能な2330席の 4面舞台を備えた大ホールや音

楽専用の中ホールをはじめ、コングレスセン

ター、展示イベントホール、楽器博物館、研

修交流センター、立体公園などが整備され、

イベント・コンベンションの開催を通じて国

内外からの多くの人々が訪れ、高層ピルと緑

が一体化した新しい交流拠点となっている。

このアクトシティの完成を契機として、浜

松の女性のファッションが変わり、何となく

美しく感じるのは私の気のせいなのだろうか。

く東地区土地区画整理事業の推進＞

アクトシティの北側に連担する約50ヘクタ

ールの都心地区の再生が東地区土地区画整理

事業である。

東地区は戦後間もなく形成された既成市街

浜松駅周辺図
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地であり、うるおいのある都心型居住空間や

災害に強い街づくりとあわせ、官公庁街区な

どの行政ゾーンをはじめ、マルチメディア時

代を展望した地域情報センターの建設、さら

には都心型の商業・業務、教育・文化、アミ

ューズメントなどの高次都市機能の集積を目

指している。

そして、これらの都市機能の集積が進み、

アクトシティから流れる都心の賑わいがシン

ボル道路に展開し、アクトシティと新市街地、

さらには既存の中心商業地が一体となった時、

本来の意味の都心の拠点性が生み出せるので

あろう 。

しかしながら、これらの開発の多くは、民

間活力を導入した市街地再開発事業等により

成り立つものであり、昨今の経済環境を鑑み

れば、長期的な展望のもとでの諸機能の集積

はやむを得ないところであるが、本市の産業

構造の柔軟化や真の中核都市としての飛躍発

展へのシナリオづくりには欠かせないプロジ

ェクトである。

こうした観点からも、静岡県西部地方の22

市町村のエリアが地方拠点都市地域に指定さ

れ、東地区をオフィス機能の集積を目指す業

務拠点地区として位置付けたことは誠に時宜

を得ており、今後の事業推進に一層拍車がか

かることを期待したい。

く音楽文化都市構想の推進＞

「世界の音楽文化が蕉る都市」は、都市の

アイデンテイティの確立やイメ ージア ップと

いった観点からみれば、極めて重要な都市戦

略であると言えよう 。

もとより、まちづくりの原動力は「プライ

ド・オプ・プレイス（地域の誇り）」を持つこ

とにあり、それはまた、地域固有の資源を見

つめ直し、それに文化的付加価値を与えるこ

とにほかならない。

音楽文化都市構想は、ヤマハ・カワイに代

表される本市の伝統ある楽器産業の土壌と活

地方都市浜松市の戦略

力を生かしつつ、市民レベルから世界レベル

に至る多様な音楽文化交流やイベントを展開

し、音楽を通じた市民の豊かな感性や創造性

を培い、都市型のライフスタイルを提供する

とともに、個性ある都市文化の創造を目指す

ものである。

楽器博物館外観

その推進拠点となるのがアクトシティと静

岡県音楽公園（計画段階）であり、施設面で

はいずれも国内ではトップクラスの機能を備

えており、ハイグレードのオペラ・ミュージ

カルなどの公演や音楽創作活動が地方都市で

可能となった。

街角に様々なジャンルの音楽が流れ、気軽

に音楽が楽しめる街。世界から音楽が集まり、

新しい音楽文化や音楽産業が生まれ育つ街。

それが、本市の目指す音楽文化都市構想の

イメージであり、都市のアイデンテイティの

確立や魅力ある都市環境の創出に大きく寄与

するものと考えている。

プロムナードコンサート
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地方都市浜松市の戦略

具体的には、市民レベルの音楽団体の育成

や地域音楽教室、プロムナードコンサートの

開催、さらには国内外の様々な音楽との出会

いの創出や音楽を通じた交流を市民と一体と

なって進めている。

また、浜松国際ピアノコンクールやプザン

ソン国際青年指揮者コンクールの開催をはじ

め、ポーランドのワルシャワ市・イタリアの

サンレモ市と音楽文化友好交流都市協定を締

結し、ショパンフェスティパルやミュージッ

クシティ・フェティバルの開催など、国際的

な音楽イベントや文化交流事業の展開を図っ

ている。

ショパンフェスティパル

平成6年11月20日、アクトシティで開催さ

れた「第 2回浜松国際ピアノコンクール」は

成功裡のうちに静かにエピローグを迎えた。

出場申し込み者数は49か国 2地域の340人、

延べ入場者数も 1万人にのぼり、コンクール

のレベルの高さはもとより、運営面、待遇面

でも高い評価を得た。

ことに、楽器生産都市としてのパックポー

ンをいかんなく発揮し、練習会場には高級ピ

アノがセットされるとともに、市民の協力を

得ながらホームステイも行われるなど、出場

者には満足のいく環境が確保され、大変な好

評を得ることが出来た。

平成 7年4月に開催されたプザンソン国際

青年指揮者コンクール、 7月の第 7回世界吹

奏楽大会においても、浜松国際ピアノ コンク

ールで培われたノウハウを生かし、市民・企
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業・行政が一体となって事業展開を図り、成

功を収めた。

浜松市の都市づくりの歴史は浅く、世界の

音楽文化が薫る都市づくりも未だ緒についた

ばかりである。

そして、いつの日かアクトシティから巣立

った若き音楽家が世界の檜舞台に立った時、

音楽文化都市浜松が世界に情報発信されるで

あろう。

おわりに

右肩上がりの神話は崩壊し、地方都市にお

いては、都市そのもののあり方を改めて見直

さなければならない時代が到来している。

かつて、公共交通機関が主たる人々の移動

手段であった時代、市域の中心といった物理

的な立地条件と交通の結節点といった優位性

によって集積してきた商業機能（特に百貨店）

やアミューズメント機能（映画館、パチンコ

等の娯楽施設）は、今、大きな時代の転機を

迎えている。

モータリゼーションの発達により、郊外型

の量販店やコンピニエンスス トアで生活にお

ける必需品や個々人の嗜好にあった相当程度

の物を容易に手に入れる ことが出来るように

なり、しかも、混雑した都心部へのアクセス

道路を回避することができることから、時間

距離の短縮にもなっており、贈答品等の一部

を除けば、今や消喪の主導権は完全に郊外型

の店舗へとシフ トしている。また、 コンピニ

エンスストアなどの24時間営業もユーザーに

とっては大きな魅力となっている。

こうした傾向は、ファミリーレストランや

そば屋などの飲食店の郊外立地にみられるよ

うに既に昭和40年代の後半から50年代の前半

に始まっている。

このように、従来型の百貨店をはじめとす

る商業施設や娯楽施設は、都心部における賑

わいの演出の絶対条件とは言えなくなりつつ



あり、その存在の必然性も次第に薄れてきて

いるのではなかろうか。

都市の魅力は賑わいであり、賑わいが、ま

た、新たな都市型のライフスタイルや都市文

化を創造し、経済活動を支えていくものであ

る。

若い女性をはじめ、人々は、何を求め、何

に期待し、都心に集まってくるのであろうか。

そのための都市の装置はどのようなものが必

要なのか。改めて問いただすことから始めな

ければならない。

平成 7年7月、西武デパートが2年を目途

に郊外へ移転するというショッキングなニュ

ースが街に流れた。

浜松市は今、都心地区50ヘクタールの土地

区画整理事業を実施しており、これを都心再

生のための千載一遇の機として捉え、今一度

原点に立ち返って21世紀の浜松を創造してい

くことが必要であろう 。

人口56万5千人を擁する地方都市浜松市の

挑戦は続く 。

地方都市浜松市の戦略
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町づくりの系譜
一足助町一
足助町観光協会縄手雅守

l.はじめに

足助町は愛知県の北束部に位置し、自動車

の街豊田市と境を接する、人口 1万人余りの

山あいの町である。足助から豊田市までは約

20キロ、岡崎市へは約30キロ、名古屋市へは

約40キロと、大都市の近郊に立地している。

面積は193.27平方キロ、県下88市町村の内 7

番目の大きさである。

人日は昭和35年頃の 1万7千人を最高に減

少を続け、微減ながら今なお続いている。高

齢化率が23.5%(H 7. 9現在）と、全国平

均の14.01% (H 6. 10現在）、愛知県平均の

11.7% (H7. 4現在）のそれを大きく上回

り、対策が急務となっている。また、就労人

口の60％余りはト ヨタ自動車関連を含む豊田

市への通勤サラリ ーマンとなっている。

明治23年に町制を施行し、100年たった今な

お町のままであることも珍しい。

足助は、古くは、三河 ・尾張地方と信州や

美濃方面とを結ぶ交通の要衝、物資の交流の

中継地として栄え、中でも三河湾で採れた塩

を矢作川に沿って九久平あるいは古鼠（ふっ

そ）というところまで川船で運び、そこから

は馬の背に積み換えて足助の宿（しゅく）ま

で運んだ。足助からは山が険しくなるため、

塩俵の詰め替えを行い信州塩尻へと運びだし

た。そのため、信州方面ではこの塩を、「足助

塩」「足助直し」というプランドで取引したそ

うである。天保時代には塩問屋が14軒あった

といわれる。

そうした商家の町並みが今でも約2キロほ
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ど残り、町の歴史的遺産として、住民自らの

意志で動態保存が図られている。

E．町づくりことはじめ

足助町はもみじの名所として知られる香嵐

渓のある町である。この香嵐渓は決して天与

のものではない。足助の町づくりは、香嵐渓

づくりにあったといっても過言ではない。

香嵐渓のもみじの始まりは、寛永年間

(1624~1641年）の頃に香積寺第11世住職参

香嵐渓の紅葉。約4000本のもみじがある。

縄手 雅守（なわてまさもり）
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現在に至る



栄本秀禅師が、般若心経を唱えながら杉や檜

とともに、もみじを植えたのが始まりとされ

ている。

明治期以降この参道のもみじを『香積寺の

もみじ』として親しみ、紅葉狩りなどを楽し

んでいたといわれる。これがもととなって、

大正末期から昭和の初期にかけて一大住民運

動が起こった。

大正12年、香積寺の建つ飯盛山一帯を森林

公園として開発し、町民の憩いの場を造ろう

という考えが、青年有志グループから発案さ

れた。これをもとに、行政が施策として取り

上げ、飯盛山周辺の整備が始まった。このこ

とに前後して、青年団では風致向上部を組織

して、一般町民に桜やもみじの購入資金の募

金と協力を訴え、巴川の両岸に桜の大増植を

行った。そして、青年団、在郷軍人会、一般

町民等の勤労奉仕によって、飯盛山に登山道

が整備された。翌年その登山道に電灯がとり

つけられ、山項には休憩所や飲食店が開設さ

れた。

こうして、自らの知恵と力によって切り拓

いていく、足助方式のまちづくりの第一歩が

踏み出された。

昭和 5年、それまで「香積寺のもみじ」と

して親しまれてきた景勝地に「香嵐渓」と命

名された。

『飯盛山からの薫風は、香積寺参道の青楓

を透して巴川を渡り、香ぐわしいまでの山気

を運んでくる。山気とは、すなわち嵐気也』

この言葉は香積寺36世住職•藤本真良和尚が

「観光30年のあゆみ」に寄せられた稿の一節

であるが、香嵐渓命名のいわれを見事に表現

している。

9年には、時の町長の提唱によりもみじの

成木移植を保勝会を中心に住民協力の下で行

い、翌10年、飯盛山の町有林の杉の一部を伐

採し、もみじと桜の植栽が行われた。当時の

杉・檜は山の大事な換金木、桜やもみじは単

なる雑木で、その植生変更には大変な困難が

町づくりの系譜

あったと当時を知る人は述懐されていた。

戦後にもいちはやく足助町観光協会を復活

させ、観光産業の振興に取り組んできた。

昭和39年、日本が高度成長に入る頃、足助

においてもそれに呼応するがごとく、空き家

が一軒、また一軒と出始めた。山村からの人

口流出の前触れである。こうした家屋に目を

むけ、山里が後世に残し伝えなければならな

いもの、あるいは山里の心の豊かさとは、は

たまた山里の風景とは何かといった、今日直

面する問題を、もうこの時既に自問自答し、

廃屋民家を移築して通年営業の鮎料理店を始

めた 5人の集団が現れた。「民芸料亭ーの谷」

の仲間たちである。職業は清涼飲料製造、薬

屋、魚屋、飲食店、酒店という全くの異業種

の集まりであった。協業体制による事業、茅

葺民家の導入は後の開発方法や三州足助屋敷

のあり方にも大きな示唆を与えた。

茅葺屋根が芙しい“ーの谷＂の春

3.町並み保存

昭和45年、過疎地域対策緊急措置法により

足助町も過疎地に指定された。かって在郷町

として大いに賑いを見せていた足助町民にと

っても大きなショックであった。

この頃南木曾町の妻篭では、かっての中山

道の宿場町を復元することによって、新しい

観光地として大いに脚光を浴び、賑いを見せ
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町づくりの系諮

ていた。当時商工観光係長の小沢庄ーさん（現

教育長）は早速妻籠へ足を運び、妻籠の中心

的リ ーダーの小林俊彦さんを訪ねた。

小沢さんは、このあとの三州足助屋敷や福

祉センター百年草の建設にも関わる中心的な

人である。

これ以後というもの、まさに東奔西走、妻

籠の再生に関わった太田博太郎東大教授を招

いて講演会を開いたり、マスコミヘの PRを

図ったり、町民への町並み概念の啓蒙を図っ

た。この頃、町並み保存という概念はまだ一

般的ではなく、むしろ、古い町並みは発展の

妨げになるという考え方が主流であった。

こうした運動の結果、 50年10月に約30名の

者が集い、 『足助の町並みを守る会』を結成し

た。会長には田口金八さんを選んだ。田口さ

んは永年町の教育長を務めた人で、江戸時代

から続く商家に住まい、温厚な人物として入

望が厚かった。住民運動の舵取り役としてう

ってつけの人物であった。

守る会では早速、町並みの映画会の開催や

会の考え方を示したチラシを作成して、各戸

へ配布したりして、できるだけ多くの住民の

理解と会員の獲得に動いた。

51年5月、朝日新聞記者石川忠臣さんが足

助町を訪れた。石川さんは後の 『全国町並み

ゼミ 』の生みの親ともいわれ、町並み保存運

動に力を尽くした人である。そして同月、商

工会の総会後、守る会の懇談会を開催した。

当時のメンバーには、城戸久名城大教授、飯

田喜四郎名大教授、内藤昌名工大教授、小寺

武久名大教授、石川忠臣さんらが名を連ねた。

そして 『町のまま86年ー開発なきを開発とす

るの発想が、町の麻生に結びつくか！！』の印刷

物を配布し、議論を戦わした。

7月には 「足助のあすを築くために一生き

るに値し、住むに値する地域とは何かー」を

テーマに、宮本常一武蔵野芙大教授（民俗

学）、河野健二京大教授（経済学）、西山卯三

京大名誉教授（建築計画）らを招いてシンポ
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ジュウムが行われた。

こうした盛大な講演会の合間にも妻籠宿へ

の視察、あるいは妻籠の小林さんを招いての

町並み再生の具体的な研究会、広告看板のデ

ザイン研究会など、様々な勉強会が行われた。

圧巻だったのは牛車に乗せて町並みを回る

「えっちゃんのもうもう牛車」だった。えっ

ちゃんとは牛飼いの人の愛称であるが、これ

がマス コミに大うけし、町並みの宣伝効果と

しては絶大なものだった。

こうして53年4月、有松と足助で第 1回目

の 『全国町並みゼミ 』が開催された。万事が

金のない過疎の町のこと、住民の心意気と手

づくりのもてなしによって、初めての全国規

模の町並みゼミが盛会裡のうちに終わった。

このゼミの参加者に浦辺鎮太郎さんがおられ

た。浦辺さんは倉敷の街並み整備やアイビー

スクエアーの設計者として知られる建築家で

ある。

町並み保存の機運としては最高潮に達して

いた。そして、伝統的建造物群保存地区選定

へと傾いていく 。

町サイドでは、この頃から重伝建選定へ向

けて、条例等の整備の研究が成されていた。

担当部局も産業観光課から教育委員会へと移

されていた。 「保存計画」「条例施行規則」「補

助金交付要項」などの試案がまとめられ、守

る会へ検討を依頼した。

55年7月、足助の町並み保存問題打合せ会

が教育委員会の主導によって開かれた。保存

条例制定のための案等も整い、気運も十分成

熟しているのに、今一つ条例制定に至らない

もやもやしたものが感じられていた。住民は

町並み保存の価値を十分知り尽くしながらも

そこにかかる規制への息苦しさを拭い去るこ

とができないでいる。また町においても修復

等に係わる財政的負担に耐えることができる

かどうか、両者の底にある問題が真摯に語ら

れた。これらの結果、条例制定による規制を

見直し、重伝建選定への方向を変更し、自主



足助Jllに沿う中馬街道

町並みの一郭マンリン小路

的な規制による保存を図ろうということにな

った。

保存運動が後退したかに見えるが、しかし、

守る会が果した役割は大きい。例えば、取り

壊されて駐車場になる予定だった旧銀行社屋

を、守る会役員個人が当面、 1昔入金の利子補

給をすることで取り壊しにストップをかけた。

この建物は大正元年に建てられた旧稲橋銀行

の建物で、地方銀行社屋として貴重な建築物

であった。

町ではこうした状況を受けて、 55年度に土

地建物ともに買収して修復し、 57年度に町並

み資料館「足助中馬館」をオープンさせた。

59年には県の文化財指定を受けた。

また、 54年の豊田信用金庫足助支店の改築

にあたっては、町並み風情を壊さない建築物

町つ＇くりの系諮

足助中馬館。町並み資料館として保存

をという要望をした。これを受けて信用金庫

では、昔の両替商を思わせる建物へと変わっ

た。この変更によりコストは以前のそれより

3割程ア ップしたといわれるが、地域の中で

育つ企業としての英断が、その後の保存運動

に与えた影響は大きい。その後、民家の改築

等や58年の東海銀行足助代理店あるいは平成

元年の足助郵便局改築等においても、町並み

の雰囲気を壊さない様式のものが取り入れら

れるようになった。

建て替えられた豊田信用金庫足助支店

建て替えられた足助郵便局
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町づくりの系譜

自主規制の道を選んだ足助の町並み保存は、

1歩前進半歩後退、 2歩前進 1歩後退と、紆

余曲折を得ながらも、少しずつ前進を図って

いる。十数年を経過する中で、平成6年度か

ら建設省所管の 「街なみ環境整備事業」を導

入した。現在小路の整備や郷倉の修復などが

進められている。ゆくゆくは町並みの本格的

な修復も図られることだろう 。

4.足助の川を守る会

住民運動の会としてもう 一つ、『足助の川を

守る会』がある。この組織は61年 1月に生ま

れたものだ。会長には高橋秀豪さんが就任し

た。高橋さんは長い間新聞社の通信員を務め

ていた方で、持ち前の行動力とバイタリティ

ーで、どこへでもすっ飛んでいき、怖いもの

知らずである。

川を守る会では特に町並みを流れる足助川

の浄化に力を入れ、会の活動目標として、

•川の清掃 H を毎月第 1 日曜日と決める。

・台所のゴミや油類を流さない。

• i争化槽は定期的に清掃する。

・川辺で「もの」を焼かない。

・無リ ン洗剤を使う。

などを呼び掛けた。

4月6日の初めての川掃除の日、約450人の

住民が参加し、粗大ゴミや空き缶の回収、河

川敷の草刈りなどを始めた。その結果、運ん

だゴミが軽ダンプに 4杯分もあった。最初の

川を守る会の清掃活動
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頃こそ古タイヤや壊れた自転車の投棄、その

他諸々のものが投げ込まれていたが、 1年も

するうちに、「どこを掃除してよいか分からな

い」というほどにきれいになった。

翌年からは川岸にユキヤナギやレンギョウ

等が植え込まれ、翌年も、その翌年も計画的

に植栽が行われていった。さらには河川沿い

だけでなく、小学校や中学校、資料館、お寺

等、花木を必要とする地域や施設にも、生活

環境の向上という広い見地から配布が行われ

た。その数は、今日120種、 3,815本にも上っ

ている。

その他炭を蛇籠に詰めて川に注ぐ排水溝に

沈めたり、天ぷら油処理パックの全戸配布な

ど、水質改善へ向けての運動も行われた。

排水溝に蛇籠を沈める作業

62年夏には進士五十八東京農大教授をはじ

めとする研究室の学生17名がゼミ合宿を行い、

翌年、研究報告として足助川修景計画案が示

された。これを受けて会では足助川沿いの景

観のあり方について研究を重ねた。

また、 62年度より県土木事務所等にも働き

かけて、足助川の環境整備に着手。護岸の補

強を兼ねた親水性も配慮したプロムナードが

着々と進められている。本年夏までに全長約

2 kmのうち 8割方まで完成した。

6年3月には本町裏の右岸に「六地蔵公園」

が整備された。ここは江戸時代には墓地であ

ったところで、手入れもされず雑木や竹 ・雑

草が生い茂り、荒れるにまかされていたとこ



整備された河川敷遊歩道

ろである。足助川の浄化と景観整備を願うも

のにとっては大きな課題となっていた。これ

も会の意をくんだ町行政の英断によって、公

園となったものである。

今年の 8月14日、半ば完成したプロムナー

ドと六地蔵公園周辺に2,500本の蛾燭が灯さ

れた。道行く人はその美しさに見とれ、だれ

もがこの運動に感謝した。

5.三州足助屋敷の建設

三州足助屋敷について触れる前に、小沢さ

んの記した論文に触れておこう。 53年3月の

自治大卒論の『健やかな山の暮しに学ぶ手づ

くり生業館＂三州足助屋敷”の考え方』の中

に、「地域のもつ歴史・社会・文化を土台にし

た土着の個性的な環境や素材を最大限に活用

した、村人自身の考え方による開発が大切な

ことが認識されてきた。」とし、地域の個性を

最大限に活用し、自前の開発方式を打ち出し

ている。さらに開発する理念を、「限りない可

能性を秘めた村の振興とは何であろうか。こ

こでは協議の産業振興なかんずく間もなくや

ってくる高齢者社会と観光（従来の物見遊山

型、労働再生型でない人間性創造のための文

化型観光を20世紀後半の需要とする）を媒体

とする社会経済的役割分担論である。」とし

て、きたるべき高齢化社会への対応とそれを

活用した観光振興を産業振興の一環として示

している。こうした考え方は、三州足助屋敷

町づくりの系諧

の建設のみならずその10年後の福祉センター

百年草にも一貫して読み取れる。

老人福祉のあり方では、北欧型の進んだ高

福祉型社会に疑問を投げかけ、「杜会的弱者や

保護を要する年寄りには手厚い愛の手をさし

のべたり、それなりの貢献度を認めた後の安

定は当然であろうが、画ー福祉の弊害や、社

会のために尽くそうとする勤労意欲まで奪っ

たとしたら、期待される老人福祉とはお世辞

にもいえまい。」と、今日実践中の健康で、生

涯現役であることの社会構築の考えがにじみ

出ている。

最後には「自前の福祉が確立しようという

試みに、経済が結びつかないはずはないと、

一層の研究が切望される」と結んで、いかな

る場合にも独立採算を目指す小沢イズムが発

揮されている。

前置きが長くなったが、足助屋敷について、

簡単に触れておきたい。

足助屋敷は、 55年4月に香嵐渓の一郭にオ

ープンした生きた民俗資料館である。この設

計には大阪の浦辺設計かあたった。以後、浦

部設計との関わりは、足助町公民館、福祉セ

ンター百年草と続いていく。

さて、この施設は、約1,000坪の敷地に、か

ってはどこの町や村でも行われていた手仕事

一例えば、機織りや鍛冶、木地、炭焼き、竹

加工、紙漉きなど、 11種の仕事をお年寄りた

ちの手により復活させ、高度成長以降ものの

昔のくらしを伝える三州足助屋敷
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手仕事の一つ。炭焼き用のまき卯l.

豊かさに慣れ親しんだ現代人へ、真の豊かさ

を問いかける、手づくりの温もりを伝えると

いう、これまでにはみられない施設であった。

『観光とは、訪れる人々との交流の中で地

域色豊かな文化遺産を公開し、保存・伝承を

しつつ地場産業に育て、所得を得ると同時に

地元の民度をひきたて、愛郷心を高めるもの』

との理想を掲げて出発した。

オープン当初心配された入館者も、年々順

調に伸ぴ、今や17万人余りを数えるようにな

り、当初の目標設定を 3倍近くも上回ってい

る。この施設では、新たに40人余りの屑用と、

5億円余りの売り上げを行う優良企業となっ

ている。

6.福祉センター百年草

その10年後の平成 2年10月、町制施行100

周年記念事業として、足助町福祉センター百

年草がオープンした。百年草の理念は「ノー

マライゼーション（共生）」である。

ノーマライゼーションとは、健常者も弱者

もともに生き、自ら積極的に参加していくこ

とである。そこに観光と福祉を融合して、特

晃な施設経営が行われている。

ちなみに百年草には、「お年寄りに百歳まで

長生きしてほしい。雑草のようにたくましく

生きる老人になってほしい。また、町民が百

II 0 

ユキヤナギに囲まれた百年草の外観

歳までも健康で、生涯現役の人生が送られる

ように」という願いが込められている。

主な施設としては、老人福祉センター、デ

イサーピスセンター、高齢者生きがい活動推

進施設、宿泊施設等からなる。

つまり、シルバ一人材（高齢者）の活用手

段の一つとしてハムの製造所「ZiZi工房（生

きがい活動推進施設）」をつくり、そのハムを

利用した欧風レストラン「レストラン槻（ホ

テル＆レスト）」で提供、さらには鉱泉を引湯

した100円風呂（現在は200円）を造った。そ

のほか、娯楽室や多目的ルーム（福祉センタ

ー）などを配置して、楽しさを演出する。今

夏には手づくりパン工房「バーバラはうす」

がオープンした。ちなみに ZiZiは爺々、バー

パラは婆々をしゃれたネーミングである。

かたっ苦しいお役所仕事をひもとくと、こ

んな楽しいプランに変わってくるのである。

町内のみならず、近隣市町村からの利用が増

加し、それによってもたらされる活気が高齢

ZiZi工房のハムづくり



今夏オープンしたパーパラはうす

者にもよい剌激となっている。

ちなみに、今日、 ZiZi工房のハムは年商 1

億円を突破している。自前の福祉の確立に、

経済がともなっていく証だろうか。

7.夜間照明の試み

香嵐渓の秋の渋滞はつとに知られるところ

である。渋滞に巻き込まれ、やっと着いたと

思ったら日はとっぷりと暮れ、小用をたして

Uターンという観光客も多い。こうした状況

に、何とか対策はないかと考え出されたのが、

ライトア ップであった。

大正時代に、飯盛山と参道に裸電球を灯し

て夜のもみじを楽しんだと町誌にも記されて

いる。おそらく電力事情など今とは比較にな

らない程劣悪な時代にである。

今日的に考えれば、日没後に着いても昼間

とは違った風情が味わえれば、渋滞へ巻き込

まれた人へのサーピスにもつながる。また、

それによって新しい需要も喚起することがで

きるかもしれない。こんな諸々の思いを交錯

させながら、 63年10月30日の初めての点灯を

迎えた。この日はマスコミの取材があったも

のの、客足はほとんどなかった。

11月3日、例年この文化の日を境に香嵐渓

が活気づく。この日も朝から渋滞が始まり、

まさに秋戦争突入の感があった。 10キロ余り

の渋滞も日が西に傾きだす頃には徐々に短く

なってくるのだが、この日は違っていた。い

町づくりの系諮

っこうに渋滞の長さが変わらないのである。

日が山の端に入り夜間照明が点灯されてもい

っこうに渋滞の距離は変わらない。「これは大

変なことになった」と直感した。まさかこん

なに反響があるとは想像だにし得なかった。

この日を境に平日 ・日・祝日を問わず夜の紅

葉は活況を呈した。マスコミの取材は関東や

関西からも相次ぎ、結果的には昼間の入込み

も増加した。土産品店も予想外の観光客の来

襲にてんてこまい。何しろ地の土産として「も

みじの衣揚げ」というお菓子があるが、これ

が半月ともたなかった。

しかし反動もすぐきた。まさに夜の渋滞は

ポタンの掛け違いのようなもので、住民にと

っては昼間のみならず夜までも渋滞に巻き込

まれるのだから、その怒りはすさまじいもの

であった。また、「これは自然破壊だ」「紅葉

の色が悪くなる」「香嵐渓をおもちゃにする

な」「観光業者だけが潤ってていいのか」な

ど、色々な苦情が入ってきた。

翌年からは観光協会の役員をはじめ町会議

員、交通安全協会等の協力を得て、平日渋滞

の解消はできたものの、依然としてこれらに

明解な回答を得られないまま、今Hまで土・

日・祝日等の渋滞は続いている。しかし、観

光事業の面でこれだけ効果の上がったプラン

も少ない。

香嵐渓のライトアップ(II月 1日～30日の夜 9時迄点灯）
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8.おわりに

これまで述べてきたことの中から、足助の

町づくりの取り組みがうまくいっている幾つ

かの要因が指摘できる。

①町づくりの伝統があること。常に先人たち

に思いを馳せて、今流に焼き直しができる。

②月並みだが、優れたリーダーがいること。

③物真似をしない。発想に独創性と先見性が

ある。

④町づくりについて住民の関心が高い。

⑤行政と住民間の連絡調整機能がスムーズ。

⑥近接地に大消費地 （名古屋市や豊田市、岡

崎市、豊橋市など）が控えていること。

これらの条件はよその町や村でもあてはま

るものもあるし、そうでないものもある。要

は、そこに住む一人一人の町づくりへの関わ

りあいの度合いといえようか。

ここで取り上げた事項は幾多の事業の中の

ほんの一部の事例である。この他にも誌面の

都合で割愛した 「足助人学校」や 「足助城の

建設」など、まだまだ話題には事欠かない。

これらについては他の機会に譲るとして、こ

うした事例を積み重ねても、まだまだ町づく

りの終わりは見えない。むしろ今後とも続い

ていく終わりのない戦いだと思う。

とはいうものの、こうした積み重ねによっ

て多少なりとも自前の経済が循環し、自前の

雇用が増え、過疎への歯止めもかかっている

のかなとも思われる。我々自身、過疎になる

ことが決して怖いとは思わない。過疎によっ

て、この町に住み続けていく人々の心が過疎

になることが怖い。幸い、町の人一人ひとり

が、誰よりも自分の町に誇りをもち、いとお

しく思い、楽しく、元気で、生き生きと住み

続けていこうと気力に満ち満ちている。

これらをさらにパワーアップして、次の十

年、その次の十年にどんな飛躍が見れるか、

大いに楽しみであると同時に、この町に住む

ことに無上の喜びを感じる。
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豊橋技術科学大学 |PROFILE / 

人文・社会工学系 助教授 1958年岐阜県生まれ

ひらまつ としき

平松登志樹

by Tosiki Hiramatu 

レ まじめに
／一、

今年の夏休みに私の恩師に近況報告をかね

て挨拶に行った時、名古屋都市センターさん

から水辺の魅力についてエッセイ風に書く仕

事をもらったと報告したら 「がんばりなさい。

芽が出るかもしれないから」といった。あい

かわらず多くのご意見をいってくださったが、

その中に「愛知県の川を歩いて感じ取ったこ

とを、今までの自分の研究の知見をまぜなが

ら書いたら」という提案があった。

恩師の提案にうなづきつつどの川にしよう

かと考えていたら恩師らしい発言が続いた。

「君も花開いて記念碑がたつかもしれない。

平松先生の記念碑がたってそこに平松先生の

詩が刻まれるかもしれない」というのだ。神

社をつくったらどうかという提案もあった。

恩師との感性の違いを改めて痛感した。地方

にエリートが流出するのもわかるような気が

する。

1981年 東京工業大学工学部社会工学科卒業

1991年 東京工業大学工学部社会工学科地域計画

講座助手

1993年 豊橋技術科学大学人文・社会工学系助教

授

専攻 社会工学，環境計画

著書 r社会と環境の法則」，近代文藝社

私は跡形もなく流れていく姿が好きだ。記

念碑なんて考えたこともないし考えたくもな

い。最近テレピでこんなコマーシャルをみた。

河童が川を流れている。多分河童はこんな歌

を歌っていたと思う。

Jj  
ょ
~4  / 

r-

／ 

/ 

／ 

▲コマーシャルから記憶に残った河童のイメージ図
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～ 矢作川の魅力

水から生まれていっぽんぽーん。ひゅー。

水から生まれていっぽんぽーん。ひゅーP。

こんなすぐ忘れられそうなコマーシャルが好

きだ。自分も河童になってふえをふいてみた

い。ひゅー。ぽけーと周りの景色や青空、水

中をみながらね。晴天時の「川」にはそんな

行為がフィッ トすると思う。

ともかく提案に従うことにして川を決めた。

矢作川にした。地球環境と地域水環境の研究

小委員会の委員をしていた時、偶然、矢作川

沿岸水質保全対策協議会という組織を知った。

矢作川の水質を保全する開発手法のノウハウ

をもっといわれる。矢作川流域のゴルフ場や

住宅開発の施工計画まで決めてしまう強い組

織である。

2.地gR環境と地域水環境の研究小委

矢作川の魅力について語る前に、この地球

環境と地域水環境の研究小委員会（社団法人：

土木学会）について少しふれたい。この委員

会は、日本各地の河川や海岸を視察し問題点

や将来の整備のありかたについて議論する。

スポンサーは建設省である。土木の水理や衛

生工学の分野の人が大半で社会工学を専門と

する私は違和感を感じた。もっとも社会工学

は研究分野の類別の枠をぶちこわす研究分野

であるので、違和感を感じる集団とつきあう

方が自分のため、そして社会のためになる。

豊橋技術科学大学に転任してからも人文 ・社

会工学系という名称の講座に所属する。人

文 ．が付け加わった。 「人文 ・社会工学です

か。何でもありですなあ」という感想をもら

す人と話す機会も増えた。「そうです。何でも

ありでとっても面白いですよ。」と答えてい

る。

さて違和感を感じる点だが、それは彼等が

よく口にする環境教育や倫理である。「役人や

学者グループが社会や環境というものをわか

っていて、住民がわかっていない」という基
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本的な構図に固執する人が多いようだ。最初

は土木の水理や衛生工学の学者がどんな社会

像を語ってくれるのだろうかと大変期待した

がはっきりいって失望した。公共、社会、環

境、倫理、哲学、真の教養等抽象的で難しい

用語を好んで使うのだが、いっこうに中身が

見えてこない。最近は特に倫理倫理とりんり

んいう人が多い。私はこれらの現象を「無駄

な環境教育」という題でまとめ最終報告書と

して委員会に提出した。

ただし彼らも飲んだら楽しい。美空ひばり

の「川の流れのように」が好きである。ある

委員の歌声にみんなが陶酔する。「知らず知ら

ず歩いてきた細く長いこの道。振り返れば遥

か遠くふるさとがみえる。でこぽこ道や曲が

りくねった道。地図さえないそれもまた人生。

ああーP川の流れのようにゆるやかにいくつ

も時代はすぎて。ああーP川の流れのように

とめどなく空が黄昏に染まるだけ。

生きることは旅すること。終わりのないこ

の道。愛する人そばに連れて夢さがしながら。

雨にふられてぬかるんだ道でもいつかはまた

晴れる日がくるから。ああP川の流れのよう

に穏やかにこの身をまかせていたい。ああP

川の流れのように移りゆく季節雪どけを待ち

ながら。 ・・．．」

いい歌ですねえ。ほら。難しい顔つきをし

て環境倫理、環境教育なんていわずに、みん

なで酒を飲みながら夢をさがしましょう。国

▲道路から見た矢作川



～ 矢作川の魅力

民の要求はますます高度になるのは当然でし

ょう。彼らが満足できるような夢のある計画

を考えましょうよ。いまさら治水の効果や水

使用の効果があることを意識させようとした

って面白くもなんともありませんぜ。顔を合

わせるたぴにそういってきたがみなさんその

後どんな活動をされているのかなあ。

～ 矢作川は岡崎市も流れる。平成 7年8月中

旬、昼ごろ名鉄岡崎公園駅にいった。駅から

2、3分くらいの場所に矢作川はあった。

とても暑いのですぐ泳ぎたくなったが水深

は浅く (40cmくらいか）温度も高く一瞬お風

呂にあしをつけているようだった。魚もいた

し川岸には草が暑苦しそうにのびていた。そ

ういえば今年の夏休み、川に遊びに行ったの

は2回目だなあ。私の両親と妻と 4人で岐阜

県の郡卜八幡にいった時の吉田川の水は大変

冷たかった。また海は伊良湖岬に 3回、弁天

島に 5回いったがやはり水は冷たく感じた。

さて中州に寝転がると、やはり環境教育な

んてどうでもいいという気分になる。持続可

能な発展、自然と人間の共生、環境倫理等と

いう環境関連の学習や行政がよく使う 言葉が

青い空に吸い込まれていく。ぬるくて浅い水

の中に溶けていく。 言葉の内容がないので大

気や水質汚染にはならない。暑いのでますま

す何も考えたくなくなる。

クーラーの中のビールを飲んで泳いでちょ

っとは涼しくなった。ふとこの矢作川を守り

続けたという人達を思い出した。内藤連三氏

と原嶋亮二氏 1である。

動

矢作川沿岸水質保全対策協議会事務局内藤

連三氏と、株式会社太陽機構代表取締役の原

嶋亮二氏は長年矢作川の水質保全活動をして

きた10環境教育や倫理に関するシンポジウム

が無駄なものとなる理由は、現場の環境保全

のノウハウがとりいれられていないか、また

は適切に表現されてないからである 2。今後と

も二人には教えてもらいたい。内藤氏は後継

者養成に頭を悩ませているといったが、彼の

水をめぐる闘争の歴史は私のような凡人を近

寄り難くする。「今どき若い奴はそんなしんど

い仕事をやりませんよ」と私は内藤氏に話し

たことがある。後継者育成は難問である。

矢作川

考えるのをやめて泳いだ。ややぬるいが気

持ちがいい。水深がせいぜい40cmくらいの浅

瀬は水温が高い。深いところもあって、それ

はどんよりと濁っている溜まりである。溜ま

りの下の方は温度が低いこともある。ごみが

いっぱいたまっていそうで足を取られたらお

線号8
 
4
 
2
 
道国

愛
知
環
状

国通 1号線

▲矢作川

▲溜り
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～ 矢作川の魅力

ぼれるかもしれない。性悪さ3が感じられるか

ら一人では近づかない方がいいだろう。下流

のほうに目をやると、川を横切る道路と道路

の橋のさらに下流に鉄道の橋がみえた。車に

乗っている人の姿がこちらからみえた。私が

泳ぐ姿はうらやましいと映ったかださいとう

つったか、それとも無関心だったろうか？

泳いでいたら老人 2人と子供（多分孫だろ

う）がやってきた。どこで子供を泳がせたら

いいかというので、ここは浅いけれどやや流

れが強いので、下流の橋の下あたりがいいの

ではと答えた。「何やってるの」と子供に質問

された。意外な質問で動揺して 「遊んどる。

遊んどるんや」と遊ぷという 言葉を 2回いっ

た。おじいさんの方は笑っていた。孫と川遊

ぴにきた人をみて、私は豊かなく らしをして

いるんだなあと感じた。両親とも仕事なのか

もしれない。暑い中子供が水遊ぴをする姿を

おじいさんとおはあさんが少々不安げにそし

て涼しげに見ている。

▲川と家族

私は子供がまだいないが子供ができたら早

く両親と一緒に住みたい。両親に子供の子守

を川でさせるなんていいなあ。車や列車に乗

って仕事場にいくこともある。橋の上から孫

と両親が川で遊ぶのをみながら仕事場へ向か

う、あるいは黄昏時仕事場から帰る時にきら

きら光る川の中に子供と両親の姿をみつける

のはおしゃれかもしれない。間違いなくこの

瞬間私は豊かさを実感できる。
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こういった瞬間があるのもきれいな矢作川

のおかげである。この価値を計算したらどう

なるのだろう 。私は長らくこんな動機のもと

に河川環境改善効果を計測してきたのだった。

海、川、湖沼の水を好き放題汚して稼ぐより

水質を保全した方が経済的にもメリ ットがあ

るのではという仮説のもとに、河川環境改善

の便益を金銭的に評価する研究を続けてき

t̀ 4-9 
し 。

6.ゎくわくするプロジェクトを探索す

最近反省する点がある。水質改善といって

も実際どんな便益を計測してきたのだろうか。

詳細には意識していなかったことである。暑

いので泳ぎたいがぬるくてちょ っとがっかり

する水、不気味な溜まり、暑苦しそうな草、

川は人間にと って性悪な面からいごこちのい

い顔をもつ。台風の大雨の時の濁流のすさま

じさ。季節そして人間心理の状態によ って評

価は変わるが私はキに河川の水環境改善によ

るのっぺりした平均値を計測してきた。無論

平均値であっても便益を計測することは大き

な意味がある。コストに目を奪われると貧弱

な計画しか生まれないからである。

しかしも っと高い目標を掲げなければいけ

ないと考え始めている。豊かさが実感できる

社会に向けて規制緩和やリストラの方法が強

く望まれている。便益計測手法も精度の向上



のみならずわくわくするようなプロジェク

ト10を探索する目標を掲げてほしい。そのた

めには平均値そしてそもそもの確率の概念に

とらわれる手法では心もとない。我々の感動、

剌激を薄くのっぺりした空間に引き延ばすよ

うな手法では、おもしろいプロジェクトを探

せないと思うからである。便益計測手法とは、

あるプロジェクトを決めたときにその便益を

計測するものだから、プロジェクトを探すも

のではないと思われそうだが実は違う。いろ

いろな計測手法があって適用していけば発見

できそうな手法とそうでないものがわかる。

私は水環境改善についてヘドニックアプロ

ーチと CVM(Contingent Valuation 

Method)の 2つのアプローチを併用してき

た。ヘドニックアプローチは市場の土地資産

価値に着目し土地資産価値は地点環境の総合

的な評価値ととらえ、各地点環境の金銭的な

価値を計測する、精度の高い有力な手法であ

る。 一方CVMは質問紙栗等を用いて環境の

改善に対する個人の支払い意思額を尋ねる手

法であって、どんな環境質でも尋ねられると

いう利点ももつものの、フリーライダー、質

問紙票中に提示された支払い意思額の候補値

に推定値が影響を受けるという大きな問題も

あるといわれている。特定の手法ばかりやっ

ているといつのまにかその手法に籠絡され他

と交流のできない研究者が生まれる。さきほ

ど環境教育や環境倫理を口にする人たちを批

判したが彼らも同じ道を辿る。自分の信じて

やってきた手法に不安を感じたら経済倫理と

りんりんいうようになる。りんりんいうだけ

で中身は勝手に考えろといいだす。ヘドニッ

クアプローチから得られる便益値と CVMか

ら得られる値の比較考察は引き続きおこなっ

ているが「今後はヘドニックを中心としたり、

CVMを中心としたりころころ変わるではな

いか」というおしかりを受けることがある。

しかし異質の手法をやはりいつも意識しなけ

ればならない。社会工学という学問分野のも

～ 矢作川の魅力

ちあじとつながるもので、対象によってヘド

ニックをメインに考えた方がいい場合もあれ

ばCVMの場合もある。そうでなければいろ

んな手法の分野の研究者のノウハウを盗めな

いではないか。はっきりしないようだがお許

し）領いたしヽ 。

しかしはっきりしないようでも最近ようや

くヘドニックアプローチと CVMの社会への

役割が自分なりにほんやりとみえてきたよう

な気がする。 CVMはおもしろいプロジェク

トの探索型で、ヘドニックアプローチは

CVMをチェックする。ヘドニックとば快楽

の意味であるので、例えば自然にいじめれる

という剌激すなわちマゾも含まれるのだが、

実測されていない。実測されているものは、

交通などの利便性あるいは人間にとっていご

こちのよい公園利用や禁観のよさの便益だけ

である。多童共線性という制約から地点環境

の変数の制限を受けるのでうまい方法を考え

ないといけないと思うのだが、私は自分やそ

の他の人が扱ってきた環境質に満足できなく

なった。その理由はさきはどののっぺりした

平均値の計測であり、かつありきたりの変数

ばかりだからである。もっともこのヘドニッ

クアプローチの改善は適切な費用負担を議論

する上で活発におこなわれるべきではあるが、

私は、おもしろいプロジェクトを探索する手

法CVMを重視したい。今まで私はこんな図

を書いて水質改善の便益を計測してきた。 一

対比較法と呼ばれるものだが、片方の土地価

格を一定としてもう片方の土地への支払い意

思額を尋ねる。 CVMの中でこの手法がよい

ことは私の既存研究で述べているが、これも

貧弱な図である。もっとわくわくする図を書

きたくなった。また居住地ではなくセカンド

ハウス、別荘のケースもやりたくなった。楽

しい民話3,11を右側の図 (B地）の中に描けれ

ばとても楽しいだろう。

しかし繰り返しいうようだが、最新のヘド

ニックアプローチも勉強したい。 CVMは前
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～ 矢作川の魅力

述のように課題が多く、精度の嵩い確寸．した

ヘドニックアプローチのチェックが受けられ

る場合には受けなければならない。 CVMは

寄付すなわちお布施であるのでCVMという

手法だけをやっていると、 CVMの対象とな

りやすい環境質や概念に翻弄されて私の描い

た絵は妄想のまま終わるかもしれない。

おもしろいプロジェクトを探索し、プロジ

ェクトが行われる地点で別荘やセカンドハウ

スの需要が生じて資産価値に効用が転移し資

産価値データが集められればヘドニックアプ

ローチでチェックすべきだろう。

--------------------, 
（条件）

・敷地面積 30坪

・比較的便利なところ

•最寄りの中小河川まで徒歩 1 分

・よどんでいて目をそむけたくなる

・時々中小河川から悪臭がする

・川辺の草は伸びほうだい

A地

よどんでいて、目をそむけたくなる。

時々何か腐ったような臭いがする。

ぐ ．

り多嘉 ヽ
A地 A地を選ぷ

6000万円

同上

゜同上

同上

同上

プロジェクトはフィールドワークから考え

た方がよいだろう。文献からコンセプトを探

し出す時もその現場に出向き、当時の社会を

ありありと語ってほしい。文献で語られる人

と同じように自分が楽しめるか真面目に考え

てほしい。

自分の体験から矢作川を舞台として考えれ

ば以下のものを思いつく。

「あしとられ体験」溜まりの危険さを体験す

る。無論インストラクターはいる。

「鉄道に乗っている人に手を振るツアー」

「川ぞいのセカンドハウス：洪水がおきたら

左に示すような条件の土地の価格は次の値段がつけら

れています。 6000万円
今あなたはこの土地 (A地）に住んでいると想定して

下さい。住宅関連費用と所得は現在のままです。A地

に対して、河川環境と価格だけが異なっていて、他の

条件が全く変わらないB地があるといたします。B地

の河川環境のレペルは以下の 2つです。

①水質（悪臭）改善②水質改善、川辺の整備

その時、あなたは A地、 B地のどちらを選ぴますか？

B地を選ぷとき、引越しには費用がかからないとし、

土地価格の6000万円分を越えた追加分の住宅関連費用

の負担（ローン等）が増えるものとします。

B地

魚がすいすい泳いでいるのが見える。

心地よい澄んだ空気を感じる。

， ぷ＼
B地を選ぷ B地

゜
A地より so万円高い

A地より 100万円高い

A地より 150万円高い

A地より200万円高い

A地より250万円高い

B地の値段がA地よりいくら高くなれば選ぷようになりますか？
その金額をなるぺく詳しく記入して下さい。（ ）万円

▲一対比較法
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逃げるプロジェクト」

「川が温泉」

考えれば考えるほど私はわくわくする。自

然のいごこちのよさと性悪さの折り重なった

図柄の優れた舞台を矢作川は用意してくれる。

ともかくくだらない理念よりも日常の体験

からいろいろなアイデアが生まれることが再

確認できた。環境教育、環境倫理等実感がと

もなわない言葉からは何も生まれないと思う

し時間の無駄である。私が一番体験したい瞬

間は黄昏時の川の中に子供と家族の姿を見つ

けることである。

・ ・ ・ ヽ
. . . 、• • . ・.. ・....... 

ヽ ・...  

▲川と家族

しかし現実は厳しい。子供はいないし父親は

岐阜県各務原市で市会議員をしており動けな

い。私は岐阜から通えるが、妻は豊橋駅のす

ぐそばの病院に勤務する医師である。専門は

難病といわれる膠原病である。将来、医療技

術水準の高い病院に移るかもしれない。いろ

いろ障害はあるのだが夢は実現したい。具体

的な夢を適切に評価できる手法の改善を続け

ながらがんばりたいと思う。
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（財）自治体国際化協会
シドニー事務所次長

まつおか としお

松岡俊夫
by toshio Matsuoka 

1982年、名古屋で「シスター ・シティ ・フ

ェア名古屋'82」が開催された。これは、名古

屋と姉妹友好都市関係にある ロサンゼルス、

メキシコシティ、南京及ぴシドニーの4都市

を紹介する企画で、 地方公共団体がこうした

催しものをする一つの先駆けとなった事業で

ある。その年の 4月から準備を始め、 7月、

私は、市職員となって初めて海外出張の機会

を与えられた。オーストラリア、シドニーへ

の一週間の出張であった。シドニーの展示担

当としては、展示コンセプトに従って事前に

調査した海 ・動物 ・植物 ・天然資源をテーマ

に、 コアラ、カモノハシを始め、珍しい鳥の

「泉ll製」や、 オパールなどの宝石、鉱物資源

の「標本」を調達すること、そして、その展

示のためのサイ ズを確認することが主要な関

心事であった。アトラクションとしては、羊

の毛がり職人を呼ぶことにした。職人の方は、

はさみ一つ（電動はさみ）できてくれたが、

194亨まれ
197呼南山大学卒業後、名古屋市採HI
198呼・名古吊市ロンドン事務Ii腹ま在

198昨 11!界デザイン会議
199呼 0!1)名古屋観光コンベンション・ピューロー

1991年秘刊全国際交流課
199件 4月か峨引自治困卦際化協会出向、 In]シドニー事務所設立準

備のため赴任

199婢 10月 『］49務所設立し、現在に至ふ

肝心の羊の日本国内での調達には、苦労した

思い出がある。

その後、 1984年 8月末から 1カ月余り、フ

ランクフル トヘ国際見本市への参加事業の出

張、翌、 1985年から1988年までは、名古屋市

ロンドン事務所の駐在員として勤務した。帰

国後は、もう二度と駐在はないと思っていた

ところ、突然の人事異動で、 1994年 4月から、

シドニーに派遣されることになり、 12年ぶり

にシドニーを再ぴ訪れることになった。今回

は、自治省の外郭団体である、倶オ）自治体国際

化協会シドニー事務所設立が目前の仕事であ

った。そして、 1年半が経過した。

閲自治体国際化協会

シドニー事務所開設

今日、全国の自治体には4000人を越える外

国青年が、国際交流員 (CIR:COORDINA-

TORS FOR INTERNATIONAL RELA-

TIONS)あるいは、英語指導助手 (AET:
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ASSIST ANT ENGLISH TEACHERS) 

として、働いている。このプログラムの施策

であるJET(JAPAN EXCHANGE 

AND TEACHING PROGRAMME) 

は、自治省、外務省、文部省の 3省の共同事

業として推進されており、明）自治体国際化協

会は、外国青年の各都市への配属や研修会を

実施するなど、この事業の総合調整役を果た

している。この協会は、全国47都道府県と12

政令指定都市の出捐により、 1988年に設立さ

れ、外国青年招致事業であるJET事業の他、

全国の地方自治体を対象に、その国際化事業

施策への支援、地方自治制度の調査等を行っ

ている。そのため現在、ロンドン、パリ、ニ

ューヨーク、シンガポール、ソウルそしてシ

ドニーに海外事務所を設置している。海外事

務所の主な仕事としては、全国の地方自治体

を対象に国際化事業施策の支援、例えば、地

方自治体関係職員の海外派遣研修に対する支

援、姉妹都市提携への支援、当該国の地方自

治制度の調査・研究、日本の地方自治関係情

報の発信、当該国の調査研究に訪問する日本

の自治体職員への支援がある。昨年4月に着

任後、 10月に正式開設を行ったが、現在、シ

ドニー事務所では、自治省出身の所長ほか6

名の地方自治体職員と現地採用職員 3名の10

名体制で事務所を運営している。地方自治体

の仕事に関する事項は、当事務所の管轄する

範囲となっている。

シドニー便り

言猛ごった <{,し
1)自然環境の中での生活

12年前のシドニーの印象は、やはり外国の

大都市としてのものだった。学生時代にヨー

ロッパを歩いた経験があったが、初めての海

外出張で来た時は、都じ部での滞在であった

こともあり、会議、現場視察に追われるあわ

ただしい毎日であったことが、その印象を形

成するのに影響している。 しかし今、この地

に生活しての印象は、シドニーの町は少ない

例外として、大部分は、自然の中での生活と

いった方が当たっている。通勤に利用してい

る鉄道の車窓からみる住宅街は、森の中をく

りぬいて家を建て、一軒一軒の家の周辺は、

森のままであることがよくわかる。突然、臼

い大きな鳥や、色鮮やかな綺麗な鳥が飛んで

来たりする。そして、私が住んでいる家にも、

とてもカラフルな「レインボー・ロリキート」

と呼ばれる鳥が飛んでくる。餌を与えようと

すると、どこからみているのか知らないが、

2羽、 3羽と集まり、ヒッチコックの「鳥」

を想起させるような鳥の群になる。鳥の羽の

色鮮やかさが、映画のような恐怖心を払拭さ

せてしまう。高さ30センチもあるオームの一

種である「クカトゥ」、人を馬鹿にしたような

笑い声の「クッカバラ（笑いかわせみ）」もわ

が家を訪れる。「クカトゥ」は、強靱なくちば

しをもち、かなりの「悪」である。餌を与え

て、食べるのを見ているのは、楽しいが、餌
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シドニー便り

つけを忘れた時は、家のベランダなり、家の

木枠の部分をガリガリかじっていく。「クッカ

バラ」も最初のうちは、あれが例の鳴き声か、

と感動するまではよいが、 しらじらと明け始

める朝の 5時半頃から「カッカッカッカッカ」

とあの調子で鳴かれては、閉口してしまう。

近くに寄ってよく見ると、かなり恐い顔をし

た鳥で、肉食であることは、来てから知った

ことである。日本では、動物園でしか見れな

い鳥たちを日常に見ることができる。

シドニー周辺の地図をみれば、ゴルフ場の

「緑」とともに、「ナショナル・パーク」の文

字をみることが容易にできる。そうした地区

は、全くの未開発地といってよい。もっとも

「プッシュ ・ウォーキング」用の道程度はで

きていても、その他は、自然のままで、それ

をとても大切にしている。人類最後の自然の

楽園としてのオーストラリア大陸といわれて

いる。 「環境にやさしい」という 言葉は、今日

の流行であるが、オーストラリアは、その言

葉にふさわしい。「エコー・ツーリズム」もそ

うした、環境に配慮した地域の活性化施策の

一つとしてよく使われる言葉となっている。

一方、昨年 1月の山火事（プッシュ ・ファ

イアー）などは、逆に自然の力の凄さを物語

るものである。また、オーストラリア大陸の

中央に位置する 「エアーズ・ロック」は、ま

さに、 一つの巨大な岩で、それを見るものに

自然に対する畏敬の念を党えさせる。事実、

神聖な場所として、誰も立ち入ることができ
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ない場所が、いくつか指定されている。

自然の中の生活といっても、多分 「アポリ

ジニ」たちの生活は別としても、電気、ガス、

水道などは完備されている。日本では、電線

の地下埋設化で、都市のデザインはすっきり

してきたというのは、よく聞かれる話である。

シドニーに到着して約 1カ月間、住宅探しの

ため、シドニー近郊を見て回ったが、電柱、

電線など、日本の状況と全く同じといってよ

い。広大な土地の中で、電気供給、ガス、水

道、道路敷設等、いわゆる公共事業を考えた

時、その区域の中の人口規模との関連で、適

正な土地の規模があるように思えてくる。疎

らに人口が分布している広大な区域に、こう

した事業をいかに行うかは、その区域におけ

る地方自治体の存在、役割そして、その効率

を考えてしまう。

オーストラリア大陸は、ヨーロッパ全体を

すっぽり覆い尽くすほどの面積をもっている。

日本の20倍の国土をもち、 6つの州と2つの

準州に分かれている。各州毎、地方自治体に

分割されているが、なかには、どの自治体に

も属さない地域、つまり、地方自治体が存在

しない地域が存在していることも事実である。

かつて、アメリカ合衆国を訪問した折、地方

自治体が存在しない地域があることにある種

の驚きを感じたが、アリゾナの広大な地域を

みて、納得した記憶がある。オーストラリア

の地域も、それと同様な状況であろう。

100% 
90% 
80% 
70% 
60% 
50% 
40% 
30% 
20% 
10% 

各州の区域に占める地方自治体の区域の割合

~ ． 

J L 

O% NT QLD VIC TAS WA SA NSW 

（出典）＇DiscussionPaper on Local Goverment in the !990s' 
Department of Lands, Housing and Local Goverment. 1993.3 

2)地方自治の原型

黒澤明監督の「七人の侍」という映画があ



る。これを洋画化 したものが、 ユル ・プリン

ナー主演の 「荒野の七人」である。物語とし

ては、全く同じである。そして、この物語に、

私は地方自治の原型をみる。煤村での収穫期

になると、盗賊が村を襲う。長老（議員を表

すオールダマン ・ALDERMANとは、 OLD

MANの意であるという）が、村の代表を町へ

派遣し、腕に自信のある者を連れてくるよう

指示する。選ばれた者たちが、 「七人の侍」で

ある。彼らは、村を守る替察官として雇用さ

れる。村人は、金を払うこともできないが、

そのかわりに、住居、食糧などを現物支給す

るなど、彼らの村での生活を保障することに

より、契約は成立する。自分の村（町）は、

自分たちで守るという地方自治の原型を私は

みる。その原型に近い姿の自治体を、かつて

訪問したアメリカのシカゴ郊外の村でみたこ

とがあるが、さほど違わない程度の自治体が

オーストラリアでみられる。

ロンドンに駐在となった1985年、当時のサ

ッチャー首相の主導で、「グレーター・ロンド

ン ・カウンシル (GREATER LONDON 

COUNCIL)」が消滅した。日本でいえば、東

京都という行政主体を消滅させてしまった。

その区域内には32の特別区「(BOROUGH又

はCITY」があるが、日本の地方自治体と比較

して、予算も権限も限定され、本当に住民の

生活に直結したゴミ処理、道路清掃などを行

う小さな行政主体とみてよい。基本的にオー

ストラリアの地方自治体は、それと同じであ

る。それは、法律上、各州によ って創造され

たもので、国の憲法に保障された日本の地方

自治体とは、存在根拠が異なること、さらに、

自治体予算の歳入面の乏しさ（自主財政権の

乏しさ）から執行事務が限定されてくる。多

くの人の理解するシドニーは、人口300万をこ

える南半球第一の都市である。しかし、地方

自治体という視点からは、実際のところ、 42

の地方自治体からなる大シドニー圏をさして

いる。そして、シドニー市自体は、人口9000

シドニー便り

人余をかかえる 6平方キロを区域とする自治

体である。

3)タスマニア州の地方行政改革

オーストラリア大陸の南に位置する総面積

6万8千平方キロ、総人口47万人のタスマニ

ア州は、 1906年の地方自治法（州の制定法）

により、令州を55の自治体に分割された。州

政府と自治体が、協力して地方自治体改革に

着手する状況に至ったのは、 1980年代に入っ

てからのことである。1987年、州政府は、地

方自治体諮問委員会を設置し、広範にわたる

地域住民への行政サーピスを機能的、効率的

に執行するために必要な包括的権限を自治体

に与えるための地方行政改革案を求めた。同

委員会は、 1990年、次の 3段階の改革案を提

示した。

•第一段階 合併による地方自治体数の削

滅

• 第二段階 新しい地方自治法の制定

• 第三段階 地方自治体の役割と事務の見

直し

第一段階については、 1992年 8月、州政府

は、州内46の地方自治体を29に削減する合併

計画を発表、 1993年4月2日、合併は実施さ

れた。第二段階の新地方自治法は、 1993年、

州議会で成立、1994年1月17日、施行された。

第三段階は、 1994年3月、役割 ・検討委員会

が設置され、 2年後に答申を行うことになっ

ている。このように、つい最近の出来事であ

る。合併することになった地方自治体に目を

向けた場合、先の自治体の原型に近い姿を伺

い知ることができる。実際の ところ、合併前

の1990年3月の時点で46あった地方自治体の

平均人日は、 9900人であり、豪州全体の平均

である 2万人を大きく下回っていた。新しい

地方自治体の境界設定基準をみてみると、

・人口 1万人以上であること

．歳入600万ドル以上、連邦及び州からの補

助金収入が、自主財源のレイ ト（衣産税）

収入の35％以下であること
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， 

北部特別地域(NT)
I, 346, 200km' 

クイーンズランド州(QLD)

エアーズ・ロック II, 727, 200km' 

西オーストラリア州(WA)
2, 525, 500km' 

． 
南オーストラリア州(SA)
984、000km' ニューサウス

・ノゞ ース

オーストラリア

7、682,300km' 

くオーストラリア統計局「年鑑1992年版」）

アデレイド

・一定基準を満たす専門職員を確保すること

となっており、その結果、 3 ~ 4の地方自治

体が一つに合併されたり している。広大な区

域の中に住民として300人程度の人口の地方

自治体を想起してみればよい。日本での実感

は、 町内会に相当するものであろう。そこに

住む住民からすれば、 例えば、ゴミ処理は、

自然の浄化作用、水は雨水の蒸留、電気は供

給会杜からの購入となれば、合併によって、

新たに地方自治体となることによって高い税

金を払うくらいなら、現状で満足という考え

が事実あったようだ。なお、一定基準を満た

す専門職員とあるが、自治体の幹部職員は、

仕事の内容、給与額を明示した新聞広告で広
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ウェールズ州(NSW)
80 I, 600km' 

首都特別地域
メルボルン゜ 認、400km2

ぐへ

言ぷ州（喜］、ホバート

＜募集する。 3年といった期間も最初から提

示され、その間の実績が問われる。 州を越え

て、公務員生活を渡り歩く 人もいる。

4) カウラでの事件

着任した昨年、カ ウラという町を訪問する

機会を得た。カウラ事件50周年にあたる年で、

キャンベラから日本国大使、シドニーか ら日

本総領事も出席された。カウラは、シ ドニー

から北西に、車で4時間のところにある。戦

時中、捕虜収容所があったところで、現在も

見渡す限り広大な敷地の中に収容所の跡地が

残されている。今は、日本人墓地、日本庭園

がある桜の名所として有名になっているとこ

ろである。先日、秋篠宮ご夫妻も訪問された



シドニー便り

概要

豪 州 日 本

NSW州

768万km2 80万km2 38万km2

面積

日本の約20倍、旧ソ連、カナダ、中国、米国、ブラジルについで世界第 6位

位置

東経113~154度

南緯 28~37度

東経141~154度

南緯 28~37度

豪州全体の60％が南回帰線の南側

北部の熱帯性気候から南部 シドニー

気候 Iの温帯性気候まで多様 夏： 22度冬： 13度

国土の40％弱が熱帯性

東京

夏： 27.1度冬： 5.2度

年間降雨量： 1,119mm I年間降雨量： 1,405mm 

1,728万人 590万人 (91年推計） 12,445万人

人 ロI(91年推計） （豪州の34%) (92年推計）

シドニー地域367万人

人口密度 2.2人／km2 （シドニー市のみの人口 人口密度 327人／km2

人口増加率 1.5% では9,000人）

海外出身者人口比率 23% VIC州 442万人（豪州の26%)

（うち英語圏出身者は46%) QLD州 296万人（豪州の17%)

※NSW、VIC、QLDの3州で77%

全人口の約70％が10大都市 WA  州 164万人（豪州の10%)

に居住 SA 州 145万人（豪州の 8%)

TAS州 47万人（豪州の 3%)

先住民 265,459人 ACT 29万人（豪州の 2%)

（総人口の1.6%) NT  17万人（豪州の 1%)

その他 I在留邦人 19,993人 （うちNSW州 8,048人）

93年在留届受理 （シドニー総領事館資料）
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地でもある。

終戦一年前の1944年8月5日に日本人青年

将校を中心に日本人捕虜が脱走を図り、231名

が殺された事件があった。そうした人々や、

収容所で亡くなった人々の霊を慰めるため、

日本人墓地が造られ、その土地は、 H本の土

地であるとされている。

捕虜となった日本人将校たちは、当時全く

情報もなく、日本が勝っていれば、捕虜とし

ての辱めを受け、生きて祖国の地は踏めない。

負けていれば、殺される。いずれにしても、

いきる道はないと思ったのであろうか。しか

し、当時の写真に、野球を楽しむ日本人捕虜

の姿をみることができる。また、その収容所

には、西オーストラリア州ブルームに移住し

た真珠養殖の日本人家族も含まれており、子

どもたちには、教育の機会も与えられていた。

捕虜となることは、例えば、米国人にしてみ

れば、そのことにより、命が救われることを

意味する。本人は、喜んで捕虜として生きて

いることを伝える手紙を故国へ書くという。

人権が保障されることを知っている。しかし、

人権が保障されることを知っていたのか、あ

るいは、人権という概念が、当時の日本人の

意識の中にあったのかどうか。何の不自由も

ない生活を保障されていて、戦争終結を待っ

ことは、捕虜となった日本人将校にはできな

かった。このカウラに来て、悲しい日本人の

姿を目のあたりにした思いがした一日だった。

5)終戦50周年

今年は、終戦50周年の年にあたる。これま

で8月15日は、VJディ (VICTORY OVER 

JAPAN DAY)と報道されていたが、今年か

らV pディ (VICTORY IN THE 

PACIFIC DAY)という表現に変わった。外

交的配慮からである。戦後の日豪関係は、よ

くいわれるように、経済面での良好な相手国

として象徴されている。アジア志向の外交政

策を国策とすることから、日豪関係はさらに

広範囲にわたることが期待されている。しか
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し、この50周年に合わせたかのように、戦時

中の日本人の蛮行を訴える新聞記事や、テレ

ビでの報道も多くみられた。

戦時中、日本の特殊潜航艇がシドニー湾を

攻撃したこと、北部準州のダーウィンの町を

空襲したことなど、今まで知らなかったこと

が、ここへきて知らされてくる。高齢化社会

に向け、いろいろ施策を考える上で、高齢者

のための施設訪問を希望する訪問団も多い。

しかし、そうした施設には、戦時中肉親を亡

くした方々がひっそりと生活している。日本

から訪問する人々が、こうした人々に対して

何をすることができるか。良好なH豪関係の

背景に、必ずしも良好といえない対日感情が

あることも忘れてはならない。 1990年 6月に

『多機能都市』という日本語訳になっている

都市づくりマルチ・ファンクション・ポリス

(MFP)計画が発表された＊。

このような都市づくりにおけるオーストラ

リア側の日本企業の投資に期待するところは

大きい。しかし、ここにいたるまでに、紆余

曲折があった（詳細は、杉本良夫『オースト

ラリア6000日』岩波新書、ppll2-132参

照）。第一の候補地は、ゴールド・コーストで

あったが、地元の反対、特に日本の経済進出

に対する反感により、政治問題化し、結果的

に第二候補地のアデレードに決まったという。

こうした計画の背後にある対日感情について

は、一考の余地がある。

今年はまた、シドニーと名古屋の姉妹都市

提携15周年にあたっている。シドニーで毎年

8月に開催されている『ジャパン・フェステ

ィバル』の時期に合わせて、この15周年を祝

うため、名古屋から250名に及ぶ代表団がシド

ニーを訪問した。そして、この10月、シドニ

―市が中心となって、オーストラリアのライ

フスタイルを紹介する『シドニー・フェア』

が初めて名古屋で開催された。私がシドニー

を訪問した1982年から13年たった今日、再び

シドニーを紹介する催事に関与することにな



ったのは、何かの縁かも知れない。

以上、いくつかの事柄を紹介させて項いた

が、当地へ来るまで知らなかったことである。

シドニーを象徴するシドニー湾の美しい青、

クルーズ、オペラ・ハウス、愛嬌たっぷりの

コアラ、愛らしいウォンバット等、シドニー

を訪問する新婚カップルを始めとする多くの

日本人観光客は、それぞれ自らの目でそれを

確かめ、 H本にない良さを満喫している。そ

れだけで、旅の楽しみは味わえる。しかし、

すぐには、目には見えないここに書いた事柄

は、私だけの無知によるものではないと思う。

＊マルチ・ファンクション・ポリス(MultiFunction Polis) 

1987年、日本の通産省の発案で、日豪協力によりオース

トラリアの自然環境の中に先端技術を駆使した都市を作る

計画で始まった。 1990年 6月、南オーストラリア州のアデ

レードに未来都市を建設することとなった。オーストラリ

アで最も成功しているといわれるテクノロジー・パークを

含む南オーストラリア大学に隣接する2,340ヘクタールの

敷地がその候補地となっている。 MFPは、 20年から30年を

かけて、 21世紀の生活に適合する都市の開発を目的として

いるが、その基本コンセプトは、次の4点が挙げられてい

る。

1) ピジネスの国際化と 「国内経済」の国際化

2)技術革新の高度化

3)経済活動の各分野における情報の流れの重要性の認識

と情報技術への重視

4)産業国家における高齢化社会への認識

シドニー便り
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名古屋都市センター ーまちづくりセミナー一

平成7年7月7日

医療現場から見た阪神大震災
ー大震災時の都市の危機管理について＿

防衛庁陸上幕僚監部 千先康二

阪神大震災においては、地震発生直後から

2ヵ月間にわたり現地で救援活動に携わりま

した。その経験の一端をお話しすることによ

り将来の災害医療対策の一助になれば幸いで

す。

第10師団（司令部：名古屋市守山区）は、

午前 6時半に非常勤務態勢が発令され、まず

午後5時給水支援隊が被災地へ向け出発しま

した。途中、警察や道路公団等の誘導はあり

ましたが救急車さえも動けない大渋滞にあい、

到着は大幅に遅れました。翌日、師団主力が

神戸へ向け出発しました。 19日早朝からは順

次被災地域に入り、人命救助活動を開始しま

した。医療班は当初、人命救助活動に従事し

瓦礫の下から救出された方の治療を行い、続

いて巡回診療を開始、さらに野外手術システ

ムを用い救護所治療を行いました。

l. 被災状況

5,500名の死者が出ましたが、大部分は家屋

倒壊による圧死などいわゆる天災による即死

でした。私ども医療関係者、行政者が考えな

くてはならないのは、 500とも1,000名ともい

われる病院・避難所に収容され後日亡くなっ

た方のことです。これが人災ではないかとい

われるゆえんです。

32万人にのぽる方が1000カ所の避難所生活

を強いられました。日中は自宅周辺で片付け

をして、夜は余震が心配なので避難所へ来る

例も多いようでした。避難所内の場所は早い

者勝ちのためか、若い人が体育館の真ん中を

128 

占め、老人が寒風吹き込む出入口付近という

所もありました。そのようなことに配慮する

行政の力が望まれるところです。 トイレ環境

も最悪でした。高齢者はトイレに行かなくて

済むように水を控え、それゆえ脱水状態にな

り病気を併発する例もみられました。寒さも

問題でしたが、同じことが夏に起ったとすれ

ば、疫学的に身の毛がよだつ事態であったと

思います。食中毒が無かったことは幸いでし

た。

避難所内は極めて青脊かでした。最初は、さ

すが日本人は大災害においても動ぜず冷静に

行動すると感心しました。米国では災害が発

生すると、暴動等が起らないよう各所に軍隊

が出動するといいます。全く正反対に評かな

状態だったわけですが、それは別の意味で心

配すべき要素を含んでいました。心にかなり

の傷を持っており、対外的に自分の悲しみを

表現したくないという状態だったのです。

PTSD（心的外傷後ストレス障害）といわれて

いますが、ポランティアも患うことが問題に

なっています。彼らは被災者から、家族を失

った、将来どうしたらいいかわからない等の
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切々たる話を聞き、それを全部自分のことの

ように追体験してしまいます。それがストレ

スになります。だからデブリーフィングとい

って人に話すことにより心の中に納めないよ

うにして、ストレス解消が必要となります。

私自身もこういう場を与えて項きデプリーフ

ィングをしているわけです。

避難所内にはテレビもあるのですが、誰も

見ていませんでした。地震発生後 l~ 2週間

経っても、死亡者数や倒壊家屋の状況ばかり

だったからです。避難所の人達が欲しかった

情報とは、どこの病院が何時から何時まで開

いているか、どこで薬がもらえるか、どこへ

行けば風呂に入れるか、ということだったの

です。情報源として掲示板は効果的でした。

ロコミも侮れません。私どもが現地入りして

2時間後、結構遠方から「診て下さい」と車

で乗り付けられた人がいました。到着したば

かりで医療器材を開きつつあるところでした。

友達から聞いたとのことで、日コミですぐ広

がったようです。パニックが起る危険性もあ

るわけで、正確な情報をいかに効率よく流す

かが重要となります。

2. 医療救援活動の実際

医療に関して過去の災害と決定的に異なっ

たのは、地域の医療システム自体が被災した

という点です。地元医療機関の被災状況は、

東灘区を例にとると病院5施設のうち全壊 1、

一部損壊4という具合いで、一般診療所の多

くも被災しました。また、損壊を免れても、

電気・ガス・水道が使えない状態でしたから

本来の十分な医療は行えませんでした。

出動時、私どもは人命救助に行くつもりで

したので、 1 ~ 2週間で目処がつくだろうと

思っていました。事実、瓦礫の下から生存者

が救出されたのはせいぜい災害発生後5日目

まででした。ではその時点で任務が終了した

かというとそうではありません。生活救援活

医療現場からみた阪神大震災

動の始まりでした。長期的な支援が必要と判

断し、次々と全国から支援隊を呼び寄せまし

た。完璧な計画はなく、住民から要望を聞い

て、現地で今何が必要か考えて行動しました。

例えば被災者が入浴していないようなら自衛

隊の入浴セットを設置するなど、現地の様子

を肌で感じとりながら地域に密着して支援を

行いました。救護所、給水所、炊飯所、浴場、

家族用テント等の設置が急務でした。とにか

くここへ米れば何かしらの情報なり支援なり

が受けられるという拠点を作ることです。ス

トープ完備の小テントはプライバシーが保て

余震にも安全と好評でした。拠点としては、

学校のグランド、公園等が役立ちました。錯

綜した状況では、救護所などの施設がどこに

あるか判り難いのですが、小学校グランドな

らば支援している事か明らかに分かります。

救護所は延べ177カ所ありましたが、連携に

問題がありました。市・区が掌握する救護所

と県の救護センターの連絡はなく、縦割り行

政の弊害がみられました。同じ支援をするの

ですから医療関係で横のつながりを持つべき

です。災害対策本部には医療関係者が不在で

あったと聞きます。そこで種々の事案につい

て優先度をつけるべきです。今回、自衛隊医

官が救急車に伴って支援に来ましたといって

も、どこへ救援に行って下さいという指示は

ありませんでした。ヘリコプターで67名の患

者を護送しましたが、初日から依頼されたわ

けではありませんでした。診療以外でも、給

水先を決める際、ただ住民が水を必要として

いるという認識ではなく、病院への給水も配

慮する必要があります。これらのような何が

重要かという評定を専門家の立場から決める

べきで、縦割り行政ではできないことです。
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3. 災害医療の特性

災害医療は救急医療とは全く異なります。

災害には自然災害や人為的災害など種々あり

ます。例えばサリン事件、航空機墜落、大震

災、いかに相対的に少ない医療スタッフで多

数の患者を有効に助けるかが重要です。日本

では災害医療に関する専門家がおらず、ノウ

ハウがありません。ただ、自衛隊では大量傷

者救護訓練というのがあります。

まず、「トリアージ」が大切です。これは傷

者を軽症、中等症、重症に分類することです。

被災地の病院では、幾つもの入日から患者が

なだれ込みパニック状態になりました。患者

集合所を設け入日を一つにして患者の流れを

統制して、診るべき患者を迅速・的確に選別

する必要があります。 トリアージでは時間を

費やさず、振り分けのみに徹しなければなり

ません。例えば、大声で痛いと叫んでいる人

をのけてでも、紫色のチアノーゼでじっとこ

らえている人、虫の息の人を真っ先に診なく

てはいけないのです。これが鉄則です。 99%

助からない状態であれば、次の患者を診る決

断も要求されます。しかし今回の場合、より

少ない医療スタッフで最大多数を助けるとい

うイメージが医者にも国民にもありませんで

した。

被災直後はサイレントフェーズといい、す

ぐには患者は病院に来ません。 6~ 7時間し

たところでわーっと病院に集まります。その

間隙を利用して、まず入院患者を必要により

ヘリコプター等で後方へ送り、被災患者受け

入れ態勢を整えることが必要なのです。

災害医療は単一の状況ではなく、常に変動

してゆきます。指令塔となる者はその段階を

感じとるセンスが必要で＇す。例えば、最初の

大混乱時に救護所を設けるなど悠長なことは

いっておれませんし、腰を落ち着けた治療が

必要な時にフラフラ回っていては効率か悪い

わけです。疾患でいえば、当初は救急外傷が
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主です。ある程度浴ち着いた段階で生命に直

接関わらない外傷が中心になり、総合臨床医

が巡回診療をします。 1週間程すると、風邪

や消化性潰瘍など急性疾患が増えて、救護所

で治療します。看護婦のソフトな対応が役立

ちます。そして慢性疾患が増えてくる 1ヵ月

後には、円滑に地元の医療機関に引き継ぐこ

とが肝要です。 2ヵ月経つとリハビリの時期

で、保健婦が見回り健康管理を行います。そ

の際には心の病気を診ることも重要で、ボラ

ンティアの活用も考慮します。

段階に応じて通常とは異なる対応を的確に

実施する必要性に迫られます。そのいい例が

診療録の扱いです。当初の救命救急の段階で

は診療録を書く余裕はありません。その際は

Emergency Medical Tag (EMT :負傷者識

別粟）を使い治療が一目でわかるようにしま

すが、これを持っていない施設がほとんどで

す。その後、巡回診療の段階では診療録を書

＜余裕ができますが、巡回の場合は毎日医者

が変わります。それで診療録を患者に渡しま

した。医者が入れ替わっても、病名・処方薬

がすぐわかります。平時の概念とは全く異な

る処置を含め、その場に応じた的確な診療を

行うためにも、時期を読むセンスが必要です。

4. 救護所展開の要件

救護所展開の行政サイドの要件は、第 1に

情報の確立。最初は、いつどこへ救援に行け

ばよいか、どこに避難所があるかさえも把握

できていなかったのが事実で、いかに早く情

報網を確立させるかが急務です。第 2に誰が

指令塔なのかを明確にする。自衛隊、赤十字、

ボランティア団体、保健所、医師会など様々

な組織があります。その中で誰がリーダーシ

ップをとるか。やはり一人のリーダーのもと

に活動した方がよく、できればその指令塔は

災害対策本部に直結した人であることが望ま

しいのです。第 3に1廿lい合わせの窓IJを一本



化すること。ポランティアはどこへ問い合わ

せても、結局待ちぽうけになった例も多々あ

りました。

派遣サイドが考えねばならない要件は、第

1に自己完結性。寝る場所や食料を自分達で

確保すべきです。今回、諸外国から医師団派

遣の照会をかなり断わったそうです。寝る所

や食事、通訳を準備しなければならず、混乱

した状況でそのようなことは保障できず、断

わったとのことです。現地に負担をかけず、

自分の面倒は自分でみる立場を保持すべきで

しょう。第 2に継続性、ローテイション態勢

の確立です。あるグループは医者 3名で現地

入りし、 24時間診療しても患者が滅らず、結

局3人ともダウンしてしまいました。ローテ

イションを組めば息の長い支援ができたはず

です。第 3に責任ということです。ボランテ

ィア医師がある日突然通告なしに帰ってしま

いました。疲れたのか、所属病院から呼び戻

されたのか解りませんが、以後行政側は県代

表団、自衛隊、赤十字、あるいは名古屋の名

城病院からというように責任団体から来る者

以外の単独ボランティアは丁重に断わること

にしたそうです。例えば自衛隊など自己完結

能力のある団体が、ポランティアの受け皿に

なればいいのではと思います。

さて、私自身が一番気を遣ったのは、どこ

に救護所を設けるかということより、如何に

撤収するかということでした。救護所では治

療・薬は無料で、地元の医療機関で保険診療

が始まると、みな救護所に行きたがりました。

実際は1呆険診療が始まっても患者支払い分猶

予により被災者の負担は無かったのですが、

朕師会の病院は支援医師団に帰って欲しいよ

うな目で見ます。行政側は被災住民を説得し

て、地元の医療機関に委ねるよう手配するべ

きです。

医療現楊からみた阪神大震災

5. 医療に関わる者への教訓

現地で医者はずっと白衣を着ておれるよう

な悠長な状況ではありませんでした。例えば

スキーウエアを着ていたりしますから、すぐ

医者だとわかるような何かマークを付けると

よいと思われました。

総合臨床能力も重視すべきです。内科・外

科等の専門領域に拘らず幅広い治療が望まれ

ます。クラッシュ・シンドローム（挫滅症候

群）は知識が無いと致命的となります。足や

腕を損傷するぐらいではすぐには亡くなりま

せんから、しばらく様子をみることになりま

す。ところがその後容体が悪化して亡くなり

ます。早めに可能性に留意し透析可能病院へ

送る着意が必要です。精神的バックアップも

必要でした。外傷治療に際し、こういう外傷

にはこういう治療を施すという標準マニュア

ル化を考えてゆく必要もあります。

医師として患者治療に係わる他に、原生省

現地対策本部、保健所など各団体・施設との

調整が大変でした。

6. 病院の教訓

病院の立場からの教訓として装備面では、

自家発電設備を持っていながら発電機が水冷

式であったので断水時には機能しなかった。

水備蓄設備がないか、あってもタンク損壊に

より役立たなかった等か目立ちました。管理

面では、医薬品の不足がみられました。各病

院が備蓄するのか、行政が備蓄するのか考え

ておく必要があります。

今回、大阪や岡山の医療施設は閑古鳥が鳴

いていたといいます。ただ待っているだけで

は患者は来なかったわけです。被災地の病院

の医師はどこへ運んでいいのか分かりません

でした。救急車は瓦礫の下から救出した被災

者を運んではくれても、病院から後方の病院

へ送る際にはなかなか米てくれない場合があ
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ります。だから、周辺地域の病院が積極的に

迎えに行く必要がありました。現地の病院も、

患者治療能力を十分に把握し、患者をたくさ

ん抱え過ぎてはいけません。

7. 行政の問題

神戸市の災害対策本部では縦割りがそのま

までした。 地図さえありませんでした。自衛

隊流に言うと、地図や被害状況などあらゆる

データが全てわかるような作戦室 ・コマンド

ポストを迅速に作ることが重要です。また、

自衛隊、消防、警察はそれぞれ無線システム

を持っていますが、一切話はできません。米

国では FEMA（連邦緊急管理庁）が統合して

います。例えば米国ロサンゼルス北のノース

リッジ地震の場合、地震発生15分後にはクリ

ントン大統領に電話連絡が入りました。

FEMAがうまく機能した好例です。日本にも

このような組織が必要か否かは別として、や

はりリーダーシップを取るところを確立すべ

きです。加えて連絡調整のネットワーク化が

必要なのです。

8. 今後の課題

今後は自衛隊も自主派遣の問題を考えてい

くぺきです。従来、行政からの派遣依頼によ

って支援していました。しかし今回の経験か

らすれば、情報収集のためヘリコプタ ーを飛

ばしましょうかというような積極的な申し出

が必要だと思います。ただ主導的に突っ走る

わけにもいかないでしょうから、現地対策本

部に自衛隊も参画させて項く議論をした方が

いいのではと思います。また活動を円滑にす

るために必要な処置を考慮すべきです。情報

伝達の迅速化、映像情報伝達システム、人命

救助システムの確保、ヘリの飛行高度制限な

ど法の見直しも必要です。さしあたって自治

体に連絡調整所スペースを確保することも重
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要です。そこが吹きさらしの駐車場ではうま

く連絡態勢がとれないのは明らかです。

皆様に留意して項きたいのは、自衛隊の大

部隊が現地に集結するためには、ある程度の

時間がかかるということです。医官一人が行

ってもだめで、 60人の支援隊員が必要です。

航空機1機を動かすためにも、多数のバック

アップが要ります。兵たん機能が整って初め

て自己完結的な自衛隊の力が発揮できるので

す。自衛隊はスーパーマンではありませんし、

役割分担を理解して項く必要があります。警

察、消防、自衛隊が同じことをしていては意

味がなく、やはり自衛隊のみができることを

やることが重要です。

逆に各組織が協同してやる柔軟性も必要で

す。消防チームの人手が足りないため、自衛

隊が協力を求められ一緒に活動していました。

ところが一緒にやってはだめだというクレー

ムがあり自衛隊か退きました。おそらく何か

問題が起った場合、責任の所在が明瞭でない

からでしょう。また道路啓開に際し自衛官が

民間会社のトラックに乗って誘導したところ、

国税による自衛官が民間の建設業者のトラッ

クを運転したと新聞にスッパ抜かれました。

以後、別々に行動したとのことです。クレー

ムで撤退せず、「今はこうすることが効率的な

のです」と主張して欲しい気がします。事実、

淡路島ではかなり官・民が共同して活動した

ため、瓦礫の処理が神戸地区より15倍早かっ

たというデータが出ています。

以上、医療現場からみた阪神大震災の状況

をお話し致しました。先頃の地下鉄サリン事

件についても調査しました。むろん大震災と

は規模が違いますが、災害医療あるいは医療

における危機管理という点で全く同じ問題が

あると思いました。本部の設置、マスコミ対

応、後方支援、 EMT、通信、連携など検討す

べきことは同じです。そういう事を真剣に考

えなければならない時代になってきたのです。



名古屋都市センター ーまちづくりセミナー＿

平成7年7月10日

名古屋の都市計画の成り立ち
～名古屋のまちの骨格形成に尽力した3人の技俯者～

長岡造形大学助教授 越沢 明

名古屋は、戦前から先進的に取り組んだ都

市計画事業がかなり多い。そういった意味で、

以前から関心をもって名古屋の都市計画を見

てきました。今回は、名古屋の都市計画の骨

格を形成した 3人の技術者の仕事に触れなが

ら、名古屋の都市計画の成り立ちをお話する

と分かりやすいのではないかと思い、こうい

うテーマにしました。戦前の区画整理に取り

組んだ石川栄耀（いしかわ・ひであき）、戦災

復興に力を注いだ田淵壽郎、（たぶち・じゅう

ろう）名古屋の初代公園課長の狩野力（かの

う・つとむ）の 3人です。

日本の区画整理は、都市基盤整備の一番重

要な手法であります。戦前から都市計画とい

うと、土木・建築 ・造園の三分野から都市計

画に携わるとか結果的に従事する人が多い。

現在、区画整理は土木系の仕事ということに

なっています。しかし、発端は建築系の仕事

でした。区画整理は名前の通り、区画を整理

することから始まりました。そして現在のよ

うな手法に発展してきています。それの主な

契機となったのが名古屋における郊外地の開

発手法でした。また、郊外地の開発の中で都

市計画公園を区画整理に伴って整備したので

す。東山公園の整備では、今でいう受益者負

担に近いやり方を工夫したり、いろいろな試

みをしております。都市計画の中でいかに苦

労して緑を作ってきたかがわかります。

名古屋の初代公園課長・狩野力はそういう

意味では先駆者の一人だったのですが、若く

して亡くなっており、業績は知られていませ

ん。もう少しその業績が評価されてもいいと

思い、第 3番目の人物として狩野力を取り上

げました。

l.明治の都市基盤整備

都市計画法ができたのは大正 8年で、この

時に現在に至る都市計画の基ができます。た

だ広い意味での都市計画とか都市の建設事業

というのは明治時代に始まっています。しか

し、今でいうような都市計画、つまり都市全

体を計画的に基盤整備する発想は明治にはあ

りませんでした。鉄道を通す、駅を造るとい

うように単発事業で整備されました。名古屋

でも広小路に路面電車を通したり、東海道線

の駅が造られたりしました。また、日本人は

お祭りが好きなのかもしれませんが、明治時

代は博覧会が多い。これは産業振興の意味も

あり、要は博覧会に合わせて公園や緑地を造

り、それへのアクセスのために交通機関を整

備するという手法でした。代表的なのは京都

の岡崎の一帯で、平安神宮とか博物館の一帯

がグリッドになっていますが、あれは明治時

期の博覧会の時整備した市街地です。それに

合わせて日本で最初の路面電車を敷きました。

越沢 明 （こしざわあきら）

昭和27年東京都出身

昭和51年東京大学工学部都市工学利卒業

昭和57年東京人半人“9院博士課程修了

平成2年土木学会賞

平成4年 日本都市計画学会石川賞

専門は、都市計画、社会資本整備論3

特に計画思想マスタープランなど。
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もう一つは、交通機関、特に鉄道とのアクセ

ス整備、あるいは官庁街の周辺などで道路の

拡幅が、全国共通で明治時代にある程度実施

されました。

初期の路面電車は民間経営が多い。日本の

政府は基本的には都市の基盤整備のためには

お金を出さず、道路の拡張費用などは路面電

車側から受益者負担金としてとるわけです。

名古屋の場合も、大正8~11年、その時の市

会の街路整備の予算830万円の内15％が電気

鉄道経営者負担金で、これが有力財源でした。

都市計画事業に対する国庫補助の規定ができ

たのは昭和43年の都市計画法です。ところが

これは現在死んでいる条文で、都市計画法に

基づく補助金というのはいまだかつて制度化

されておりません。それに伴う施行令がない

からです。実際には道路法などの個別の法律

を適用して補助金を出しています。例えばガ

ソリン税は目的税として、道路主体の基盤整

備にしかお金を使えず、包括的なまちづくり

の補助金になっていません。現在では、各種

社会資本整備の事業規模が大きくなっている

にもかかわらず、まちづくりの肝心な部分で

骨が入っていないという印象です。

E．草創期の都市計画

大正 8年の都市計画法については、今から

みるとプラスとマイナスの両面があります。

大正期の日本の主要都市では、多くの工場が

でき産業公害が発生し、労働者が増えて住宅

事情が悪くなり、古典的な都市問題が発生し

ました。その中で、都市計画法ができる直前

の市区改正条例時代は、名古屋も含めて神戸、

横浜、東京などの都市は、市が主体で都市計

画に取り組む動きがありました。ところが大

正8年にできた都市計画法は中央集権的で、

策定権が市側にはなくなってしまいました。

計画策定権は全て国とその出先機関である内

務省の都市計画地方委員会が持つことになり
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ました。都市計画制度自体がまだよちょち歩

きの時代で、制度を普及するためには、おそ

らくこの方法しかなかったのだと思います。

そのため内務省側に帝大出身の人材が集中し

ていました。

都市計画法ができ、役所内の都市計画に携

わる者は高い地位でした。給料が高く、計画

実現の手腕を問われる立場ですから、皆たい

へん勉強していました。一方、市側は策定権

を全部とられてはいますが、地方都市では策

定権云々以前の問題で、都市計画に対する気

運とか必要性を感じていないという時代でし

た。当時の 6大都市クラスについては、もう

少し自主策定権があった方がまちづくりに剌

激になったかもしれません。

戦前はそういった行政システムで都市計画

に取り組まれてきましたが、戦後は戦災復興

事業の事業主体が県または市になり、計画策

大正13年 市街地建築物法第一条による初の用途地域指定

国立公文館所蔵「公文雑纂附図」
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定権も実質的に持つようになりました。

名古屋の場合は、内務省の出先機関である

都市計画愛知地方委員会（事務局は県庁内）

の人材が豊富でした。石川栄耀がその最たる

ものだったのですが、市と非常に関係が良く、

両者がうまく連携をとりました。方法として

は、郊外地の区画整理についての地主に対す

る働きかけを石川栄耀とか内務省から来てい

た人が全部引き受け、お膳立てをして、その

後市側が速やかに実施するという非常にうま

いやり方でした。

こういったことからも、必ずしも戦前の中

央集権体制が今日の感覚で悪いと考えるのは、

適切ではありません。また、内務省から派遣

されてきた人が全てうまく仕事をやっていた

わけでもありません。あくまでも客観的条件

に見合うプランを立案し、なおかつ地元の地

主も含めてうまく一緒にやれたかどうか、恐

らくそこがポイン トだったと思います。また、

もしすべて市に計画策定権が置かれていたら、

都市計画のように将来ビジョンに基づき、規

制や私権制限を行う仕事は役所内や市議会で

たたかれ、うまくいかなかったのではないか

と思います。

さて、大正10年頃の名古屋は日本で三番目

の都市でした。 2、3度市街地の拡張をして

います。都心から 1時間の距離圏で半径2里

の圏域を組み、また現在の線引きとか、市街

地面積に対する人口という密度論に相当する

ものについても、ラフながら考えていました。

都市計画法が施行され、数年以内に主な用途

地域や街路が決定され、川崎や名古屋のよう

に工業が盛んな都市の場合は、運河が決定さ

れました。それから、公園の決定、と一連の

決定をしています。スタッフは、皆愛知地方

委員会の中にいますので、基本的にはその中

で相談しながら、 しっかりとした一つのポリ

シーを持って取り組んでいたという印象があ

ります。

その一番良い例としては、郊外地の街路全

体を計画し、そこに都市計画公園を張りつけ

たことです。しかもその後の実現化の過程で

うまくそれを区画整理にとり入れ、都市計画

道路になっていない細かい区画道路も組み込

んで設計しました。だから区画整理といって

も、街路網の全体が互いにつながっています。

大阪も共通のやり方です。大阪は都市計画法

が施行された直後にスプロールが進行し、そ

135 



名古屋の都市計画の成り立ち

1

ー
＇ 

句

↑

土

9

内

閣

纏

還

大

臣

子

爵

加

嶋 菫

-―
 

1

,

'

,

.

1

,

f' 

.,
 ... 内

と
I`
I第—

こ

寓

明

鼠

一
-l
 ――
 

r

99.
~

u 

可
ス
t
4
キip、
/

1

入
日

内

務

省

,
i
i
し

'
,
1
,
9
,
1
,
'
:
1
,
'
:
'

i

立

色

-
9控

ー
＄t-
上
p
g
し
●
：
~

岱

i

-内閣
，

；

名

古

屋

饂

市

計

董

＾

ム

國

斬

殷

及

攘

築

J

件

露

市

計

董

愛

知

鍾

方

委

員

會

J

誡

9

糎

テ

左

記

J

逼

決

定

シ

9

ル
―
ー
付
舞
鵬
可
柑
成

9
シ

右
閣
●

9
1
1
ア

大
正
十
五
年
＿
J
I
寸
―
ー
一
日

内

務

大

臣

若

楓

・

次

郎

．
内
閤
穂
理
大
臣
『

）

大正15年 都市計画公園の決定 国立公文館所蔵「公文雑纂」

の反省に立って熱心に区画整理を実施しまし

た。だから、都島の一帯からベルト状に幹線

街格がつながっています。一方、東京は市街

地膨張の速度が速かったので、市街地全体を

裂うように区画整理をすることはできなかっ

た。横浜もそうです。あと比較的区画整理の

実施が早かった福岡と神戸も、ベル ト状に市

街地を覆い尽くすところまでは至っていませ

ん。ですから、戦前の都市化の時代に郊外地

のスプロールを防止して、住宅地を整備した

という点では、大阪と名古屋は大変な優等生

と言えます。さらに名古屋は、東山公園とい

う大規模公園を併せて造りますから、市街地

の拡張については一番優等生だったと言える

でしょう。都市全体を見ながらどこに公園を

置くかを考えていた。当時東山公園の一帯は、

まだ未開発の森林地帯でした。そこに、まず

公園を造るという発想で頑張った時代だった

のです。

そういう新しい仕事をする中で、組織も人

材も育ってくるわけです。戦前の愛知、名古

屋は多くの仕事を手がけており、主に内務省

系統の人材を多数翡出しています。黒谷了太

郎という内務官僚は、台湾にも行き、後の鶴

岡市長になった人です。この人は、レイモン

ド・アンウィン（イギリスの田園都市の設計

者）に傾倒し、都市計画の本を何冊か書いて

います。その人の影響で石川栄耀はアンウィ

ンに興味を持ち、やはり傾倒することになり

ます。永田実、この人も土木系です。そして

狩野力。彼は、東大の造園を出た都市計画地

方委員会の技師ですが、後に名古屋市初代公

園課長として迎えられました。

一方、名古屋市側は、戦前から区画整理と

か事業の実績があり、かなり多くの人材が養

成されていました。そのヘッドに戦後、田淵

さんが招かれた構造になります。

3. 都市計画の実現化手法と区画整
理

戦前は、どの都市も既成市街地の都市計画

にはほとんど着手しておりませんが、大きな

インフラ整備の流れで取り組むことはありま

した。例えば名古屋は、名古屋駅が現在の位

置に移転した時、その関連で駅周辺の区画整

理に着手しました。そのように個別に細々と

実施していました。既成市街地については、

財源措置がとられていなかったからです。例
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外的なのは大阪です。御堂筋あたりはかなり

整備されました。そういう人材と、経済力が

あったからです。御堂筋にかかった費用の約

3分の 1は受益者負担金を財源としています。

名古屋の場合は、当時の大岩勇夫市長が郊

外地開発に非常に熱心でした。財源上どうし

ても都市計画事業に着手できない時、唯一の

打開策は区画整理の方法を用いることでした。

当時の愛知県の都市計画課、これは愛知地方

委員会との二重組織ですが、そこと市がタイ

アップして区画整理の指導調整を行いました。

区画整理の調査や設計など、今でいうコンサ

ルティングを実施し、用地を確保するとそれ

を市に渡し、市は街路整備をする。記録によ

ると、区画整理事業の第 1号は八事（やごと）

で行われましたが、その規模が非常に広大で、

228haあります。大規模な区画整理を続けて

具体化し、それをつないでいくわけです。

もう一つ、名古屋独特のものがありました。

通常の区画整理事業の財源については、保留

地の売却が戦後の共通の手法ですが、これを

最初に大々的にやったのが名古屋です。当時、

保留地という言葉はなく、元来そういうこと

をやるのは区画整理の趣旨に反していました。

当時区画整理は、耕地整理法の準用で実施さ

れていたからです。耕地整理とは、農地を持

っている地主たちが協同で水利とか農道関係

を整備する手法です。その時、中途半端に土

地が余ることがあって、それを交換したり売

ったりする ことが実例としてあったようです。

これを剰余地の処分といい、それを意図的に

やったのが名古屋の特徴でした。事業費が出

ないので、剰余地を処分してできたお金を財

源として整備したのです。自然発生的にこう

いう手法が生まれたのだと思いますが、名古

屋では堂々と区画整理組合が分譲案内を出し

ていました。今でいう不動産の分譲広告です。

その後、昭和10年代には替費地という、費

用に替える土地という法律上は無い言葉が、

かなり使われました。その年代には、全国的

名古屋の都市計画の成り立ち

に軍需産業を背景としての区画整理が実施さ

れています。この時に替費地という名前で1呆

留地をかなり確保しました。また、関東大震

災の時に始まったのですが、区画整理の中で

先行的に公共が土地を買収しました（ゴポウ

抜きといいます）。そして戦前に実施されてい

た手法や、耕地整理法ではうまくいかないこ

とを一気に見直したのが、現在の土地区画整

理法です。保留地も制度化されました。そう

いう意味で、名古屋の区画整理は先見性があ

ったということです。

同時に、名古屋の区画整理組合はデベロッ

パーにもなりました。まず、市自体が区画整

理に関する展院会や、公園計画の宣伝を目的

とした公園祭を開催しました。「名古屋は博覧

会太りする」といわれるように、明治43年の

「第10回関西府県連合共進会」、昭和 3年の

「御大典奉祝名古屋博覧会」、昭和12年の「名

古屋汎太平洋平和博覧会」、平成元年の「世界

デザイン博覧会」、実際にはソウルにとられた

オリンピックと、博覧会に併せて基盤整備を

実施してきましたが、その初めは公園祭でし

た。石川栄耀と狩野力が中心となって企画し

たようです。国の役人がはたらきかけるので

自由に発想できるわけで、おそらく市の職員

だけでは新しい試み、アイデアはできなかっ

た。市長をかつぎあげて公園協会をつくり、

イベントを開催する。そして、公園の宣伝と

区画整理に伴う公園用地の確保をする。今で

いう広告代理店がやるような仕事まで、都市

計画地方委員会がやっていたわけです。

また、地域振興や剰余地処分を円滑にする

ための手段として、具体的に次のような事業

に取り組みました。中村公園の一帯は、公園

を整備し日本一の大鳥居をつくり、地域のイ

メージアップを図りました。太閤祭はこの時

始まったようです。一方、志賀公園は初めて

組合自身の負担で造られました。戦前には、

組合は土地を保留するだけで、公園整備は別

途市が実施していました。組合、つまり開発
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者が公園を造った上で市に引き渡したのは、

これが日本で最初です。それから、新屋敷の

例があります。ここでは宅地造成のグレード

を上げるということで、今でいう電線の地下

埋設に近いことが行われています。また、エ

業地帯については工場を誘致し、組合がバス

を運行しました。また豊田については、駅や

盛り場を造ったり、商業施設を造るとか様々

なことをやっています。

名古屋大学の土地を確保したのは重要なこ

とです。名大の土地は 3つの区画整理区域に

またがっていましたが、無償で用地を区画整

理組合から寄付させました。当時の愛知県都

市計画課長の真坂忠蔵は、「まさか」というこ

とをする、そういうことを仕掛けるのが得意

だったようです。東山公園についても、地域

振興の観点から必要と、石川栄耀や狩野力ら

と交渉し、その結果、地主は寄付と非常に安

い金額で土地を提供しました。

い
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、
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昭和14年風致地区の指定

国立公文館所蔵「公文雑纂附図」

4.都市計画の流れと公園計画の位
置付け

その後の都市計画は、昭和10年代の防空時

代にはいります。市街地の災害復興型の区画

整理は、大正10年に新宿の大火跡から始まり

ました。ここで日本最初の区画整理が行われ

ました。また、それに名古屋や大阪で始ま っ

た郊外地型の手法が合体されたのが、戦災復

興区画整理です。それが日本における区画整

理の流れです。

一方で、戦前から戦災復興時にかけては、

都市の基盤整備や道路などの新設が重視され

ていました。その結果、本来的な区画整理の

考え方である、区画の割り方や建物の建て方

という、市街地の中でのまさに区画というこ

とが、昭和20年頃は若干おろそかになった気

がいたします。昭和初期から10年代の名古屋

の地図を見ると、最初に幹線街路の位置を決

めて、それに合わせて区画整理を徐々に行な

う手法をとっていることが読み取れます。

さて、名古屋や大阪の公園計画がきちんと

軌道にのる発端は、大正12年の関東大震災で

した。それ以前は、公園整備が都市基盤整備

の中で欠くことのできないものという視点が、

まだ日本ではなかった。関東大震災の時に公

園や緑地のおかげで命が助かったということ

が実証され、ようやく公園計画を作ることが

軌道に乗り始めました。内務省の本省と県と

市が一緒に取り組んでいる姿が見てとれます。

本省の主任技師である北村徳太郎と狩野力が

一緒に弁当持参で東山公園予定地を歩き回っ

ている。昭和10年代に北村は、これが10数年

後に、区画整理の中で日の目を見るとは夢に

も思わなかった、と当時を回想しています。

全て民有地で実現の予算もないという、全く

見通しのない中で公園を計画していたわけで

すが、やはり都市計画は先を見越して計画す

ることが重要だと思います。一つ残念だった

のは、公園計画がーカ所削除されたことです。

138 



それが実はパークウエイ、公園道路でした。

当時はまだ単体の公園が主で、公園と道路の

中間形態としての公園道路や河川緑地は、通

常の都市計画では造りにくかった。本来こう

いうものがきちんと整備されると良い都市に

なりますが、この時は消えてしまうのです。

関東大震災や昭和9年の函館大火の復興計

画を通して、大規模な災害に対する既成市街

地の都市改造の事例が生まれました。大火と

か震災後の復興という流れが一つ確立したわ

けです。また、郊外地の区画整理を中心とす

る開発手法も一つの流れとして確立しました。

この二つの流れに新しく加わったのが、昭和

10年代のリージョナル・プランニングです。

戦前は地方計画と訳していますが、むしろ今

でいう広域都市計画といった方がいいと思い

ます。大都市の膨張を コントロールするため

に、まず郊外に衛星都市や田園都市を造って

グリーンベルトを造る。最初は昭和10年の東

京、神奈川、名古屋、大阪の緑地計画です。

名古屋の場合は庄内緑地とか大高緑地、牧野

ケ池緑地がこのとき計画されました。それら

は今でも郊外市街地の大規模公園の大きな種

地になっています。これは残念ながら用地買

収をした後、戦後の農地開放によりかなり減

りました。本来はグリーンベルトのように環

状におきたかったのができなかった。名古屋

の場合は市域が狭かったのが理由だと思いま

す。戦前のグリーンベルト計画でも名古屋は

拠点だけで、春日井などの名古屋市域外まで

は計画に入れなかった5名古屋は区画整理を

大規模にやってい ますが、意外に戦前のグリ

ーンベルト計画はこじんまりとしています。

そして、その基礎の上に戦災復興が始まりま

す。

5.戦災復興計画

郊外地は区画整理され、その周りには公園

がある。そして内側の城下町を中心とした地

名古屋の都市計画の成り立ち

域が戦災復興としての再整備された地域です。

名古屋では、戦災復興のために、その リーダ

ーとして招かれたのが田淵壽郎です。市街地

に lOOm道路を十文字に貼りつけるという計

画がつくられました。田淵さんを呼んだ最後

の名古屋の官選市長 ・佐藤正俊にと っては、

田淵さんをスカウトしたことが最後の実績に

なりました。佐藤さんは都市計画自体には経

験のない人ですが、以前、満州国のハルピン

の副市長に相当するポス トにあり、その時に

大規模なハルピンの都市計画を横で見ていた

経験がある。ですから佐藤さんには戦災復典

計画は非常に大事であるという認識があり、

本人の意志で田淵さんを招き、なおかつ仕事

がしやすいように技監というポストをつくり、

全権をふるわせました。田淵さん自身も戦前

は、中国華北地区で都市計画を担当していま

した。名古屋市には戦前からの都市計画の蓄

積があり、そのトップに田淵さんが乗ったわ

けです。

市長や助役クラスと議会がうまくいってい

る都市は都市計画が進みます。議会というの

は市民というか、有力者や地元優良企業の利

害の代表者みたいなものですから、そこが支

援してくれるならば大抵うまくいきます。広

島も20年間勤めた市長が一度落選し、革新系

の市長が勝った時、lOOm道路の廃止と道路用

地への公営住宅建設を公約としていました。

しかし、助役以下がlOOm道路の計画を潰して

は絶対にダメだと必死に市長を説得しました。

それで今の平和大通りができた。実は、こう

いうことが絶えずどこの市でもあるのです。

名古屋は、戦前からの蓄積に加えてリーダ

ーシップを発揮できる人を招き、その人に仕

事をさせた。それをしたか否かが復興計画が

成功したかどうかの別れ目になった。そうい

う意味では確かに田淵さんは有能で、そうい

った人に仕事をする場を与えたこと自体が、

名古屋市、つまり市民全体が復興に取り組ん

だということだと思います。
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田淵さんの自叙伝には復興に対してのポリ

シーが書いてあります。もともと尾張徳川家

の城下町を拡幅する形で復興に取り組みまし

たから、区画は碁盤の目のように、単調です。

確かにそこにパリやワシントンのように、放

射状で広場を造るのは無理ですが、それなり

の工夫をしながら造っていきました。また、

当時、愛知県と名古屋市が協力して、焼け跡

のままで家が立ち始める前の早い時期に、建

物をセ ットバックさせた。道路から一律1.5m

下げるという規制だったと思います。そして

下げた所を自然に区画整理するという、非常

に合理的な方法で実施しました。このように、

単純明快なルールを作ることが大事です。も

たもたしていると復興はうまくいかない。今

後、神戸の震災復興計画はどうなるかわかり

ませんが、復興の原則は単純明快な方がいい

と思います。そして、事業化の具体的なコン

サルティングは丁寧にやる。そういうやり方

住居専用地区の指定

国立公文館所蔵r公文雑纂」
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でないと復典のような大規模な都市改造は、

たぶんうまくいかないと思います。

6．都市計画家、プランナーの心構え

名古屋の都市計画が、日本の都市計画の発

展の中でいかなる位置付けになるのかという

ことですが、実は一般には広幅員街路の意味、

計画理念もあまり知られていません。名古屋

でも突如ではなく、 一連の流れの中で街路が

計画され、その中で田淵さんは確かに重要な

役割を果たしました。ただ彼は実行者として

大変重要ということで、計画の着想そのもの

は名古屋固有のものではなく、むしろ当時の

都市計画家は皆これをやろうとしていた。た

だ、それを実現できた例が非常に少なかった

というところに、名古屋の現在のlOOm道路の

意味があるわけです。

どのような発想で先翡たちが苦労して設計

したのか、それなりの意味があったわけです

から、そこのところを見ながら各々の時代に

おけるインフラ整備の在り方を考えたり、再

整備をするべきでしょう。ただ都市計画の事

業手法とか発想というのは、戦前期にほとん

ど出尽くしている感じがします。ある程度真

剣に取り組めば大体同じような発想をして、

都市はその積み重ねで出きあがっていきます。

確かにそうやって巨大都市が成立したり、高

架で高速道路が通ったり、地下に河川が通っ

たりと立体利用されているのが現代ですが、

基本的な発想、都市計画の思想の部分につい

ては戦前とそれ程違わない。現在ではこうい

う制度や仕様が法律になっているからです。

ただ、今やっていることが50年後には実を結

ぷとか、そのつもりでやることは重要です。

一貫性（コンティニュイティ）をもって理念を

追求することが大切です。戦災復典に成功し

ている都市は、考え方と発想が組織全体で維

持されていた。その条件は、リーダーになる

人が長期間いることが一つの要索になってい



ます。仙台でも広島でも名古屋でも、やはり

在任期間の長い人がいた。しかし、一人の担

当者が何十年も担当であることはあり得ない

ので、やはり基本的には組織全体で一貫性が

機能するかどうかです。戦前の草創期に相当

頑張った個人というのは、たまたまそういう

すごい人がいたということではなくて、そう

いう場におかれると恐らく誰でも同じことを

やっていたと思います。無名で亡くなってい

る人も、同じような発想を持ち、与えられた

条件の中で頑張って仕事をしていたという気

がいたします。

名古屋の都市計画の成り立ち
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編集後記

その都市が人に与える一般的なイメージによって都市が評価されることが多

くあります。そのイメージは、実態を反映している場合もあれば、過大評価あ

るいは過小評価され形成されている場合もあります。都市の情報が十分伝わっ

ていないために一面だけが評価され、イメージが形成されている場合も多くあ

ります。また、イメージは主に人の主観により形成されるものですから、その

都市で生活しているか、訪れたことがあるか、都市についてどの程度知ってい

るか、その人が何に興味があるかなどそれぞれの人の持つ属性や経験、知識な

どによって形成されるイメージは必ずしも同じではありません。

名古屋市はどうかというと、マスコミでの評価を中心に必ずしも良いイメー

ジが形成されているとは言えません。名古屋市民でさえ、住み易いという評価

はするもののイメージとしてはあまり良い評価をしていない人もあります。

本格的な交流の時代が到米しようとしている今日では、都市へ人を引きつけ

る重要な動機付けとなる都市のイメージ形成は、重要な都市政策課題といえま

す。北九州市や大阪市などは早くからこの課題に対応してきました。当センタ

ーでもこのような課題意識に基づいて昨年度より「名古屋のイメージ向上に関

する調査研究」を学識者を中心とした研究会を設け実施しています。

本誌では、様々な専門的な視点から「都市のイメージ」を学識者の方に論じ

ていただくとともに、先の研究成果の一部として、研究会の委員である橋爪委

員、西下委員、井沢委員の論文を掲載しました。また、都市のイメージを明確

に認識しながらその向上策を推進している北九少卜I市を始め、様々な都市のイメ

ージ形成にいたる試みや実態について都市開発や観光、歴史、文化、市民活動

など様々な角度から捉えた事例を紹介させていただきました。

当センターの研究もまだ中途段階ではありますが、都市のイメージ形成に至

る仕組や実態、イメージが与える現実的な効果など研究の索材としては非常に

興味深いものだと思います。今回の特集が都市のイメージ向上に資する様々な

取り組みや研究のきっかけとなるとともに、ますます活発に議論がなされ、各

都市が各々の個有のイメージを高め、交流時代にふさわしい環境づくりがなさ

れていくことを期待します。
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